


























俺が彼女に迫られて、妹が怒ってる？４
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、絶大な闇の重圧感にからだを強こわ張ばらせた。

　九く九く命みが身にまとうゴシックロリータドレスの漆しつ黒こくがひろがり、場の空気を容よう赦しやなく闇色に染めあげていく。

　黒い日傘をさした彼女が、悠斗たちにほっそりとした横顔をむけて立っている。立っているだけ。ただそれだけなのに、ドレスの内お奥くから獰どう猛もうな暗黒の獣を次々と、それこそとめどもなく解とき放っているかのように見えた。

　九九命はいま、細いアゴをわずかにあげて斜め上を見あげている。彼女の視線の先で蠢うごめいているのは、直径三メートルほどの黒い渦うずだ。その渦が、改かい悪あく種しゆたちを勢いよく吸いこみ続けている。

　黒い渦をつくり出しているのは、つい先ほど魂を得たばかりの鬼き造ぞう人にん間げん、コメディだ。

　合同庁ちよう舎しやの正面エントランス、そのふたつの自動ドア越しに、悠斗は闇が渦巻く光景を見ていることしかできなかった。

「おお、お兄ちゃ～ん、なにこれ～!?」

「あ、亜あ夢むさん、しっかりっ！　絶対、悠斗さんから手を放してはぁ、きゃ───っ！」

　ひよりのからだを抱いているため、自分にしがみついている亜夢とルージュを引き寄せてやることもできない。

　力ずくでひろがった闇が、禍まが々まがしさと威圧感を増していく。

　亜あ夢むのポニーテールとルージュのロングウェーブヘアが、巨大な掃除機で吸われているかのように、渦うずにむかってバタバタと激しくなびいている。髪だけではない。彼女たちの両足も宙に浮いている。

「ちょ、あ、あれ、なんなのよっ!?　ケロみってば、なにやってくれてんのっ!?」

　悠ゆう斗との代わりに、すずめが亜夢とルージュの腕をつかんでいる。

　黒い渦に引き寄せられているのは、悪霊である改かい悪あく種しゆたち、そして亜夢とルージュだ。人間である悠斗とすずめにはなんの影響も及ぼさない。

　ひよりの苦しげな呼吸を掻かき抱いだくようにして、悠斗は思考停止に陥りそうな頭を懸けん命めいに働かせた。

　このまま、渦が消えるまで待つか？　狂霊種バーサーカーになりかけていたスペードの魂を九割ほど移し換えたという、鬼造人間コメデイのこと。九く九く命みが、「黄泉孔道ルート６６６」と呼んでいた黒い渦のこと。彼女に訊ききたいことはたくさんある。

　でも、いま、いちばん大切なことは？

　悠斗は、抱きかかえているひよりに目を落とした。

　眉根に深いシワを刻み、目をきつく閉じ、白い顔いっぱいに汗を浮かべている。呼吸も荒い。胸も忙せわしなく上下させている。















　スペードの牙によって感う染つされた呪じゆ毒どくが、彼女のからだをいまなお蝕むしばみ続けているのだ。

　九く九く命みはいま、コメディの横で日傘をくるりくるりと楽しげに回しながら、頭上でうねる渦うずを見あげている。色のない目を細め、紫色の唇に妖あやしい笑みを浮かべて、とても心地よさそうに。

　黒い渦と黒いゴシックロリータドレスと黒い空気の中で、白銀色の妖光ひかりを放っている彼女のツインテールが目に障さわる。

　悠ゆう斗とは、すずめに顔を近づけた。

「すずめちゃん、ひよりの解かい呪じゆを急ごう」

「あ、そ、そうね。外の改かい悪あく種しゆは、霊れい対たいのみんなに任せておけば大丈夫でしょ」

　すずめが、亜あ夢むとルージュの腕をぐっと引き寄せながらこたえてくれる。

　合同庁ちよう舎しや前では、霊れい障しよう対たい策さく部ぶの部長、九く十じゆう九く里り浜はま九く九く狼ろうをはじめ、部員たちも改悪種と戦っている。遊撃隊自分たち五名が抜けても問題はないはずだ。

　悠斗の腕につかまったまま、ルージュも口を開いた。

「確かに、い、いまはトリプルの解呪が最優先事項です。ゆゆ、悠斗さん、南なん條じようさん、うちらは、速やかにここを離れましょう」

　亜夢が、悠斗の腕に顔を押しつけたまま叫んだ。

「急いでお兄ちゃん！　桜さくらヶが丘おかさん、すごく苦しそうだよ。あ、あたし、このままくっついてるから、大丈夫だから、急いでっ！　早くしないと……って、ぴ？」

　不意に、渦の吸引力が途と切ぎれた。

　亜夢とルージュが、いきなり落ちた両足を床につけ、バランスを保つため「「っとと」」とふたりそろって悠斗にしがみついてくる。

　目をむけると、エントランスを挟んだ二枚の自動ドアを貫くように、九九命がこちらを見つめていた。自慢げな表情で。

　悠斗は白色の妖瞳ひとみを無視して、ルージュに顔をむけた。なにも言う必要はなかった。

　水色のロングウェーブヘアをひるがえし、「急ぎましょう」と彼女が足早に歩き出す。

　すずめが、キッと九九命をにらんだあと、口を動かすことなくルージュのあとを追う。

　亜夢も無言でついていく。

　悠斗も、ひよりの荒い呼吸を気にかけながら、仲間たちのあとを追った。

　九九命のことや、コメディのことや、その他いろんなことは、みんな後回しだ。

　いまは、ひよりのことだけを考えよう。




　合同庁舎の三階にある解呪処置室に入ったあと、悠斗はルージュに指示されるまま、部屋の中央にひよりを寝かせた。

「亜あ夢むさんと南なん條じようさんは、すぐに退室してください」

「お兄ちゃん、は……」

　亜夢が、細い糸をつなぐような目を悠ゆう斗とにむける。いっしょに部屋の外へ出ないの？　という無言の問いはしかし、すぐにぱちんと弾はじけて消えた。

　もたもたしてはいられない、と思ったのだろう。妹は小さな唇を引きしめ、すずめの背について小走りに部屋から出ていった。

　縦横およそ一〇メートル、弱々しい照明しかついていない灰色の部屋に残ったのは、悠斗とルージュ、そしてひよりの三人だけ。

　ひよりはいまも、唇を薄く開き、苦しそうに喘あえいでいる。彼女の目は、きつく閉じられたままだ。

　悠斗は、処置室に引きとめられた理由をたずねることなく、ルージュの言葉を待った。

　質問はしない。時間の無駄だ。言われるままに動けばいい。一挙一動、すべてをひよりのために。そう心に決めている。

　片膝をついたルージュが、右手を床に押し当てた。と、白一色だった表面に、淡い光を放ちながら黒い曲線や文字が浮かびあがってきた。

「っ!?　これって……」

　質問はしない。と決めていたのに……、驚きと問いの入り交じった言葉が、思わず口からこぼれ出てしまう。

「解かい呪じゆ用の魔法陣です。これをつかってトリプルの中に入り込んだスペードの呪じゆ毒どくを制し、その勢いをゆっくりと殺していきます」

　ルージュが、頬ほおにかかった髪を払いながら立ちあがった。

「これで、ひよりは大丈夫ってこと？」

　願うような気持ちで、悠斗は訊きいた。

　ルージュが、やさしげな目もとにわずかな緊張感を貼りつけたまま、

「大丈夫、と言いきれるまで、できることはすべてやるつもりです。ですから、悠斗さんに残ってもらいました」

　悠斗に歩みよってきた。そして、手を握りしめてくる。

「オレ、なにをやれば……」

「トリプルを抱いてやってください」

「抱いて、って……」

　顔が一気に熱くなった。

　抱くって、具体的には……？

　抱きしめる。抱きあげる。抱っこする。抱ほう擁ようする。ぎゅってする。などなど、捉え方はいろいろあって……。

　ルージュが、握った手にきゅっと力を込めてくる。瞳が、怒ったような、それでいて笑いを堪こらえているかのような色に染まる。

「先日、うちらがお化け屋敷に入ったときのこと、覚えていますか？」

「あ、ああ、覚えてる、けど」

「確実にトリプルを助けるためには、悠ゆう斗とさんの個人結界が必要なのです」

　ルージュが、ふっと唇をゆるめた。

　悠斗は、彼女とお化け屋敷に入ったときのことを思い出した。

　あのとき、施設内に設置されていたふたつの除霊石と悠斗の力によって、偶然にも拒きよ邪じや聖域のトライアングルができあがった。そのため、上位精霊ヴアルゴであるルージュが、霊的に酔ってしまったのだ。

「あのときもお伝えしましたが、悠斗さんは常に強力無比な個人結界をまとっています。しかも、他の結界と反発しあわない、極めて適応力の高い共存型です」

「それと、ひよりを抱くってことと……」

　どんなつながりが？

「つ、つまり、この結界内に悠斗さんがとどまっていれば、じょ、浄化力が、飛躍的に高まる、ということで……」

　ルージュの唇が、ふるふると震えはじめた。口調も、微妙に震えている。

「ルージュ？」

「あ、も、もう、いけません。う、うち、もぅ、こ、この浄化空間に、長居は……」

　また酔ってしまう、ということ？

　でも、この結界内にいるだけで浄化力が飛躍的に高まるのなら、ひよりを抱かなくてもいいのでは？　くっついていたほうが、より効果的なのだろうか？

　ルージュが、ふらふらと解かい呪じゆ処置室の出口にむかって後あと退ずさりしながら、ぷるぷると震える指先をひよりにむけた。

「炎えん龍りゆうが、く、苦しまぎれに、這はい出だしてこないよう、ゆゆ、悠斗ひゃんが、押さへて、くらしゃい。トリぴゅるが、霊い痛たみに堪ひやえかね、身を捩によじる、ひゃずへす。でぇ、ですひゃら、後ろはら、ひっひゃりと抱であきひめへ……あぁっ、もぅ、無理みゆりでしゅぅぅ」

　肩を押し当てるようにしてドアを開けたあと、いまにも腰が砕けそうな様子でヨロヨロと外へ出ていった。

　床に倒れ込むルージュと、それを見て驚く亜あ夢むとすずめの顔が見えたが、彼女たちの姿はすぐに閉まったドアのむこうへ消える。

　悠斗は、間を置くことなく行動に移った。

　心臓が、見えない敵を狙う速射砲のようにドドドドドッと勢いよく騒いでいる。それでも、迷わなかった。

　ルージュが言っていたことを、悠ゆう斗となりに整理する。

　炎えん龍りゆうが這はい出だしてこないよう、ひよりのみぞおちにある刻こく印いんを押さえる。その際、彼女が痛みに身を捩よじるはずだから、手が刻印から外れないよう、後ろからしっかりと抱きしめていなければならない。

　悠斗は、ひよりの横に両膝をついた。彼女の顔も首も、汗でびっしょりと濡ぬれている。

　目の前で仰むけに寝ている、あまりにも無防備な女の子は、白くて、清らかで、それなのに、黒くて、穢けがれた呪じゆ毒どくに魂を蝕むしばまれ続けている。

　悠斗は、好き放題に暴れている自分の心臓から意識を遠ざけ、やるべきことに集中した。

　全身が熱い。それでも手を動かした。

　ひよりが身につけているシャツの裾をスカートから引っ張り出し、そのボタンをすべて外した。続けて、下に着ていたキャミソールをめくりあげる。青いブラがチラ見えしたものの、ドキッと跳ねた心臓の勢いを借りて、視線をみぞおちの刻印へもっていく。

　刻印に右手を押しつけた。てのひらに感じたものは……。じっとりとした汗。怖おそろしくなってくるほどの高熱。そして、桜さくらヶが丘おかひよりという女の子の確かな存在感。

「ひより、がんばれ」

　思わず、言葉がもれた。

　刻印を押さえたあとも、悠斗は動きをとめることなく、ひよりの右側にからだを横たえた。そうしながら、彼女の首の下にぐりぐりと左腕を入れたあと、絶え間なく上下している右肩を抱き、自分のほうへゆっくりと引き寄せた。

　ひよりのみぞおちを押さえ、左手で彼女の右肩をつかみ、その細い上半身をできるだけ強く固定した。

　ひよりの黒髪に顔を埋うめるような体勢になるのは、べつにかまわない。かまわないけど……。股こ間かんが、彼女の、お尻に密着するのは、ちょっと、なんというか……。

　心臓は、ひとときも休むことなく見えない敵に砲撃を続けている。ドドドドドドッと。息苦しくなってきそうなほどの勢いだ。

　それでも悠斗は、右手を決して動かさないように注意しながら、左手でしっかりとひよりの肩をつかみ、彼女が急に動いても対応できるよう、静かに息を吐いて気持ちを整えた。

　こうして密着していると、ひよりの苦しみを自分のことのように感じることができる。

　怖ろしくて、苦しくて、つらくて、それでも負けたくなくて。折れそうになりながらも、歯を食いしばって。

　ひよりは闘っている。

　だから自分も。




　ルージュが言っていた通り、悠斗がひよりを抱きしめてからいくらもしないうちに、彼女が苦しそうに身を捩よじりはじめた。

　刻こく印いんに押し当てている右のてのひらにチクチクとした熱を感じながらも、悠ゆう斗とは決して右手を動かさなかった。

　ひよりのからだを引き寄せるようにして、彼女の背に自分の胸をぴったりくっつけた。絶対に離さない、という気持ちを込めて。

「ふ、ぅ、ぅん。ぁ、は、ああ、ふぅぅんんぅ、ぁ、ああ、ん。ひぅ、ふぅ、ふぅ、ふぅ」

　ひよりが、からだをくねらせながら、聞きようによっては色っぽいうめき声をもらし続けている。

　彼女の上半身はしっかりと押さえているものの、下半身は固定できていないため、動きの幅も大きい。足を何度も蹴けられた。が、そのくらいはがまんできる。

　問題なのは……。

　お尻が、あまり好ましくはない部位に擦こすりつけられて……。

　何度も何度も。くっついたり、離れたり、押しつけられたり、ゆるんだり、こすれたり、左右に、上下に、くねくねと、ぐりぐりと、すりすりと。

　こんなときに不謹慎だ。品がないぞ。気を抜いた瞬間、炎えん龍りゆうが這はい出だしてきたらどうするんだ。集中しろ！　と悠斗は自分自身を何度も叱しつ咤たした。

「んんんっ。ふぁふぅぅん。ふぅ、ぅぅ。くぅん。ふぅ、ふぅ、ふぅ、ぅぅぅ。んぅぅ」

　しっとりと濡ぬれた声が、耳たぶをなめるようにして鼓こ膜まくに届いたあと、からだすべての細胞へ拡散していく。くねくね、ぐりぐり、すりすりのオマケつきで。

　刻印を塞ふさいでいる右手には、いまもまだ刺とげ々とげしい熱を感じている。炎龍が、外界に出たがっている気配が、ひしひしと伝わってくる。

　油断するな！

　悠斗は、自分自身に言い聞かせた。が、ひよりの喘あえぎ声と動きは、あまりに手て強ごわい。

「がんばれ！」

　オレ！

　自分に声援を送るハメになるなんて……、解かい呪じゆ処置室に入るときには、想像すらしていなかった。





第一章　ひよりの中のモノ




「ゆ、悠ゆう斗と、ぉ、起きてるか？」

　声が、心に染み入ってきた。

　一いちノの瀬せ悠斗は、寝たままの姿勢で首だけを動かした。すぐそばに、ひよりの顔がある。

「ずっと起きてたよ」

　こたえると、彼女の唇にふっと笑みが浮かんだ。

　ふたり、ふかふかのベッドにからだを横たえたまま、見つめ合う。

　不意に視線をそらしたひよりが、

「あ、そのぅ、う、嬉うれしかった………ということだけは、嘘うそ偽りのない気持ちだから、ここで、きちんと伝えさせてくれ」

　頬ほおを真っ赤に染めながら、それでももぞもぞと近づいてきた。そして、ぴとっと悠斗の胸に額をくっつけてくる。

　悠斗は、ひよりの髪を指先に巻きつけながら、訊きいてみた。

「嬉しかったって、なにが？」

「そんな質問は、い、意地悪だと、思う」

「でも、教えてもらわないとわかんないよ」

「……………バカ。言わなくても、わかってるくせに」

「わからないから、訊いたんだけど、な」

「わたしに意地悪して、楽しんでるな？　女が、生まれて初めて、好きな異性に、だ、抱かれるという体験は……」

　お兄ちゃん、起きて。

「ふぁい？」

　どこからともなく、声が降ってきた。逆らうことなど到底できそうもない、絶大な強制力が溶け込んでいるかのような………、やさしい声音だ。

　悠斗を〝お兄ちゃん〟と呼ぶ存在は、世界にひとりだけ。

　お兄ちゃん、起きて。ほら、早く。

　お・にぃ・ちゃん。

　お・き・て。

　どこか怒りを含んだ妹こ声えに引っぱられ、悠斗の意識は急速に浮かびあがった。

　胸の中のひよりが霧散……、したかと思いきや、すぐにまた彼女の横顔が現れた。

　夢と現実が交こう錯さくした？

「お兄ちゃん」

　亜あ夢むの声に、悠斗はわずかに顔をあげた。

　頭の横で、亜あ夢むが床に両膝をついていた。すぐ隣に、ルージュとすずめが立っている。

　ちょ、そんな近くに立ったら、スカートの中が見えて……、なんてことは言わず、悠ゆう斗とは再びひよりに目をむけた。

　心地よさそうな寝顔。

　規則正しい呼吸。

　視線を、そろそろと下に動かした。

　はだけたシャツ。

　めくれあがったキャミソール。

　みぞおちにのせられた自分自身の手。

　ブラの下にもぐり込んでいる指先。

「お兄ちゃん、もう桜さくらヶが丘おかさんから離れていいんだよ？」

　冷気をたっっっぷりと含んだ妹の微笑ほほえみ。

「お、あ、ああ、もういいのか？」

　寝てしまったらしい……、ということを頭の隅で考えながら、いつの間にかひよりの枕にされていた左腕をそっと引き抜き、立ちあがった。

　床の魔法陣は、どこにも見あたらない。解かい呪じゆは、無事に終わったということか？

　ひよりの頭で血流を圧迫されていた左腕が、ジンジンと痺しびれはじめる。

　悠斗は左手を握ったり開いたりしながら、その感覚を確かめた。そうしながら、周りの女の子たちに目をむける。

　亜夢が、ひよりのシャツを丁寧に整えたあと、ボタンを留とめはじめた。

　すずめが、どこかホッとしたような表情で、その様子を見守っている。

　ルージュが、ぽやぽやとした笑みを目もとに浮かべた。

「トリプルは、もう大丈夫です」

　いちばん聞きたかった言葉をもらえたことで、悠斗の気持ちがス[image: ][image: ][image: ]ッと軽くなる。

　ひよりのボタンを留め終えた亜夢が、すぐに言葉を継ぐ。

「お兄ちゃん、お疲れ様」

　すずめも口を開く。

「悠斗くんのお陰よ。解呪中に火事ニョロが暴れ出してたら、ニョロりは助かんなかったでしょうね。ほんとにまぁ～、火事ニョロは諸もろ刃はの剣つるぎっていうか、ただ邪じや魔まなだけっていうか……とにかく、悠斗くんがいてくれて助かったわ」

　ここで、ふと気になったから……、

「助からなかった場合って、やっぱり……」

　命を失っていた、ということ？　と暗に訊きいてみた。

　すずめが、チラッと寝息を立てているひよりに目をむけたあと、肩をすくめた。

「ある意味、死ぬよりつらいめに遭あうわ」

「死ぬより、って……」

「生きたまま悪霊になるって言えばいいのかしら……正確には、肉体の中に悪霊化した魂を宿したまま、生者に嫉妬し、憎み、その破壊を望むだけの怪物モンスターになるの。普通の悪霊と同じで、完全に堕おちきってしまったら、もう二度とまともな人間には戻せなくなるわ」

「こ、怖いですね」

　亜あ夢むが、大きな瞳を強こわ張ばらせている。その背を、ルージュがやさしくなでた。

「トリプルが呪じゆ毒どくを感う染つされたときは、正直、最悪の事態を覚悟しました。彼女が完全に堕ちてしまったときには、うちが魂を懸かけてとめようと……」

「それ、わたしも同じ。刺し違えてでもニョロりをとめなきゃ、って。ふふ、そうなんなくてよかったわ。ほんと、よかった」

　すずめが、溜ため込こんでいた嫌なものを押し出すかのように、大きく息を吐いた。

　ルージュとすずめの言葉を聞きながら、悠ゆう斗とは思った。

　自分と亜夢が知らないところで、彼女たちはそれぞれ胸をしめつけられるような決断を迫られていたんだな、と。

　ひよりは、まだ目を開かない。それでも、ルージュが『もう大丈夫』と言ってくれたから……、心配しなくていいだろう。

　張り詰めていたものが、ゆるゆると解ほどけていく。

　そんな気持ちが伝わったのか、ひよりの長いまつげがピクピクッと動いて……。




「細心の注意を払いましょう」というルージュの言葉に従って、ひよりは結局、解かい呪じゆ処置室に一週間寝泊まりした。

　食事とシャワーとトイレ以外、魔法陣の中で寝るか瞑めい想そうするだけという退屈な七日間に、彼女はひと言の文句も漏らさなかった。

　解呪用の魔法陣を起動させるため、昼夜を問わずルージュがつき添い、夕食時には悠斗、亜夢、すずめの三人がひよりの好きなペットボトル入りの究きわ渋しぶ茶ちやと亜夢の手づくり弁当を差し入れし、みんなでいっしょに食べた。

　こうして、念には念を入れてスペードにうけた呪毒を浄化した。

　そしてようやく、合同庁ちよう舎しやを出る日を迎えた。




　日曜日。

　合同庁舎の正面エントランスを抜け、外に一歩を踏み出したひよりが、青空から降り注ぐ光に目を細めた。

「いい天気だな」

　梅雨に入る前の晴天に恵まれ、ひよりにとってはご機き嫌げんな午後となったようだ。証拠に、彼女の笑顔も輝いている。

　亜あ夢むも、すずめも、ルージュも、いっせいに空へ視線を移した。

「気持ちいいですねっ！」

「一週間も建物の奥にこもってると、太陽と風のありがたみが身に染みるな」

「雨ニョロにしては、運がいいんじゃない？」

「こら、だれが雨ニョロだ。わたしが正真正銘の晴れ女だということは、きょうの空が証明してくれている」

「この瞬間、トリプルの幸運はつかい果たされました」

「なっ!?　サイレン、不吉なことを言うな。そもそも、幸運とは貯蔵できるものではないだろう。だから、〝つかい果たす〟という捉え方は正しくないと思うぞ」

　彼女たちの会話を聞きながら、悠ゆう斗とはからだ全部で午後の光を楽しんだ。ジャケットを脱いでもいいくらいの陽気だ。ほどよいぬくもりとゆるやかな風の流れが心地いい。

　騒々しくも楽しい、「桜さくらヶが丘おかひよりのいる生活」が戻ってきた。そう考えただけで、嬉うれしくなってくる。

　亜夢は、もちろん嬉しさを隠すことなく表情や態度に出している。

　すずめは、あからさまな喜びは見せないものの、この一週間ずっと退屈そうにしていたから、彼女の気持ちは推おして知るべしだろう。

　解かい呪じゆ中、ひよりを見守り続けていたルージュの本心も、訊きく必要はない。

　合同庁ちよう舎しやの建物を出て三〇秒も歩くことなく、

「ぴっ!?　あ、あれ……」

　亜夢が、大通りのほうを指さした。

「ん？」

　一体の悪霊が、かなりの勢いでこちらに迫ってくる。大急ぎ、あるいは大慌て、もしくは全力ダッシュといってもいいスピードだ。基本、悪霊は動作が鈍にぶいため、「どうして？」と疑問が湧いてくる。

「肩慣らしにはもの足りないが、久しぶりに……」

　スカートの下から【徒桜あだざくら】の柄つかをとり出したひよりが、足をとめて身構えた。

　すずめとルージュが、わずかに身を引いてそれを見ている。

　悠斗も、ひよりと近づいてくる悪霊を交互に見たあと、数歩脇に移動した。亜夢が、左腕にぴとっとくっついてくる。

　目測でひよりと悪霊の距離を測った。

　悪霊が、およそ一〇メートルの間合いに飛び込んでくる。

「はっ！」

　ひよりが、鋭い気を吐きながら【徒桜あだざくら】の柄つかを胸の高さにあげた。が、そこから出てきたのは、パシュと気の抜けるような音とわずかな火花だけ。

　ひよりと悪霊の距離、約五メートル。

「ぁ？」

　彼女の口から、気の抜けた声がもれた。

　ひよりと悪霊の距離、二メートル弱。

「…………っ!?」

　早く斬きれっ!?　という声が出てこない。

　悪霊が黄ばんだ牙を剥むき、割れた爪を突き出し、ひよりの首筋に……、

「きゃ!?」

　亜あ夢むの悲鳴。

　ザシュッ！　すずめの右手から伸びた槍やりが、悪霊の胸を貫いた。

　バシュッ！　ルージュの放った水弾が、悪霊の頭部を吹き飛ばした。

　一瞬の出来事だった。

　粒子となった悪霊のからだが、ぶわっとひよりのからだを覆おおい、瞬またたく間まに霧散した。

「ちょっと、なにやってんのよっ！」

　槍を手品のように消したあと、すずめが眉をつり上げてひよりに詰め寄った。

「炎えん龍りゆうが………咆こ吼たえない。こんなこと、初めての……」

【徒桜】の柄を呆ぼう然ぜんと見つめながら、ひよりがつぶやいた。

　すぐさまルージュが口を開いた。

「理由を考えるのは後にしましょう。霊れい具ぐがつかえないのであれば、トリプルはひとまず拒きよ邪じや結界内に避難してください。他の職員たちへの注意喚起もお願いします」

　さらに続けて、

「さあみなさん。遊撃隊スカツドの一員として、存分に力を発揮してください」

　悠ゆう斗と、亜夢、すずめ、それぞれに水色の瞳をむけた。

「はいっ！」

　亜夢が、すかさず背筋を伸ばす。

　悠斗も、妹からわずかに遅れ、ルージュの言葉の意味を理解した。

　悪霊だ。

　通りのむこうから、横道から、建物の陰から、街路樹の中から、マンホールの下から、続々と姿を現した悪霊たちが、こちらを目指して集まってくる。

　ひょいと肩をすくめたすずめが、

「ったく」

　軽く息を吐きながら、右みぎ袖そでからジャキ──ンと三日月刀を出した。幅広の刀身が、午後の光をギラリと反射する。

　悠ゆう斗とは拳を固く握りしめ、悪霊たちを見据えた。先ほどの個ヤ体ツと同様に、どいつもこいつも全力ダッシュ状態だ。

　驚いている暇などない。理由を考えている余裕もない。いまはただ、襲いかかってくる悪霊を浄化やるだけだ。

　ひよりが、【徒桜あだざくら】の柄つかを軽く振った。だが、少量の火花が散っただけ。炎えん龍りゆうの舌先さえ出てこない。

「普通の霊刀さえ、出せないなんて……」

　以前、スペードによって炎龍を奪われたとき、彼女は淡い光を放つ霊刀で戦っていた。ひよりの個人的な霊力でつくった刀身だったのだろう。が、いまはそれさえ出せなくなっているらしい。

「ニョロり、足手まといになるのは嫌でしょ？」

　すずめに言われ、頬ほおを強こわ張ばらせたひよりだったが、間を置くことなく建物にむかって走り出した。合同庁ちよう舎しやは拒きよ邪じや結界で守られているため、悪霊たちは入れない。

　ひよりの後ろ姿にチラッと目を投げたあと、ルージュが水色のロングウェーブヘアをひろげて悪霊たちにむき直った。

「さあ、遊撃隊スカツドの力を示すときです！」




　ひよりが拒邪結界内に逃げ込んだ途と端たん、悪霊たちの動きが一気に鈍にぶった。全力ダッシュをやめて、ちょいと急ぎ足で、といったあからさまな変化だったから、すぐに気づくことができた。落ち着いて見ると、それほど多くない。せいぜい五〇体か。

　瞳を青白い霊炎ほのおに滲にじませながら、亜あ夢むが灯瞳サインを連発して次々と悪霊を消滅させていく。霊体に両手を接触させるだけで瞬またたく間まに霊子を分解してしまうのだから、単純に両手を前に突き出して、あっちへパタパタ、こっちへパタパタと走り回っているだけでいい。悪霊にとってはブルドーザーのようなものだ。

　そんな妹が、

「悪霊たち、桜さくらヶが丘おかさんを狙ってたのかな？」

　悠斗のそばで声を大きくした。

「みたいだ、なっ！」

　目の前の悪霊に爆風パンチを叩たたき込こみながら、悠斗はこたえた。そうしながらも、疑問が頭から離れない。

　悪霊たちは、どうしてひよりを狙った？　まるで、強い力に引き寄せられるように、悪霊らしからぬ速さで近づいてくるなんて。

　疑問は、もうひとつ。【徒桜】がつかえなくなった理由は？　まだ、体調が万全ではないのか？　それとも、スペードの呪じゆ毒どくが抜けきれていないのか？

　悠ゆう斗とは、悪霊の顔面を鷲わしづかみにして振り回し、そばの悪霊たちを何体もなぎ倒した。そうしながら、周りに目を配る。

　亜あ夢むが、出しおしみすることなく灯瞳サインをつかい続けている。妹の瞳から絶え間なくもれ出ている霊炎ほのおが、中空に青白い線を引く。

　すずめが、ギラつく三日月刀を巧みに操りながら、上下左右に跳ね回っている。まるで演舞でも行っているかのようだ。

　ルージュは、通りのほうへ戻っていこうとする悪霊を集中的に攻撃している。ときどき、合同庁ちよう舎しやの駐車場にとまっている車に水弾が炸さく裂れつし、べっこりと凹くぼみをつくっているのはご愛あい敬きようだ。

　ひよりがいなくても、悪霊を全滅させるのに五分もかからないだろう。それでも……。

　光り輝く黒のロングヘア。

　視界に紅線を刻む炎ほのおの刀。

　凛りんとした細いシルエット。

　それが近くにないというだけで、物足りなさを感じた。

　悠斗、亜夢、すずめ、ルージュの四人だけでも戦力的には十分だ。数百の悪霊が群がってきても、対抗できる自信だってある。

　それでも、ひよりがいないと、どういうわけか……、心細い。

　そして、寂しかった。


　　　　　　●　●　●



　桜さくらヶが丘おかひよりは、歯は噛がみしながら仲間たちの戦いを見ていた。

　自分がお荷物になるなんて……。

　激しいほどの悔しさが込みあげてくる。からだが熱くなり、全身の毛細血管が焼き切れてしまいそうだ。

　ガラス壁だから、戦いの様子がよくわかる。他にも、多くの職員たちが怖々と外の様子を窺うかがっている。

「心配はいりません。あと五分もすれば外へ出られます。それまでお待ちください」

　ルージュに指示されるまでもなく、人々への注意喚起は怠おこたらない。

　本当に、なにも心配しなくていい。

　標準型スタンダードの悪霊では、何体集まったところで悠斗を押さえることはできない。亜夢も、霊格の違いを見せている。すずめには、どのような状況にも対処できる柔軟性があるし、ルージュに至っては亜夢以上の霊格をもっている。

　現在、外ではこの四人が戦っているのだから、〝心配〟という二文字の出る幕はない。

　それよりも、この悔しさをどう処理すればいい？　炎えん龍りゆうは、なぜ応えてくれない？　自分自身の霊れい流りゆうさえ感じられない理由は？　原因は？　スペードの呪じゆ毒どくが、想像以上に悪性のモノだったのか？

　ひよりは自らの怒りとむき合い、懸けん命めいに気持ちを静めた。落ち着け、怒りや苛いら立だちこそ、心を蝕むしばむ毒となる。だから、落ち着け。

　頭を冷やして、【徒桜あだざくら】がつかえなくなった原因を考えろ。

　ゆっくりと呼吸を整えた。

　徐々に気持ちの波が小さくなっていく。

「桜さくらヶが丘おかさん、ごキゲンいかが？」

　うなじを撫なでられるような声に振りむくと、【徒桜】の間合い、その半歩外に、どこかつくりものめいた白い瞳があった。

　白金のツインテールと黒いゴシックロリータドレスを目にした途と端たん、怒りが再燃した。

　せっかく心を落ち着けたのに……。

　九く九く命みのからだに左半身を隠すようにして、コメディも立っている。覗のぞいている灰色グレーの右目が、ほくそ笑んでいるように見えた。

　コメディがスペードの手による鬼き造ぞう人にん間げんであり、ヤツの魂を九割ほど移されたということは、ルージュから聞いて知っている。

　ひよりは目を細め、視線に〝あっちへいけ〟という鋭さを込めた。

「なんの用だ？」

「うふふふ。桜ヶ丘さんのカイフクを祝して、パーティをモヨオしたいの」

「ぱーちぃするの～っ！」

　九九命に続いて、コメディが元気に右手をあげた。その際、からだが右に傾いたため、隠れていた顔の左半分が出てきた。

　鮮紅色スカーレツトの左目。

　目まの当あたりにして、ひよりは息をのんだ。怒りや苛立ちが瞬またたく間まに消し飛び、代わりに寒気が背筋を伝う。

　聞いて知ってるだけと、実際目にするのとでは大きく違う。スペードよりも紅あかく、濁にごりのない瞳だった。

　鋭角的なのに温かみがあり。

　暴力的なのに澄んでいて。

　威圧的なのに控えめで。

　陰と陽が入り交じった左目だ。

　ひよりは、気け圧おされてしまったことを悟られまいと、コメディを無視して九九命をにらみつけた。

「パーティだと？　確かに、スペードに噛かまれたのはわたしの落ち度だ。だが、九九命、キミも無関係では……」

「ぱーちぃするの～っ！」

　コメディがまた、舌足らずな子ども丸出しの声で叫んだ。

　周りの目が集まってくる。

　コメディの存在や周囲から注がれる好奇の視線を意識の外に掃き出し、ひよりは九く九く命みだけに的を絞った。

「変な気はつかわなくていい。わたしはわたし。キミはキミのやり方を貫き通せばいい。いままで通りな。そして、互いに干渉しない。わかったな？」

　そう伝えると、九九命が唇にうっすらと笑みを浮かべた。いつもながら、ひとつ年下とは思えない妖あやしさだ。

　彼女の妖笑えみを前にすると、気持ちの波を静めるのが難しくなる。

「ぱーちぃ、しないの？」

　コメディが、こてん、と首を傾けた。その拍子に玉虫色のミディアムヘアが、空気をつかむようにふんわりとひろがった。光のうけ方が変化し、青から緑へ、緑から紫へとくるくる変色していく。見ているだけで悪わる酔よいしそうだ。

　九九命が、そんなコメディにツッと目をむけた。

「桜さくらヶが丘おかさんのためのパーティよ。ホンニンが〝しない〟と言ってるんだから、チュウシね。ザンネンだけど」

「ちゅうし、やだ～。コメディ、ぱーちぃしたいぃ～」

「あら、そんなワガママはよくないわよ？　〝ころべぇ〟でジュースのませてあげるから、ガマンしなさい」

「がまんするぅ～。コメディ、じゅーちゅすきぃ～」

　コメディが、鮮紅色スカーレツトと灰色グレーの瞳を子どものように輝かせ、両手を頭上に突きあげた。

　小学校の高学年、あるいは中学一年生くらいには見えるが、中身は幼児なのだろう。とても邪じや悪あくな突然変異霊ミユーテストの魂をうけ継いだとは思えない。

　身につけているものも、唐草模様のタンクトップと紫色のショートパンツという、子どものような服だ。子どもは風の子とはいえ、タンクトップなんて時期的に早すぎる。

　ひよりは、鮮紅色の左目と視線を合わせないようにしながら、それとなくコメディを観察した。

　人としての肉体をもっているのなら、斬きる必要はない。魂が彷徨さまよっているわけではないのだ。

　もちろん、個人的な感情はまたべつの話になるのだが……。

　半歩踏み込めば、九九命を【徒桜あだざくら】の攻撃圏内に引きずり込むことができる。そして、もう半歩進めば、コメディを斬ることも可能となる。

　もし、いま【徒桜あだざくら】をつかえるとしたら、自分はどうしただろうか？

　ひよりは自問した。数秒後、たいして考えを掘り下げることもなく、自答する。

　斬きらないな、と。

　斬れない、ではなく、斬らない。

　コメディは、スペードとは違う。前世や出自がどうであれ、肉体をもち、その中に魂を宿し、現世に根を下ろした人間だ。自分や、守るべき人々と同じ人間だ。だから斬らない。

　九く九く命みが、妖あやしい笑みを浮かべたまま、なにかを探るような目をむけてくる。

「なんだ？　パーティは遠慮すると言ったぞ」

「うふふふ。パーティはもういいの。ほんとうのこと言うと、九九命、サワがしいのはキラいだから」

「それなら、もう用はすんだだろう？」

　霊力保管部に帰れ、という言葉の代わりに軽くにらんでやった。が、

「桜さくらヶが丘おかさん、レーグがつかえなくなったんじゃない？　うふふふ。九九命、そのリユウを知ってるわ」

　聞き流せないことを言われたため、ひよりは九九命の妖しい瞳をまじまじと見つめた。

　彼女の笑みが、より妖しく、より禍まが々まがしい色を帯びていく。

「リユウ、キきたいでしょ？」

「……………」

　即答はしなかった。

　聞きたい、というのが本音だが、九九命の狙いがわからない。彼女が、『桜ヶ丘ひよりの霊れい具ぐが使用不能になった理由』を知るに至った経緯も不明だ。現段階では、スペードがらみであろう、と推測することしかできない。

　九く十じゆう九く里り浜はま九九命という少女は、霊れい獣じゆうを使役することを生なり業わいとしている九十九里浜家の跡継ぎであり、弱冠一六歳で霊力保管部の部長となり、霊業界の天才児だともてはやされている。常識と倫理に縛られない行動力も、しっかりともっている。

　だから油断できない。

「話をキくだけなら、なんのソンもないでしょ？　それとも、九九命のことがコワいのかしら？」

「怖くはない。ただ、気味が悪いだけだ」

　これは即答してやった。

　九九命の白い瞳には、なんの変化も見られない。ただ、紫色の唇だけが、微かすかに強こわ張ばっただけだ。

「そこの〝ころべぇ〟で、おチャでもノみながら、どうかしら？」

「おねえちゃ～ん、じゅ～ちゅ～！」

　コメディが、九く九く命みの袖そで口ぐちについたレースをちょんちょんと引っ張りながら、甘え声でジュースを要求する。

「コメディにジュースもノませたいから、桜さくらヶが丘おかさんもいっしょに……」

「狙いはなんだ？」

　奇き襲しゆう気味に、正面から疑問をぶつけてみた。真実ではなくても、九九命の狙いの一端をつかむことができるかもしれない。

「いもうとさがしぃ！」

　九九命ではなく、コメディがこたえてくれた。鮮紅色スカーレツトの左目と灰色グレーの右目からは、嘘うその匂いも真実の香りも漂ってはこない。

　いもうとさがし？

　九九命に妹がいる、という話は聞いたことがないけど……。

「コメディ、フヒツヨウなことはしゃべらないのよ。わかった？」

「は[image: ][image: ][image: ]い！」

　九九命の表情を探りながら、考えた。

　妹。一いちノの瀬せ兄妹きようだい。妹。悠ゆう斗とが大切にしている子。妹。一ノ瀬亜あ夢む。

　ひよりは思わず、エントランスの外へ目をむけた。

　ちょうど、目もとから青白い霊炎ほのおを放ちながら、亜夢が最後の一体を消滅させる瞬間を捉えることができた。

　哀れな悪霊が、幸も不幸もない理ことわりの流れに還かえっていく。

　九九命は、なにを狙ってる？　亜夢をさがす？　いや、コメディも、九九命のことを「おねえちゃん」と呼んでいる。血のつながりがなくても、妹的な存在だと考えていい。

　だとしたら……。

「よし、話を聞こう」

　ひよりは思いきって、九九命の領域に踏み込んでみた。

「うふふふ。よかった」

　彼女の白い瞳と紫の唇に、微かすかな妖笑ほほえみが滲にじむ。

「だが、わたしの仲間も同席させてもらいたい」

「………もちろん、それでいいわ」

　こたえるまでに、わずかな間があった。加えて、目と唇の笑みが消えた。

　なにを狙ってる？

　フタを開けてみないと、箱の中身はわからない。

　ひよりは、仲間のいる心強さを胸に九九命の妖瞳を正面からうけとめた。
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「コメディは、コメディ、ここは〝ころべぇ〟。くふふふ、おかしい」

　コメディが、剥むき出だしの白い肩を小刻みに震わせている。

　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、内心で首を傾かしげた。彼女の笑いのツボが、いまいちピンとこない。

　ひよりが【徒桜あだざくら】をつかえなくなった理由を知っている、という九く九く命みに連れられ、悠斗たちは合同庁ちよう舎しや内にある喫茶店『ころべぇ』にきていた。

　悠斗たちの他には、だれもいない。店員さえ不在だ。

　九九命が、本日の正午から夕方五時まで『ころべぇ』を貸切りにしたためだという。

　ひよりの解かい呪じゆがきょう終了する、という情報を局の占い師デイザイアから得ていたため、こっそりとパーティの準備を進めていたらしい。喫茶店の出入口にも、『立ち入り厳禁・関係者以外は呪われます』と物騒な文もん言ごんが書かれた立て札ふだが置かれていた。

　パーティの主役にあっさりと断られ、すべてが徒と労ろうに終わったけど……。いや、ゆっくりと話ができる場所をこうして確保できたと思えば、すべてが無駄になったわけじゃない。

　パーティといっても、料理はなにひとつ用意されていなかった。テーブルにのっているのは、スナック菓子が五袋。飲み物はセルフサービスだ。が、話を聞くだけだからなんの問題もない。

　ひよりに喜んでもらえなかったとはいえ、パーティを計画するなんて、九く十じゆう九く里り浜はま九九命という女の子は、意外といい子かもしれない。悠斗はそう思った。

　なんらかの目的をもって、スペードの鬼き造ぞう人にん間げんづくりを手伝いはしたものの、ひよりをひどい目に遭あわせるつもりはなかったのだろう。だから、先日の件で申し訳なさを感じているのだ。

　きっと、お詫わびのつもりでパーティを企画したのだろう。

　ひよりも、九九命の気持ちを汲くんであげればいいのに……。でも、解呪が終わったばかりで、まだ気持ちの整理ができていないのかも。生きながらにして魂が堕おちてしまうかもしれない、というおぞましい体験をさせられたのだから。

　少しずつでいいから、ひよりと九九命が仲よくなれたらいいな、とそんなことを考えながら、悠斗は遠慮なくテーブル上のポップコーンをつまんだ。

　食べながら、隣の丸テーブルについた九九命の様子を窺うかがう。彼女の右側にコメディ、むかいに座っているのはひよりだ。

　パーティのため、そしてひよりのためと思おぼしき小さな花瓶が、そのテーブルだけに置かれていた。挿してあるのは、どこからどう見ても、裏手の公園あたりで摘んできたとしか思えない雑草だったから、手抜きであることは否めない。

　悠斗は椅い子すに浅く座ったまま、ひよりたちの会話を聞いた。亜あ夢む、すずめ、ルージュの三人も、同じテーブルについている。

　九九命が、紫色の唇をわずかに開いた。

「桜さくらヶが丘おかさん、解呪シューリョー、おツカれサマ」

　手にしたグラスを、軽くあげる。そんな彼女の隣で、

「かりあげ～。くふふふ、おかしい」

　コメディが、またよくわからないことをつぶやき、ひとりで勝手にウけている。だが、悠ゆう斗とはその言葉が妙に引っかかった。

　かりあげって……。

「ふん、つまらない話はいい。単刀直入に、わたしが〝徒桜あだざくら〟をつかえなくなった……」

「リユウのセツメーね。うふふふ、せっかちな人って、キラいじゃないわ」

　ひよりと九く九く命みが、静かに視線をぶつけ合う。

　悠斗は、ここで思い出した。つい先日、九九命が言っていた。

『チャンスの女神はカリアゲだってこと、覚えておきなさい！』

　つまり、チャンスの女神が目の前を通りすぎたあとで手を伸ばしても、その後ろ髪をつかむことはできない。だから、通りすぎる前につかまえろ。

　悠斗たちは、そう解釈した。

　ということは……？

「それじゃ、サッソク本題に……」

　九九命が、ギキュキキキィ、とどこか不吉な音を立てながら椅い子すを下げ、ゆらりと立ちあがった。

　ひよりが、わずかに腰を浮かす。が、九九命に手で制されたため、立ちあがろうとはしない。

　コメディも、にんまり笑っているだけで、椅子に座ったまま動かない。

　悠斗は、素早くルージュと視線を交わした。

　彼女が、〝見守りましょう〟というように両肘をテーブルにつき、両手を組み合わせ、その上に細いアゴをのせた。突き出た胸も、テーブルにのっている。

　それを見て、悠斗は椅子の背もたれにからだを預けた。

　すずめも、右手をテーブルにのせたまま動かない。

　亜あ夢むも、兄や仲間たちの様子を見て気持ちを固めたのだろう。背筋をのばし、唇を引きしめている。

　いきなりだった。

「病やみ蝦が蟇ま、でませいっ！」

　九九命が、甲高い声をあげた。

「なっ!?」

　突如、悠斗たちのテーブルに巨大な塊が飛び込んできた。土つち気け色いろのカエルだ。これほど大きければ、成人男性であっても楽々と丸まる呑のみにされてしまうだろう。

「ぴっ!?　きゃ─────っ！　カエルぅっ！」

「ちょ、ケロみっ！　あんたっ、こんなとこでピョン太を出すなんて、なに考えて……」

「悠ゆう斗とさん、トリプルをっ！」

　亜あ夢むの悲鳴。

　すずめの怒声。

　ルージュの叫び。

　悠斗はとっさに、ルージュの声だけに反応した。椅い子すを蹴けって立ちあがる。

　病やみ蝦が蟇まの重みで、テーブルが騒々しい音を立ててぺしゃんこになった。ほぼ同時に、巨大なカエルが伸ばした太い舌が飛とび退のいたすずめに放たれ、その左腕にくっついた。

「うきゃぁっ！」

　すずめが、病蝦蟇の巨大な口に引き込まれる。

「南なん條じようさんっ！」

　亜夢の引きつった声。

　それでも悠斗は、跳んだ。

　ひと呼吸もしない間に、ひよりの全身が血色の光に包まれていた。光は床から噴き出している。

　魔法陣！

　ひよりがついていたテーブルの下に、なんらかの魔法陣が出現していた。

　魔法陣のすぐ外で、九く九く命みが妖あやしい笑みを浮かべている。

　魔法陣の中で、ひよりが立ちあがろうとテーブルに両手をついたまま動けないでいる。

　そんな彼女の肩に、コメディが手をのせている。

　ひよりっ！

　悠斗は考えるよりも先に光の中へ飛び込み、テーブルを背中で弾はじき飛とばしてひよりの細いからだを抱きあげた。そしてそのまま、コメディの腕を肩ではね除のけるようにして、魔法陣の外へ転がり出る。

　直後、

「ハアアアアアッ！」

　ルージュの鋭気を感じた。

　ドバアアアアッ！

　床に倒れた悠斗とひよりのすぐ横を、激流のような水弾をあびた病蝦蟇が、べちゃんべちゃべちゃべったんと転がっていく。

「うひゃあああ～！」

　転がる病蝦蟇の口から、ゲロロロオォォとすずめが吐き出された。全身、粘液まみれになって……。

「うが───っ！　ケロみぃ！」

　すぐさま立ちあがったすずめだったが、「なにしてくれんのよぉっほぉっ!?」足をすべらせて、尻餅をついてしまう。めくれたスカートも、白青ストライプの下着も、細いふとももも、どこもかしこもねっとりぬめぬめと濡ぬれ、てらてらと光っている。

　ひよりが立ちあがるのに手を貸したあと、悠ゆう斗とは魔法陣と病やみ蝦が蟇まに注意しながら、九く九く命みにむき直った。

　病蝦蟇が、黄土色の煙となって消えた。魔法陣も、すでに消えている。

　九九命が、ぐちゃぐちゃになった『ころべぇ』の店内を見回し、やれやれといった様子で息をついた。コメディが、そんな彼女の腕にくっつくようにして立っている。

　亜あ夢むが、病蝦蟇に潰されたテーブルを回り込んで、ちょこちょこと悠斗のそばまで移動してきた。

　ルージュも、九九命に尖とがった視線を突き刺したまま、悠斗たちに身を寄せてくる。

　すずめも、床に靴底をぬるぬると擦こすりつけるようにして、悠斗のそばにきた。

「九九命、なにを狙ってる？」

　ひよりの質問に、九九命の白い目が細くなった。

「オシえたら、九九命が欲しいモノ、くれる？」

「断る」

「じゃあ、オシえない」















「さっきの魔法陣は、魂こん魄ぱく探査用だな？　ふん、わたしの中に、スペードの置おき土産みやげでもあるのか？」

「さあ、どうかしら」

「スペードのことだ。キミと取引をしたといっても、まともに約束を守るはずがない。わたしに注入した呪じゆ毒どくの中に、例えば、従来の方法では浄化できない呪菌バチルスを混入させていた、なんてことも考えられるな」

　瞬間、人形のようだった九く九く命みの瞳に、わずかな生気が通った……、ように見えた。
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　桜さくらヶが丘おかひよりは、内心で舌打ちした。

　九九命の表情を見る限り、自分の読みは大筋で間違っていないようだ。

　体内にはまだスペードの置土産が残っている。だから、炎えん龍りゆうが機き嫌げんを損ねた。自分自身の霊力も乱された。結果、【徒桜あだざくら】が使用できなくなった。そう考えていいだろう。

　スペードが遺のこしたモノは……、なんだ？

　コメディが、不意にこちらを指差し、

「おねえちゃん、すうの？」

　意味のわからないことを言った。

　すうの？　という言葉は、吸うの？　とすぐに変換できた。なにを吸うつもりだ？

　そういえば……。コメディが黒い渦うずをつくり出し、改かい悪あく種しゆたちを残らず吸いつくしたと悠ゆう斗とたちが言っていた。生身の人間には影響がないと聞いたが、ここには亜あ夢むとルージュもいるから……。

　九九命が、「スわなくていいわ」と軽く首を振ったあと、くるりと回れ右をした。白金のツインテールがゆらりと揺れ、刹せつ那なの極寒を感じさせるような光を放つ。

「どうせ、いまはスえないもの。カエりましょ」

「は[image: ][image: ][image: ]い」

　背をむけて歩き出した九九命とコメディに、ひよりはなんの言葉もかけなかった。

　腹立たしいが、いまここでぶつかり合っても意味がないし、一歩間違えば仲間を失うことにもなりかねない。

　悠斗と亜夢が、顔を見合わせて首を傾かしげている。

　ルージュが、ぷくっと頬ほおをふくらませたまま九九命たちをにらんでいる。

「あ～、も～、シャワーあびなきゃ。ぅえ[image: ][image: ][image: ]、ピョン太臭いよぉ～」

　全身べとべとになったすずめが、疲れきったように肩を落としている。

　ひよりは、仲間たちの存在に気持ちを支えてもらいながら、自身の左胸に右拳を押しつけた。

　自分の中に潜んでいるモノは……？





第二章　魔街のクリスマスローズ




「九く九く狼ろうさんと話をつけてきます」とルージュが出ていき、「ちょっと、サッパリしてくるわね」とすずめがシャワーを浴びにいったあと、悠ゆう斗と、亜あ夢む、ひよりの三人は、『ころべぇ』の後片づけにとりかかった。

　一いちノの瀬せ悠斗は、ジャケットを脱いでカウンターに投げ置き、腕まくりをして倒れたテーブルや椅い子すをもとに戻し、病やみ蝦が蟇まに潰されたテーブルを粗大ゴミ置き場へ運び、ルージュの水弾や病蝦蟇の粘液でこれでもかとびちゃびちゃになった床にモップをかけた。亜夢とひよりも、てきぱきと動き回っている。

　どうして自分たちが……、と思いはしたものの、ひよりが、「〝ころべぇ〟は局員みんなの憩いこい場だ」と率先してテーブルをならべはじめ、亜夢も、「あたしたちにできることをしましょう！」とモップを手に動きはじめたため、悠斗も手伝うことにしたのだ。

　落ちていた花瓶や菓子の袋をひろいながら、いろいろ考えた。

　騒ぎの張本人である九く九く命みは、事前にしっかりとテーブルの下に魂こん魄ぱく探査用の魔法陣を設置していた。ひよりにその席を勧めやすくするため、テーブルに安っぽい花瓶まで用意して。

　ひよりの魂内に、いったいなにが残っているのだろう？　彼女自身も、わかっていないようだけど……。

　悠斗は、チラッとひよりに目をむけた。彼女はいま、亜夢といっしょにモップを絞っている。

「霊保の部長さん、魔法陣で桜さくらヶが丘おかさんの魂を探査したあと、どうするつもりだったんでしょう？」

　亜夢が、そんな質問を口にした。

「わたしの魂内に隠れているなにかを探り出し、それを吸いとるつもりだったようだな。あのコメディという鬼き造ぞう人にん間げんがその準備をしていたから、間違いないだろう」

　バケツについたローラーでモップが吸いとった水をきりながら、ひよりがなんでもないことのようにこたえている。

「え～っと、あのぅ、それだったら、とってもらったほうがよかったんじゃないでしょうか？　魂の中に、よくわからないモノがあるなんて、すごく嫌だし……スペードが遺のこしていったモノなんて、すぐにでも……」

「確かに。亜夢くんの言う通りだな。除去とってもらえるなら、それにこしたことはない。だが、下手なとられ方をすれば、わたしの魂が傷ついてしまう。あの鬼造人間は……」

　ひよりが、ふん、と息を吐き出してから、「信用できない」と吐き捨てた。

「だったら、他の人にとってもらう、ということですか？　霊部省の関係者に、魂からなにかをとり除く専門家がいるとか……」

「残念ながら、そんな人物に心当たりはないな」

「だったら……」

「亜あ夢むくん、わたしはクリーナーだ。それなりの覚悟は常にもっている。だから、心配しなくていい」

「ふぇ、ぁ、ぅ、な、なに言ってるんですか。か、覚悟なんて……なんの覚悟を……あたし、嫌です……そんなの……」

　亜夢の声が、急に震えはじめた。想像したくない未来を、ついつい想像してしまったのだろう。

　ひよりが、モップの雑ぞう巾きん側でトンと床を突いた。困ったような顔をしている。

「な、泣かないでくれ。解決策は必ず見つかるはずだ。そのためにいま、サイレンが部長と話してるんだからな」

「はい。そ、そうですよね。必ず……」

　亜夢が、指先で目もとをぬぐった。

「わたしだって、自分の魂をなんだかよくわからないモノに汚けがされたくはない。やれることはすべてやるし、どんなに無様な境遇に陥っても、最後の最後まで足あ掻がき続けるつもりだ。それも、わたしの覚悟だからな」

　ひよりが、涙目で微笑ほほえむ亜夢の肩をポンと叩たたいた。

　ほぼ同時に、

「おまたせぇ～」

　すずめが、赤いショートヘアをさらりと掻かきあげながら、上じよう機き嫌げんで『ころべぇ』に戻ってきた。緑の縦縞シャツと水玉柄のミニスカートが、よく似合っている。

　さらに、

「遊撃隊スカツド、出動です！」

　タイミングよく、ルージュも現れた。

　でも、出動って？

　すかさず表情を引きしめたすずめが、くるりとＵターンをする。

　ルージュは『ころべぇ』に入ってこない。彼女の軍ぐん靴かが打ち鳴らす足音は、とまることなく廊下の先へ進んでいく。

　ひよりが、もっていたモップを放ほうり出し、足早に歩き出した。

　亜夢も、モップを椅い子すに立てかけてちょこちょこと走り出す。

　悠ゆう斗とも、廊下へ飛び出した。

　出動はいい。が、疑問がひとつ。

　ルージュはどうして、合同庁ちよう舎しやの出口とは逆方向へむかっているのだろう？




　ルージュが、足早に廊下を歩きながら説明してくれた。

　九く九く狼ろう経由で霊れい験げん局きよくの上層部へ、そこからさらに上の霊部省へ話を通し、魔ま街がいに入る許可を得たという。

　魔街とは、堕だ正せいした突然変異霊ミユーテストたちが暮らす街であり、霊部省の職員であっても、ごくごく一部の者にしかその存在は知らされていない特別な場所らしい。

「そんな街があったなんて……」とひより。

「ちょ、だったら、ヤバめのミューテストがウジャウジャいるってこと？」とすずめ。

　ふたりとも、初めて知った魔街の存在に驚きを隠せないようだ。

　彼女たちに続いて亜あ夢むも、

「スペードみたいなミューテストが、あ、あっちにも、ここ、こっちにもいる、ってことですよね？」

　苦い薬を無理やり口に押し込まれたかのような顔をしている。

　そんな女の子たちに対し、

「大丈夫です。魔街は、決して危険な場所ではありません。みなさんもご存じの通り、完全に堕おちきって悪霊に成り下がってしまった霊は、除霊以外に救う道がありませんが、魔街にいるミューテストは全員、幸運にも完全に堕ちきらなかった方々ばかりです。ひと口に堕正したとは言っても、後戻りができないところまで堕ちきってしまうには、穢けがれに正常な思考を奪われた時点から、さらに一〇年近くの歳月が必要となりますから」

　ルージュが、歩みをとめることなく説明する。

　ひよりが、すぐさま口を開いた。

「しかし、完全に悪霊化しなかったとはいえ、堕正したという事実は消せないはずだ。そんな連中を集めた街なのに、どうして危険じゃないと言いきれる？」

「魔街のミューテストたちは、霊力を抑え込まれています。ですから、普通の人間となんの違いもない方々ばかりです」

「なるほど、な。しかし、普通の人間レベルであっても、策略をめぐらすことはできるだろう。凶器を手に襲いかかってこられたら、それはそれで厄介だぞ」

「その点は安心してください。魔街の浄化力によって、ほとんどのミューテストたちが常識的な思考をとり戻しています」

「そうあってもらいたいものだな」

　ルージュとひよりの会話に、亜夢が遠慮がちに質問を挟み込んだ。

「浄化って、だいたいどれくらいの期間が必要なんですか？」

「穢れの程度にもよりますが、およそ一五年から三〇年ほどです。霊れい街がいよりもずっと強い浄化力があるので、穢れが消えるのも早いのです」

　ルージュが丁寧にこたえを返した。

「一五年から三〇年ですかぁ。それだけ浄化力が強いなら、ちょっと穢けがれただけの普通霊を大急ぎで助けることもできるんじゃないですか？」

「そうもいかないのです。強すぎる洗剤は、衣服の色まで落とします。それどころか、繊維まで溶かしてしまいかねません。魔ま街がいの浄化力は、普通霊にとっては強すぎるのです」

「んむ～、そうなんですかぁ」

　亜あ夢むが、残念そうに下唇をくにっと曲げた。

　すぐにひよりが、

「ったく、浄化力の強弱がどうであれ、魔街の存在を隠す理由がわからないな？　最前線で悪霊と戦う霊対部員われわれにも秘密にするなんて……」

　ぶつぶつと文句を口にする。

「いままでだって、いろいろ隠してたじゃない。お役所の上のほうって、秘密主義者ばっかみたいだし」

　そんなすずめの言葉をうけ、ひよりが不満げな表情で、先頭をゆくルージュの背に目を投げた。

「サイレンは、魔街の存在を前々から知っていたようだが、どうして我々に教えてくれなかったんだ？　キミも秘密主義者なのか？」

　ルージュが、水色のロングウェーブヘアを払い、肩越しに振りむいた。

「いままでは、魔街の情報を伝える必要がありませんでした。ですが、今回はその必要性を感じましたので、上からの許可をもぎとってきた次第です」

「まぁ、遊撃隊スカツドの隊長だから、ある程度の権限は認められて然しかるべきだと思うが、我々が小隊だということを忘れないでほしいものだな。つまり、互いの信頼関係が確立できていなければ、任務遂行に支障をきたすということだ」

「隠し事はナシということですね。その点は、うちもトリプルと同じ考えです」

「考えが同じなら……」

「では、遅ればせながら、うちが知っていることをこの場で伝えておきましょう」

　ルージュが、くるっと反転したあと、後ろ歩きをしながらニッコリと微笑ほほえんだ。またすぐに、くりっと前にむき直る。

「全国には、みっつの魔街があります。いまむかっているのは第三魔街であり、女性霊のみをうけ入れているところです。

　管理をしているのは、うちにヴァルゴとしてのいろはを教えてくれた大先輩、実年齢四〇〇歳以上のクリスマスローズという女性です。うちが魔街の存在を知ったのも、彼女とのつき合いがあったからこそです。

　うちは〝クロ様〟と呼んでいますが、みなさんは好きに呼んでいいと思います。上下関係にはあまりこだわらない性格の方ですから。彼女の霊力は、すでに神仙格インモータルレベルに至っていますので、煩はん瑣さなことはどうでもいいのでしょう。

　とにかく、クロ様がつくり出した浄化結界を味わってみてください。心が澄み渡るという体験ができるはずです。

　彼女の特技は、それだけではありません」

　ここで言葉をとめ、ルージュがチラッと後ろを歩くひよりに目をむけた。

　亜あ夢むやすずめも、つられてひよりを見る。

　悠ゆう斗とも、「？」とひよりに視線を移した。

　なんだ？　と言いたげに、ひよりが目を細めた。

「彼女は、人の魂を調べ、穢けがれを払う技術にも長たけています」

「ぁ、それって……」

　ひよりが、吐息に溶け込んでしまいそうな声を出した。

　亜夢の表情が、パッと輝いた。

　すずめが、ニッと笑みを浮かべた。

　悠斗も、思わず右拳を握りしめた。

　ルージュが、『遊撃隊スカツド、出動です！』なんて硬い声で言うから、ひよりの魂内に隠されたなにかの件はひとまず横に置いておき、みんなで除霊仕事にむかうものだとばかり思っていた。

　もちろんひよりも、悠斗と同じように考えていたはずだ。

　唇をぎゅっと引きしめたまま、しばらく無言で歩いていたひよりが、

「感謝する」

　ボソッとつぶやいた。




『ころべぇ』を出たあと、服飾店である『ゼネアーティ』と、美容院である『セミファイナル』の前を通り、さらに進み、廊下の角を何度か折れ、進んで進んで、右手の通路、その先に『セミファイナル』の看板が見える十字路を抜け、さらに進んで、今度は左手の通路の先に『ゼネアーティ』の立て看板が見える丁字路を右に曲がり、「はぇ？」と首を傾かしげながらも、悠斗はとにかく前をゆくルージュの背を追った。

　どこをどう歩いているのか、サッパリわからない。

　亜夢が、悠斗の右みぎ袖そでをむきゅっとつかんできた。大きな瞳には、色濃い不安が溶け込んでいる。妹も気づいているのだ。早足で、もう五分以上歩き続けている。合同庁ちよう舎しやの内部は、こんなにひろくないはずだ、と。

　先日、龍りゆうヶが峰みね商店街の一角にある古本屋から第一八霊れい街がいに入ったときのことを思い出す。あのときも、かなりの距離を歩いた。

　悠ゆう斗とは、〝心配ないから〟という気持ちをこめ、亜あ夢むに笑いかけた。

　妹が、すぐに微笑ほほえみを返してくれる。

　歩き続けて、六、七分。からだがあたたまり、肌にじんわりと汗が浮かんできた頃、ようやく先頭のルージュが足をとめた。

　いきどまりだ。天井の照明が、チカチカと不規則に瞬またたいている。光も弱い。

　見ると、汚れて白いペンキがところどころ剥はがれ落ちた壁に、てのひら大のハンドルが五つとりつけられていた。

　胸の高さ、横一列にならんでいる小型ハンドルは、なんのために設置されているのだろう？　アート、には見えないけど……。

　悠斗はそんな疑問を口にすることなく、壁に歩み寄っていくルージュの背を見つめた。

　ひよりとすずめも、不必要な言葉を発することなく、隊長ルージユの動きを見ている。

　亜夢が、つかんでいた悠斗の袖そでを放し、代わりにぴとっと身を寄せてくる。

　ルージュが、いちばん左のハンドルに手を伸ばし、ゆっくりゴリゴリと回しはじめた。

「え～っと。最初が〝四〟で……」

　続けて、隣のハンドルの前に移動して、

「次が、〝九〟っと……」

　ゴリゴリゴリッ、と回す。

　悠斗は、目を凝らした。

　ルージュが回したハンドルの上に、ぼんやりとした光が浮かびあがっている。が、ただそれだけだ。光がなにを意味しているのか、よくわからない。

　亜夢が、そのこたえをくれた。

「あ、数字ですね。四、九、〇ゼロ、そして……」

「なるほど。魔ま街がいへの通路を開く番号というわけか」

「手が込んでるわね」

　ひよりとすずめにも霊視みえているようだ。

　悠斗は、軽く息をついた。

　自分には、壁に浮かびあがった霊的な数字が霊視えない。目に映っているのは、ぼんやりとした光だけ。でも、視みえる仲間がいるからヨシとしておく。できないことは、仲間たちにやってもらえばいい。

　最後のハンドルを回し終え、ルージュが壁から離れた。

「四、九、〇、七、三。ヨクウタウで覚えましたから、これで間違いありません。これで、間違い、ありません。確たる自信がありますので、繰り返しました」

「確たる自信だと？　ヨクウタウって……どうやったら、この数字になるんだ？」

　ひよりが、すかさずツッコミを入れた。

「気分の問題です」

「大丈夫なのか？」

「魔ま街がいへの入界コードは、毎日変更されています。ですから、きょうの番号を上層部から聞き出してきたのです。その際、ヨクウタウで記憶しました」

「ヨクは、四と九だとわかるが、ウタウとはなんだ？　ウがふたつあるのに、〇ゼロと三をつかってるじゃないか。まったく意味がわからない。こういった大事な番号は、きちんとメモをとっておくべきだ」

「細かいですね。神経質な教師のようです」

「だったら、サイレンはできの悪い生徒だな」

「それならトリプルは、才能豊かな生徒の将来を摘みとるダメ教師ですね。ほら、右手をご覧なさい」

　ルージュが指し示した右手の壁が、ゴゴゴゴゴォォと廊下全体を振動させながら変形しはじめ、一〇秒も待つことなく厳いかめしい両開きの扉となった。そして、ガリガリガリィィと重々しい音を響かせながら手前に開いた。扉の奥には、人ひとりが十分に通り抜けられる程度の穴が空いている。四九〇七三ヨクウタウで正解だったようだ。

　ひよりが、暗い穴の奥を覗のぞき込みながら、コホンとわざとらしい咳せき払ばらいをした。

「わたしは、教師になるつもりはない。だから、未来を摘みとられる犠牲者も出ない」

「教師にならなくても、人の親になれば、我が子を教え諭さとさなければならないこともあるのではありませんか？」

「人の親、か……それは、相手がいてこそなれるもので……」

　ここで、ひよりがチラッと悠ゆう斗とに目をむけてきた。が、頬ほおを紅あかくしてすぐにうつむいてしまう。

　どういうわけか、亜あ夢むが悠斗の腕をぎゅっとつかんできた。ちょっと痛い。ジト[image: ][image: ]ッとした目で兄を見あげてくる理由も、いまいちよくわからない。

　すずめが、不ふ機き嫌げんそうな顔のまま、悠斗とひよりの間で視線を往復させている。

　ルージュが、左眉をピクッと痙けい攣れんさせた。ぽやぽやとした水色の瞳には、微かすかな苛いら立だちが見てとれる。

「よ、よし、いこうか！」

　悠斗は、半ば気持ちを逃がすように穴の先を指差した。




　穴の中は暗かった。

　それなのに、前をゆくルージュの姿がよく見えた。隣を歩く亜夢の青っぽいポニーテールも、闇に呑のみ込こまれることなく見えている。

　すぐ後ろを歩くひよりとすずめの姿も、きちんと目で捉えることができた。みんなの息づかいも、足音も、衣きぬ擦ずれの音も聞こえている。靴底にも、確かな地面の固さを感じることができている。

　このまま進めば、魔ま街がいにたどりつけるのだろうか？　あとどれくらい歩くのだろう？　堕だ正せいした突然変異霊ミユーテストばかりの魔街とは、いったいどんなところなのか？

　いろんな疑問が、浮かんでは消えていく。

　周囲が暗いせいだろうか、だれもしゃべらない。みんな、前をゆくルージュを追って黙々と進んでいる。

　悠ゆう斗とは、ふと気づいた。

　前をゆくルージュの両肩が、剥むき出だしになっている。水色のロングウェーブヘアの両脇から、白い肩が……。

　軍服の上着を脱いだのか？　いつの間に？　下に着ていたシャツは、ノースリーブ？　え？　ちょ……。

　ロングウェーブヘアの下、歩みに合わせて揺れている毛先の、さらに下……。

　白く、引きしまった、つるんとしたお尻も見えていた。太ももや、ふくらはぎも。

　全裸っ!?

「ぴっ!?」

「うわっ!?」

「にゃ──っ!?」

　亜あ夢む、ひより、すずめの引きつった声に、悠斗は思わず身を縮めた。

　ルージュだけでなく、亜夢も全裸になっていた。妹だけでなく、ひよりとすずめも。

「やぁ～ん、お兄ちゃん、もうっ！」

　亜夢が、悠斗の右腕にぎゅっと抱きついてきた。下手に離れるよりも、密着したほうが見える部分を減らせると考えたのだろう。

「ここ、こらっ、悠斗っ！　こっちを見るなっ！」

　ひよりが、慌てて両腕で大事な部分を隠した。

　でも、凝視みた。

　小ぶりでも、かたちのいい胸。驚くほど絞り込まれた腰。引きしまり、バランスの整ったからだのライン。見てしまった。しっかりと。

「ゆゆ、悠斗くん、後ろ見ちゃダメッ！　前見て、はいっ、前に前進っ！」

　張り、色つや、かたち、量感、存在感、からだとのバランス、といろんなものを兼ね備えたすずめの胸も、キッチリと視界、及び記憶に収めてしまった。

　悠斗は、巨大な手で頬ほおを張られたかのような勢いで、正面にむき直った。それほどまでに大きな衝撃をうけた。

　ひよりとすずめの赤い顔が、残像となって目の前で瞬またたいた。

　視線を戻した先では、お尻を隠すように両手を後ろにもってきたルージュが、ペースを崩すことなく歩き続けている。

「言い忘れていましたが、魔ま街がいへ入る際、その門前空間フロントで肉体以外の物質が霊粒子に分解されたあと、穢けがれを払ってから霊的なモノに再構成されます。なんの害もありませんので、驚かないでください」

「サイレンっ、そそ、そういうことは先に言えっ！」

　ひよりが、裏返った声で文句を言った。

「ったく、また悠ゆう斗とくんに見られちゃったじゃない。ま、悠斗くんになら……」

　べつにいいけど、というすずめの声は、かろうじて聞きとれるほど小さかった。

　亜あ夢むが、ひんやりとした目をむけてくる。ジ─────ッと。視線は冷たいのに、顔を炙あぶられているかのような心地になってくるから不思議だ。

　ここで、悠斗はふと気になった。

　物質が霊子に分解されてしまうのなら、どうして自分の服にはなんの変化もないのだろう？　ジャケットも、ズボンも、靴も、そのままだ。

「オレの服は？」

　という悠斗の質問に、ルージュが歩きながらふり返った。その際、ぷるんと揺れた胸の先端がチラ見えしたけど……、見えなかったフリをしておく。















「おそらく、悠ゆう斗とさんの能力が浄化空間と同種のものだからでしょう。悠斗さんのからだと接触しているため、分解されなかったものと思われます。穢けがれを弾はじくモノは、周囲にある程度の影響力を及ぼしますから。ですから、おそらくトリプルと南なん條じようさんの霊れい具ぐも消えていないはずです」

　ひよりの【徒桜あだざくら】とすずめの【鵺震ぬえなり】は、ちゃんとあったっけ？　と思わずふり返ってしまい、

「こらこらっ！」

「前前っ！」

　ふたりのにらみに加え、亜あ夢むからも、むぎゅぎゅ[image: ][image: ][image: ]っと腕を絞られた。

　弾かれるように顔を戻す。

　一瞬だけ見えた。確かに、ひよりの左足ふとももには革製のホルダーが巻かれ、その中に【徒桜】が収まっていた。ホルダーは霊具じゃないはずだが、【徒桜】と接触しているため分解されなかったのだろう。

　すずめの右手にも、きちんと【鵺震】がはまっていた。

　ここでまた、ふと疑問が湧いてきた。

「亜夢とルージュは、ヴァルゴだろ？　穢れをうけつけないのに、どうして服が消えるんだ？」

「あ、そう言えば……」

　亜夢が、悠斗の右腕に頬ほおを押しつけるようにしてつぶやいた。

　ふわっと水色のロングウェーブヘアが躍おどった、と思った直後、くるっと身を翻ひるがえしたルージュが、するするっとすべるように悠斗の左腕に抱きついてきた。

　瞬またたく間まだったものの、彼女の豊かな胸やくびれた腰のラインが、しっかりと目に焼きついた。心臓が縮んで、歪ゆがんで、転がって、苦しくなってくる。

「ヴァルゴは、穢れをとり込まないだけで、弾はじき飛とばしたり、消し去ったりするわけではありません。うちや亜夢さんの霊体からだに浄化力は備わっていないのです。あくまでも霊体なのですから。そのため、以前にもお伝えしましたが、普通の人間はうちらと長時間接触していれば具合が悪くなってしまいます。ふふ、悠斗さんはべつですが」

「ササ、サイレンっ！　一糸まとわぬ姿で、そ、そんなこと……破は廉れん恥ち極まりないぞっ！」

「いちゃついてないで、大至急出口まで案内してくださぁ～い！」

　ひよりとすずめが、口々に大きな声を出す。

　亜夢が、ジト[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッとした目のまま、無言でギリギリギリリィィと右腕をしめつけてくる。痛いというか、怖いというか……。




　女の子たちの服がもとに戻った、と思ったそのとき、前方から差し込んできた光が、やんわりと周囲にひろがった。

　濁にごりのない土と臭みのない草の匂い。そして、やさしい空気に包まれた。

「つきましたよ」

　ルージュが、笑顔で前方を指し示した。

　二〇メートルほど先で、大勢の少女たちが身を寄せ合っていた。五〇名ほどはいるだろうか。色や柄は様々だが、みんな一ひと重えの着物姿だから華やいで見える。

　お出迎え？

　彼女たちの左右に、身長の五倍以上はあろうかという太い石柱が一本ずつ立っていた。一〇メートルほどの間隔があり、まるで門柱のように見えるものの、門扉や壁はない。

　集まっている少女たちを警戒する様子もなく、ルージュがどんどん歩いていくから、悠ゆう斗とも彼女についていく。亜あ夢む、ひより、すずめの三人も、歩調をゆるめることなく進む。

　歩きながら、それとなく周りを見回した。

　左右と後方は、先を見通すことができないほどの深い森だった。木々の枝葉も、それにからみつく蔓つる草くさも、地面を埋うめ尽くしている落ち葉も、過去に一度たりとも人の往来を許したことがないのだろう。すべてが芸術的なまでに手をつなぎ、人跡未踏の空間をつくりあげている。

　ルージュが、左右の森を指し示すように軽く両手をひろげた。

「この森は〝永久とこしえの森〟といって、魔ま街がいを包み込むようにひろがっています。霊が迷い込めば、乱れた磁界によって永久に彷徨さまようことになってしまいますので、別名〝迷いの森〟とも呼ばれています」

　現地ガイドのような口調で、説明してくれた。

「こ、怖いですね」

　亜夢が、胸の前で両の拳をくっつけ、悠斗に身を寄せてくる。

　悠斗たちが通ってきた道は、もうどこにも見あたらない。

　気持ちをしめ直し、自分にくっつくようにして歩いている亜夢に意識を配りながら、悠斗は少女たちの集団に目を戻した。

　最前列の中央付近にひとり、着物の胸もとを開はだけ、腕を組んで偉そうにしている灰色がかった短髪の少女がいる。すらりとした細身の彼女は、一見して同い年くらいに見えるが、霊の年齢を外見で判断するのは愚かなことだから……。

　彼女が、ルージュの言っていたクリスマスローズだろうか？　実年齢四〇〇歳以上であり、神仙格インモータルの霊力をもつという上位精霊ヴアルゴだから、きっとひよりの助けになってくれることだろう。

　短髪少女は、見るからに気難しそうな顔をしている。眉根にシワを寄せ、こちらを凝ぎよう視ししたまま動かない。

　悠ゆう斗とは思わず、視線を横に逃がした。目を合わせてはいけないような気がしたからだ。

　そこでふと、短髪少女の隣に立つ子が気になった。

　体の線が細く、背も低い。一見して一〇歳前後に見えるけど……。薄茶色の髪は、毛先が腰まで届いている。顔の両脇に垂らした髪を細く編み込んでいるところが、幼さを強調しているように思えた。着物の柄も、子どもっぽいヒマワリだ。赤い、なにかを背負っている。近づくにつれ、ランドセルであることがわかった。

　ヒマワリ柄の着物とランドセル、というちぐはぐな組み合わせが、女の子たちの中で奇妙な存在感を放っている。

　ルージュが、やんわりと両手をひろげ、

「クロ様、お久しぶりです」

　短髪少女に近づいていく。

　やはり、彼女がクリスマスローズのようだ。と、悠斗はランドセル少女から短髪少女に目を移した。が、

「みゃ～、ルーちゃん、お久しぶりぃ～」

　ぴょんと一歩進んでルージュと抱き合ったのは、ランドセル少女のほうだった。短髪少女は、その近くで相変わらず眉み間けんにシワを寄せ、腕を組んだままだ。

　ルージュとランドセル少女、クリスマスローズの身長差がありすぎて……、豊かな胸に小さな顔を埋うずめているようにしか見えない。というか、埋うまってる。なんだか息苦しさを覚える抱擁あいさつだ。

　ルージュが、クリスマスローズとの挨拶をすませたあと、からだを離して他の少女たちに顔をむけた。

「みなさんも、お久しぶりです」

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「お久しぶりぃ[image: ][image: ][image: ]」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　明るい声と笑顔が、どかどかっと返ってきた。

　そんな中、悠斗がクリスマスローズだと間違えた不ふ機き嫌げんそうな短髪少女だけが、不機嫌そうな顔のまま腕組みを解とくことなく、ルージュをにらんでいた。〝不機嫌そう〟な表情が、彼女の素すなのかもしれない。

　クリスマスローズが、悠斗たちにむき直った。

　琥こ珀はく色いろの瞳が、〝遊ぼうよっ！　〟とでも言っているかのように、キラキラキラッと輝いている。亜あ夢むよりさらに背が低く、顔も小学生にしか見えないから、思わず無む邪じや気きな子犬を連想してしまう。真っ赤なランドセルを背負った子犬だ。

　そんな彼女が、悠斗に顔を寄せてきた。

「みゃ～、あなたの霊装アーマー、かなり変わってるわね。霊脊バツクボーンも、霊髄エツセンスまで……みゅ～、魔ま街がいでは、おとなしくしててね」

「え？　あ、はい。おとなしく、してます」

　なにを言われているのかわからないけど……、ひよりの魂内にある不純物なにかをとり除いてもらわないといけないため、悠ゆう斗とは考えるよりも先にうなずいた。

「みゃ～、魔う街ちの子たちとも仲よくしてね」

　クリスマスローズが言った途と端たん、

「よろしくねっ」「初めましてぇ～」「どんなタイプの子が好みなんですか？」「ちょっとだけ、からだに触ってもいい？」「握手してください！」「ずっと前から好きでしたっ！」「いきなりかいっ！」「愛してますっ！」「早っ!?」「子ども、何人くらい欲しい？」「家族計画始動っ!?」「きゃ～、腕の筋肉すごぉ～い！」「わ、わたしにも触らせてっ！」

　少女たちが、わらわらと悠斗に群がってきた。

　近くにいたひよりとすずめが、どんっ、と突き飛ばされるのを横目で見ながら、悠斗はどんな態度で接すればいいのかわからないまま、

「えっと、は、初めまして……ハハ、ハ」

　とにかく唇の両端を上に引っ張った。

　少女たちが、ぺたぺたと悠斗のからだを触りはじめるから、なんだかくすぐったい。

　ここは、逃げるべきか。それとも、踏みとどまるべきか。あるいは、助けを求めるべきなのか。

　首を巡らせると、ひよりの冷え冷えとした瞳を見つけた。すずめの呆あきれたような、それでいて怒っているような目も。ルージュが、やれやれといった表情で苦笑いを浮かべている。嬉うれしそうに目を細めているのは、クリスマスローズだけ。そんな彼女の後ろにいる数人は、悠斗に寄ってこなかった突然変異霊ミユーテストの少女たちだ。その中に、眉み間けんにシワを寄せた子もいた。

　亜あ夢む、は…………？

　あれ、妹はどこに？

「お兄ちゃん、あっちにいこぅ」

　奇き襲しゆうとしか思えない声は、右後方からだった。

　亜夢はすぐ後ろにいた。群がってきた少女たちに押しやられることなく、悠斗の右腕をしっかりとつかんでいる。

「お？　あ、そそ、そうだな……」

　ぐいっ、と亜夢に右手を引かれた。

　妹はいま、どこか遠い目になっている。その顔に怒りの色はない。ないのに……。

　悠斗をとり囲んでいた少女たちが、ハッとした表情で身を引いた。

　亜夢にぐいぐい手を引かれるまま、一〇歩ほど移動した。少女たちは、だれひとり追ってこない。

「あの子、ヴァルゴでしょ？」「うん、クロ様がそう言ってた」「さすがね、霊波オーラが違うわ」「近づくな霊波、全開じゃない？」「ふっ、負けたわ。霊格の違いを見せつけられたって感じね」「あんな霊波出されたら、わたしらお手上げだわ」「くやしぃ[image: ][image: ][image: ]」

　突然変異霊ミユーテストの少女たちが、コソコソと話し合っている声が聞こえてくる。

　亜あ夢むが、悠ゆう斗との右腕にきゅっとしがみついてきた。感情の読めない瞳のまま、無言で。

　つき合いの長い兄だからこそ、わかった。

　妹はいま、かなり怒ってる。爆発する半歩手前、といったところだろうか。

　こんなときは、そっとしておくに限る。












第三章　〈皇魔の卵〉のカケラ




　クリスマスローズに手招きされ、悠ゆう斗とたちは巨大な柱の間を通って第三魔ま街がいに入った。

　柱は、門柱の役目を果たしているとルージュが教えてくれた。クリスマスローズがつくり出してる浄化結界、その唯一の出入口なのだという。穢けがれていない者ならば出入りは自由だが、魂にわずかでもシミがあれば、結界制作者の許可がない限り出入りはできないらしい。

　結界の中には、道幅二〇メートルほどの通りに沿って、凹おう凸とつのない木造の平屋がズラリと建ちならんでいた。漆しつ喰くいの壁が、はるか彼方かなたまで続いている。果てが見えない。

　クリスマスローズを先頭に、悠斗たちが固まって歩き、その後ろから突然変異霊ミユーテストの少女たちがゾロゾロとついてくる。

「ひろいな」

　歩きながら、ひよりが驚きとも呆あきれともつかない息をもらした。

「どこまで続いてんのよ、これ」

　すずめも、似たり寄ったりの表情だ。

「合わせ鏡の中みたい」

　亜あ夢むが、ぽつりとつぶやいた。妹の怒りには持続力がない。魔街に入ってすぐ、いつもの状態に戻っている。

　そんな亜夢の言う通り、合わせ鏡の中に封じ込められてしまったかのような街並みだな、と悠斗は思った。果てが見えない。後方にあるはずの門柱も、いつの間にか消えている。

　後ろからついてくる突然変異霊の少女たちにチラッと目をむけたあと、ルージュが小声で言った。

「この第三魔街は、堕だ正せいしたミューテストから穢れをとり除くための結界であると同時に、彼女たちを閉じ込めておく牢ろう獄ごくの役割も果たしています。ですが、それなりの霊力があり、ある程度のコツをつかみさえすれば、行き来に不便を感じることはないはずです」

　ひよりが、延々と続く漆喰の壁を眺めながら、ふっ、と軽く息を吐き出した。

「何事もコツをつかむまでには、それ相応に時間がかかるものだ。コツとは、そもそも骨のことであり、物事の基礎となる重要極まりないモノという意味なんだぞ」

「ニョロりってば、固いことばっか言ってないで、初めての魔街を楽しんだら？　わたしたちはここに長居するつもりなんてないから、コツをつかむ必要はないでしょ」

「あのミューテストたちは、悪霊化してたんだぞ？　そんな連中がゴロゴロいるのに、楽しめるわけがないだろう」

「トリプルが、いまなお思い違いをしているようなので、きちんと言っておきますが……後ろの方々は、悪霊化した経験はあっても、現在はほぼ穢れが抜けた状態です。害はない、と考えていいでしょう。まだまだ強い穢けがれを残している方々は、クロ様が〝危険はない〟と判断なさるまで隔かく離りされています」

「そうですね。あたしも、あの人たちを怖いとは思いません」

　亜あ夢むが、大きな瞳いっぱいに笑みをひろげた。

　ルージュの目もとにも、微笑ほほえみが浮かんでいる。

　上位精霊ヴアルゴであるふたりがそう言うなら、と悠ゆう斗とは気持ちをゆるめた。

　すずめが、ひよりの腕にコツンと拳をぶつけている。〝気を張りすぎよ〟と言いたいのだろう。

　ふん、とひよりが苦々しそうな顔で息をついたそのとき、

「みゃ～、ちょっとルーちゃん、こっちきて」

　前を歩いていたクリスマスローズがいきなり振りむき、ルージュの手首をつかんだ。そして、彼女を右手の家の中へ引っ張り込む。

　バタン、と閉じたドアを見つめること数秒。…………………………なにも起こらない。

「なんだ？」

　ひよりが、悠斗やすずめに顔をむけ、ぴょこっと両眉をあげた。

「なんでしょうね？」

　亜夢が、ちょこんと首を傾かしげた。青みがかったポニーテールも、ちょこん。

　背後から、キィィ、とドアの軋きしむ音が聞こえたと思いきや、

「みゃ──っ！　こっちだよぉ！」

　クリスマスローズの声が聞こえた。

「「「きゃっ！」」」

　亜夢、ひより、すずめの悲鳴が重なった。

　悠斗も、ビクッと身を縮めながらふり返った。

　入っていった家ではなく、通りを挟んだむかいの家から、クリスマスローズとルージュが姿を現した。瞬間移動？

「みゃ～、びっくりした？　びっくりした？」

　イタズラを成功させた子どものように、クリスマスローズの瞳が得意げに輝いている。両腕をブンブン上下させているところなど、本当に子どものようだ。そんな彼女の後ろで、ルージュは相変わらずぽやぽや微笑んでいるだけ。

「結界内の移動を自在に行うとは……」

「さすがインモータルのヴァルゴ、といったところかしらね」

　ひよりとすずめが、驚きの表情をならべている。

「すごいです！」

　亜夢がひとりだけ、パチパチパチッと手を打ち鳴らす。

　悠ゆう斗とも、妹につられるようにして拍手した。

　ひよりとすずめも、続いてパチパチパチッ。

「それじゃ、今度はねぇ～」

　ランドセルをガチャガチャいわせながらからだを揺すっていたクリスマスローズが、ルージュの手を引いて、開けたままにしていたドアのむこうへ再び姿を消した。

　悠斗は、女の子たちと顔を見合わせた。瞬間移動遊び、続けるの？

　ひより、すずめ、亜あ夢むの三人が、それぞれの顔と、クリスマスローズとルージュが入っていったドアを見たあと、周りに視線を移した。

　今度は、どのドアから出てくるのだろう？

　少し離れた場所から、突然変異霊ミユーテストの少女たちがこちらの様子を窺うかがっている。その中には、短髪少女の顔もあった。相変わらず不ふ機き嫌げんそうだ。

「出てこないな」

　ひよりが、通りの先を眺めながら、ボソッとつぶやいた。

「出てこないわね」

　すずめが、身を寄せ合っている少女たちへ目をむけながら言った。

「出てきませんね」

　亜夢が、辺りを見回しながらも、そろそろと悠斗にからだをくっつけてくる。

　突如、ザッ、とひよりが右足を引き、歩幅をひろげて身構えた。

　ジャキ──ン、とすずめが右手の袖そで口ぐちから警棒状の【鵺震ぬえなり】を出した。

「っ!?」

　悠斗は息を呑のんだ。気づいたときにはもう、すぐ近くまで突然変異霊の少女たちが近づいてきていた。

　細い腕を組んだまま、短髪少女が眉み間けんにシワを寄せてひよりをにらんでいる。その隣にいた少女が、サッと胸の前で両手をひろげた。

「驚かせてすみません。争うつもりはないんです。ただ……」

「ただ、なんだ？」

　ひよりが、軽く握った拳を油断なく顔の前にあげ、少女の言葉を待つ。あと一歩でも近づいてきたら攻撃する、とでも言わんばかりの鋭気は、わずかもゆるまない。

　少女が、とうとつにペコッと頭を下げた。黄緑色のロングヘアが、背から体の前へさらさらとすべり落ちていく。格こう子し縞じまの着物とロングヘアが、意外にも合っている。

「タンポポっていいます。あの、その、おしゃべり、しませんか？」

「は？」

　ひよりが、ほんのわずかに拳を下げた。タンポポと名のった少女が何語を話しているのかわからない、といった表情だ。

　代わりに、【鵺震ぬえなり】を握ったままのすずめがこたえる。

「なにを話したいのかしら？」

「えっと、なんでもいいんです。わたしたち、外界との接点がないんです。だから、どんな話でも聞きたいなって、思ってて。ここ、娯楽のようなものがほとんどなくて……活動写真も、活字本も、なにも……」

　活動写真って、確か映画の旧称で……。活字本という呼び方ひとつとっても、タンポポの実年齢が、悠ゆう斗とたちよりずっと上であろうことが想像できる。

　同い年くらいにしか見えないが、やはり霊の年齢を外見だけで判断するのは難しい。

　祈るようにアゴの下で手を握り合わせたタンポポが、ひよりに濁にごりのない瞳をむける。瞳どう孔こうだけがうっすらと紅あかい。そんな赤みが、奇妙な愛らしさをもって悠斗たちにまとわりついてくる。

「わたしは、キミたちと馴なれ合あうつもりはない」

　ひよりが、冷たく言いきった。

　タンポポの紅い瞳が、微かすかにゆれた。

　瞬間、彼女の隣に立つ短髪少女の目から、刺とげ々とげしい光がこぼれ出た……、ような気がした。が、不ふ機き嫌げんそうな表情は、なにも変わらない。組んだ腕も動かさない。

　悠斗は、タンポポや短髪少女をはじめ、集まっている突然変異霊ミユーテストの少女たちへ、不ぶ躾しつけにならない程度に視線をむけた。

　みんな、瞳孔に微かな赤みを帯びている。きっと、悪霊化した名な残ごりなのだろう。狂霊種バーサーカーになりかけていたスペードの目は、眼球そのものがさらにどぎつい赤だった。

　全員きれいな目をしていた。可愛かわいい系、美人系といろんなタイプがいるものの、悪霊化したことがあるとは思えない澄んだ瞳だ。眉み間けんのシワを決して消さない短髪少女でさえ、瞳そのものはきれいだと悠斗は思った。

　本当に穢けがれが抜けきれていないのだろうか？　第三魔ま街がいの住み心地がいいから、ここを出ないだけかも。仲間といっしょにいたほうが、やっぱり楽しいし。

『現在はほぼ穢れが抜けた状態です。害はない、と考えていいでしょう』というルージュの言葉を思い出す。

　すずめが、右の眉だけをひょいとあげた。手にしていたはずの【鵺震】が、いつの間にか消えている。

「まぁ、おしゃべりくらいなら、べつにいいんじゃないかしら。ここの霊たちは、つらい状況から魂懸かけてがんばって、いまの状態まで回復してんだから。それにこたえてあげるのも、クリーナーの務めだと思うわ」

「クリーナーの仕事は、あくまでも除霊だ。霊を滅することで、苦界から理ことわりの流れの中へ送ってやることこそ、わたしの役目だと信じてる」

「ほんと、ニョロりって、頭でクギ打てるんじゃない？」

「ふん、考え方の固さと、頭そのものの硬さをいっしょにするな」

「あ、あのっ、あたし、応援しますっ！」

　亜あ夢むが珍しく、ひよりとすずめの会話を押おし退のけるようにして、声を大きくした。

　短髪少女の眉み間けんに寄っていたシワが、ふっと消えた。タンポポの目が大きくなった。他の少女たちも、驚いたような顔をしている。

　亜夢が、さらに続けた。

「あ、あたし、れ、霊に成り立てほやほやですけど、いつか、きっと、人間に戻ろうって思ってます。だ、だから、がんばろうって決めてるんです。がんばれば絶対、いろんなことがかなうって、信じてますから」

　少女たちは、なんの言葉も返してくれない。ただ、互いに顔を見合わせているだけだ。

　彼女たちは、亜夢が上位精霊ヴアルゴだと知っている。だから内心では、別格の霊力をもつ穢けがれ知らずの霊と自分たちは違う、と思っているはずだ。

　亜夢と突然変異霊ミユーテストたちの立場は、似ているようで大きく違う。

　無言の時間が、五秒ほど続いた。

　微妙な空気を払いのけてくれたのは、タンポポだった。

「クロ様なら、人間に戻る力をもってますよ。なんといっても、インモータルの霊力をおもちの方ですから」

「クリスマスローズさんって、人間に戻れるほどの力があるんですかっ!?」と亜夢がこれでもかと目を見開いた。

「初耳だぞ！」ひよりも話に食いついた。

「インモータルって、なんでもアリね」すずめが、感心したようにうなずいた。

　悠ゆう斗とは、すかさず会話に飛び込んだ。

「だったら、どうして人間に戻らないのかな？」

「戻ってどうする？」

　ボソッと言ったのは、短髪少女だった。

　この場で顔を寄せ合っていた全員の視線が、彼女に集まった。

「ミッシャ……」

　タンポポが、短髪少女、ミッシャに非難まじりの目をむけた。

　そんな視線にこたえることなく、ミッシャは不ふ機き嫌げんそうな顔のまま言葉を続けた。

「なんでもアリじゃない。インモータルでも、過去には戻れないし、自分以外の霊を人間に戻してやることはできない。他にも、できないことがたくさんある。インモータルなんて、しょせん神のナリソコナイだ」

　悠斗は、なんの言葉も口にしなかった。ひよりたちも、唇を結んだまま黙ってる。

　ただひとり、タンポポだけがキッと眉を逆立てた。

「ミッシャ。ナリソコナイなんてひどい言葉をつかっちゃダメよ。わたしたち、クロ様に助けてもらわなかったらどうなってたか、あなたにもわかってるでしょ」

「ぼくは事実を言っただけだ」

「それ以上、聞きたくないわ！」

「事実から目を背けるな」

「ミッシャ！」

　タンポポがミッシャにつかみかかろうとしたそのとき、近くのドアが、バ──ン！　と開いた。

「みゃ[image: ][image: ][image: ]っ！　ここでしたぁ！」

　出てきたのは、クリスマスローズだ。彼女の後ろから、どこか疲れたような笑みを浮かべたルージュも歩み出てくる。

「焦じらし作戦、大成功？　大成功？」

　大はしゃぎしているクリスマスローズを前にして、タンポポがとっさに、何事もなかったかのように微笑ほほえんだ。

　一方のミッシャは、「焦らし作戦って、だれひとり焦れてなかったぞ」と冷たいツッコミを口にしている。

　悠ゆう斗とは思った。ミッシャは、第三魔ま街がいの主を畏おそれてはいないのだろうか？　それとも、この魔街では少々の無礼なら許されるのか？　クリスマスローズがなめられてる？　いや、逆に愛されているのかも。

　ミッシャ以外の突然変異霊ミユーテストたちは、ただただきれいな顔でニコニコしているばかりだ。




　突然変異霊の少女たちは、クリスマスローズの部屋の前で解散し、各おの々おのが魔街のあちこちへ歩き去った。ミッシャは、不ふ機き嫌げんそうな顔のままで。タンポポは、控えめな笑みを浮かべて。

　クリスマスローズの部屋は、延々と続く平屋の途中にあった。他の部屋との違いがなにもない。扉には番号も書かれていないため、他の霊たちが間違えて入ってこないのだろうか、と悠斗は心配になった。

　だが、亜あ夢むやルージュにとっては、特別な部屋だったようだ。

「うわぁ、気持ちのいいお部屋ですね」

「長い年月をかけて、クロ様の霊気がたっぷりと染み込んでいますから、人間界産の最高級除霊石の数倍は効能があるはずです」

　ひよりとすずめにも、違いがわかるらしい。

「ふむ。稀まれに見る破格霊域だな。霊れい街がいとはまったく質が違う」

「ほんとね。霊れい街がいって、入ったらしばらく視力を奪われるけど、ここは、やさしいわね」

　部屋のよさがわからないのは、悠ゆう斗とだけ。ちょっと寂しい。

　床に腰を下ろしたまま、悠斗は部屋の中を見回した。幅、およそ五メートル。奥行き、八メートルほど。正方形の窓が奥の壁にひとつ。窓の外に見えるのは、うっそうと茂った森。ほぼ間違いなく、森の手前には結けつ界かい壁へきがあるのだろう。

　部屋の中には、これといった家具がひとつもない。椅い子すもテーブルも戸と棚だなもベッドも、なにもない。こけしのような木彫りの人形が、壁際にいくつかならんでいるだけだ。

　霊に食事は必要ない。睡眠も必要ない。だから、冷蔵庫も台所も食器類も枕も毛布も、その他、人間にとっての生活必需品は、すべて必要ないのだろう。疲れ知らずだから、椅子のようなくつろぐための道具や、その場所さえも。

　それでも、楽しむことを忘れてはいけないような気がした。からだが疲れなくても、心は違うだろ、とそう思うからだ。

　タンポポは、悠斗たちとの会話を望んでいた。ミッシャはどうかわからないが、他の少女たちも、話を聞きたがっていたように見えた。突然変異霊ミユーテストたちは、明らかに楽しさを求めていた。

　そのことが気になった。生きている人間の感覚で魔ま街がいを見ても、捉えきれない部分がたくさんあるだろうけど……。

「ひよりんの魂内にあるのは、〈皇こう魔まの卵〉のカケラみたいね」

　クリスマスローズの声で、悠斗はたゆたっていた思考を引き戻した。

　この部屋へくるまでに、自己紹介は終わらせている。その直後から、クリスマスローズは昔むかし馴な染じみが訪ねてきてくれたかのように、ざっくばらんな態度で接してくれた。呼び方も、すでに友だちモードだ。

　悠斗の近くに、亜あ夢む、ひより、すずめ、ルージュの四人も、スカートを押さえて床に直接座っている。対面で、ランドセルを背負ったまま両足を投げ出すようにして腰を下ろしているのは、クリスマスローズだ。

「まさか、〈皇魔の卵〉だなんて……」

　ルージュが、口に手を当てた。目もとから、ぽやぽやが消し飛んでいる。

「みゃ～、言ったでしょ。カケラよ、カ、ケ、ラ。そんなに心配することじゃないわ。除去に失敗しても、魂がちょっぴり傷つくだけだから」

「魂が傷つけば、彼女はもう、彼女ではなくなります。魂量りようの足りない、抜け殻になるなんて……」

「そうならないよう、やれることをやるんじゃない」

「知識不足で申し訳ないが、その〈皇魔の卵〉というのは、具体的になんの卵なんだ？　悪霊が群れ集ってきたのも、その卵のせいなんだろ？」

　焦じれったくなったのだろう。ひよりが口を開いた。彼女だからこそできる質問だ。

　悠ゆう斗とは、怖くてできなかった。自分が訊きいて、もし、万が一、ひよりを絶望させるようなこたえが返ってきたらと思うと……。

　口を閉じたままの亜あ夢むとすずめも、きっと同じ気持ちだったに違いない。

　クリスマスローズが、心の中すべてを見透かしているような琥こ珀はく色いろの瞳で、ひよりを見つめた。

　ひよりは、神仙格インモータルの上位精霊ヴアルゴから目をそらすことなく、その圧力しせんをうけとめている。

　クリスマスローズの小さな唇が、動いた。

「みゃ～、〈皇こう魔まの卵〉ってのは、厳密には卵じゃないわ。魔帝格タイラントの魔ま神じんを生み出すために必要な、高濃度の霊力塊だと考えて。みゅ～、悪霊にとっては、まさにご馳ち走そうよ」

「タイラントって？」

　すずめが、ぽんと質問を放ほうる。

「みゃ～、街角で出会いました、と想像しただけで、みゅ～、ジ・エンド。下手に怒らせたら、町内どころか、市内全域が消し飛びます。逃げることはできません、ってレベルの魔神を指すときにつかう言葉よ」

「〈皇魔の卵〉とは、そこまでの魔神を生み出すのか？　カケラとはいえ、スペードのヤツはどこから……」

　ギリッ、と歯は噛がみするひよりに、ルージュがやさしい目をむけた。

「スペードは、神出鬼没の邪じや悪あくなミューテストでしたから、うちらには想像もできない、彼なりのルートから入手したのでしょう。奪いとったのか、取引をしたのか、あるいは、自身の手で精製したのか……」

「九く九く命みのヤツも、たとえカケラとはいえ、〈皇魔の卵〉なんて物騒なモノを手に入れてなにをするつもりなんだ？　霊保の仕事だから、という理由とはとても思えない」

「いまは、あれこれ考えても仕方ないわよ」

　すずめに続いて、

「そ、その、〈皇魔の卵〉って、カケラなんですよね？　あたし、なんでもお手伝いします。サインで、ジュッて消せませんか？」

　亜夢が、表情にググッと力を入れた。

　妹の質問にこたえたのは、ルージュだった。

「サインで〈皇魔の卵〉を消し去ることは、あと一〇年もすれば可能になるかもしれません。ですが、現段階では残念ながら浄化力がかなり不足しています。それに、トリプルの魂内を精密に探る能力も必要になってきますから……」

「あたしじゃ、まだまだ力不足ってことですね……」

　亜夢が、しゅんと肩を落とした。

「みゃ～、だから、ルージュがわたしんところに連れてきたんじゃない。まかせて。なんとかするから。なんとかならないときは、みゅ～、魔こ街こで三〇年ほど暮らすか、修しゆ羅ら道どうに入るか、ふたつにひとつね」

　クリスマスローズが、琥こ珀はく色いろの瞳をキラキラさせながらひよりに顔をむけた。

　彼女がどうして目を輝かせているのか、理由は不明だが……、悠ゆう斗とは気になることを訊きいてみた。

「魔ま街がいで暮らすってことは、ここで〈皇こう魔まの卵〉ってヤツを浄化するってことでしょ？　でも、修羅道に入るって、どういう意味ですか？　なんとなく、想像はできるけど……」

　ひより、すずめ、亜あ夢むの三人が、クリスマスローズに真剣な目をむけた。ルージュだけが、どこかつらそうに目を伏せてる。

　クリスマスローズが、「みゃ～、言葉まんまの意味よ」と、教えてくれた。

「たとえカケラであっても、魂に〈皇魔の卵〉なんかくっつけてたら悪霊がウジャウジャ寄ってくるわ。それも、絶え間なくね。みゅ～、寝る暇どころか、ちょっとひと休み、なんて時間もなくなるわよ？　結界の中で生活してれば問題ないけど……外に出たら、またすぐにウジャウジャやってくるから、みょ～、とにかくずぅ[image: ][image: ][image: ]っと除霊し続けなきゃなんないってわけ。まさに修羅道でしょ？」

　ルージュが言葉を継いだ。

「もちろん、お勧めできない選択肢です。〈皇魔の卵〉は、たとえひとつまみのカケラであっても、人の魂に甚大な悪影響を及ぼします。恐怖や嫉妬、憎悪など負の感情に反応し、どんどん肥ひ大だいした挙げ句、最終的にはその人間を魔の領域に閉じ込め、魔ま神じんならぬ魔人へと変へん貌ぼうさせてしまうでしょう」

「みゃ～、そういうワケだから、がんばりましょ」

　軽い調子で、クリスマスローズがポンと手を叩たたいた。




〈皇魔の卵〉のカケラを魂内からとり覗のぞくためには、それなりのリスクをともなう。だが、このまま放置すれば、破滅にむかって歩みを進めるだけ。

　魔街に三〇年ほど身を置けば、カケラは自然に消滅してしまう。その際、危険はほとんどない。支払うのは〝三〇年〟という年月じかんのみ。

　そんな説明をうけ、ひよりが選んだ道は……。

「どうか、できるだけ早く、わたしの魂を清めてほしい」

　というものだった。

　彼女は迷う素振りを見せることもなく、背筋をのばして正座したあと、クリスマスローズにむかって深々と頭を下げた。

　艶つややかなロングヘアがひよりの背からすべり落ち、ハラハラと床に落ちてひろがる様に、悠ゆう斗とはある種の美を感じた。心と体を正し、すべてをうけ入れると決意した者の美しさを、桜さくらヶが丘おかひよりという女の子は確かにもっている。そう思った。

「みゃ～、なかなか腹が据わってるわね。みゅ～、それじゃ、わたしの言うことをなんでも聞いてもらいましょうか」

「なんでも言ってくれ」

「みゃ～、う～、その前にねぇ[image: ][image: ][image: ]」

　クリスマスローズが、ルージュにチラッと目をむけた。続けて、亜あ夢むにもチラッ。

　なんだ？　と悠斗が思ったそのとき、

「うふふふふふふ」

　不意に、ルージュが笑い出した。

「ぷぷぷっ」

　亜夢も噴き出している。

　どうして笑ってるんだ？

　悠斗は、ルージュと亜夢へ交互に目をむけた。

　ひよりとすずめも、「？」といった顔だ。

　床に座ったままの姿勢で、ルージュが右手を壁にむかって突き出した。と思った次の瞬間、ドバババババババッ！　と激しい水弾を放ち、ドガガガガガガッ！　と漆しつ喰くいの壁に直径一メートルほどの歪いびつな穴を開けた。

「なっ、サイレン、なにをしてる!?」

　ひよりの驚きにはお構いなしに、亜夢がひょいと身軽に立ちあがり、スカートをひらひらさせながら愛らしいスキップをはじめ、さらにはスカートをひろげてくるくるっと可愛かわいらしいターンまで披ひ露ろうしたあと、

「え～いっ！」

　元気なかけ声とともに、ルージュが開けた穴の近くに両手を押し当てた。

　ボシュッ！　とその部分の壁が一瞬で消滅してしまう。魔ま街がいだから、建物も霊的な物質でできているのだろう。だから、亜夢の灯瞳サインが効果を及ぼしたのだ。

　そんなことよりも……。これで、壁に大きな穴がふたつ。穴のむこうには、何事!?　と集まってきた突然変異霊ミユーテストたちの姿が見える。

「ちょ、おい、亜夢、な、なにを……？」

　悠斗の声に、亜夢はただただニコニコと笑っているだけで、なんの言葉も返してくれない。よく見ると、足もとがふらふらになっている。

「悠斗ひゃん、はれぇ？　どうひて、五こ人ひんにぃ、分ぷん裂へつひてるんてすかぁ？　うわぁ、トリピュルと南條にやんぬうひゃんも、いっぱぁぁい。うふふふぅ、おもひろ～ぃ」

　ルージュの舌は、かなり麻ま痺ひしているようだ。ちゃんとした発音ができていない。

　悠ゆう斗とは思い出した。

　清められた空間に自分が加われば、上位精霊ヴアルゴをふらふらにするほどの拒きよ邪じや聖域をつくり出してしまう……、可能性がある、ということを。

　魔ま街がいはもともと浄化力に特化した空間で、特にクリスマスローズの部屋はその作用が強力で、そこにルージュ曰いわく『強力無比な個人結界を常にまとっている状態』の悠斗が入ったことにより、またまた聖域ができあがってしまったのだろう。

　クリスマスローズが、微かすかに震える指を悠斗にむけた。

「みゃ～、悠ちゃんてば、ヴァルゴのふたりを、ここまでいい気持ちにできるなんて……魔う街ちにほしい逸材ね。どう、ここに永久就職しない？　女の子だらけよ？」

　さすがは神仙格インモータルの上位精霊なだけあって、ルージュや亜あ夢むのように酔ったような状態にはならない。

「なんだ？　サイレンや亜夢くんがおかしくなった原因は、悠斗にあるのか？」

　立ちあがったひよりが、ふとももに手を伸ばしたあと、悔しそうに唇を曲げ、握り拳をつくった。

　反射的に【徒桜あだざくら】をつかもうとして、いまは使用不能だったことを思い出したのだろう。

　そんなひよりには見むきもせず、ルージュと亜夢が、まるで競争するかのようにビシバシと壁を破壊しはじめた。子どものように笑いながら。

「ニョロり、と、とにかくふたりをとめないと……」

　跳ねるように立ちあがったすずめが、亜夢の背後から近づき、「亜夢ちゃん、落ち着いて」と、その小さなからだを抱きしめた。

「みゃ～、困ったわねぇ」

　と言いながらも、どこか楽しそうな顔のクリスマスローズを横目で見ながら、悠斗も立ちあがった。

　ひよりが、ルージュに腕を伸ばす。

「サイレン、正気に戻れっ！」

「うふふふふふぅ、甘あみゃいてす、ねっ」

　くにゃりと身をかわしたルージュが、ひよりの腕をとって自分に引き寄せたかと思いきや、その流れの中で体をくねくねっと入れ替えて背後をとり、そのまま、むきゅっと胸を押しつけるようにして抱きついた。

「みゃ～、ルーちゃんもウデをあげたわね！　流水の動きを自分のものにできてるわ！」

　クリスマスローズが、着物の膝をパシッと打った。

　そんな彼女を無視して、悠斗はドアに駆け寄った。とにかく、自分がこの部屋から出れば、亜夢とルージュも落ち着くはずだ、とそう思った。

「オレ、外に出てるから」

「うふふふふふ、可愛きやわいい張ひやり具く合はいへすね」

「ちょ、悠ゆう斗と、た、助けてくれっ！」

　見ると、ルージュが後ろからひよりの胸を鷲わしづかみにして、一〇本の指を執しつ拗ようなまでに動かしていた。モミモミモミモミモミモミモミモミモミモミモミモミモミモミモミモミ。

「あっ、くっ、ん、サ、サイレンっ！　こらっ、やめ、ぇあっ、んん、くぅ、ふぅ、ん」

　足が、床に縫いつけられたように動かなくなった。視線も動かない。

　顔を真っ赤に染めたひよりが、ルージュの腕から逃れようと細いからだをくねらせる様は、なんというか、あまりにも色っぽくて……。

「悠斗くん、助けてあげたら？」

　ひんやりとしたすずめの声で、悠斗は我に返った。だからすぐに、

「オレがいないほうが、手っとり早いから……」

　逃げるように部屋から外へ出た。

　後ろから、

「みゃ～、ちょっと、勝手に出たら迷うわよ。キミってば、霊気を内側に押し込んでるから、すっごく見つけづらくて……」

　クリスマスローズの声が聞こえた。が、勢いのまま、バタンとドアを閉じてしまった。

　出たら迷う、って？















　彼女を安心させるため、悠ゆう斗とは再びドアを開けた。その隙すき間まから、大丈夫です。ドアの外にいますから、という言葉をかけようとして……、

「あれ？」

　息を呑のんだ。

　部屋の中が無人になっている。

　通りに目をむけた。だれもいない。確か、ルージュと亜あ夢むが開けた穴から、少女たちの姿が見えたはずなのに……。

　ドアから一歩離れ、漆しつ喰くいの壁を見た。

　穴どころか、ヒビひとつ入っていない。

「へ？」

　通りの両脇には、同じつくりの平屋が、ずら[image: ][image: ][image: ]っと軒を連ねている。通りの先も、後ろも。果ては見えず、ずら[image: ][image: ][image: ]っと。どこまでも、どこまでも。

　ドアを閉める直前、聞こえたクリスマスローズの声は、

『キミってば、霊気を内側に押し込んでるから、すっごく見つけづらくて……』

　このまま黙っていても、見つけてもらえないかも？

　下手に動いたら、さらに迷ってしまうかも？

　さて、どうしよう。
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　桜さくらヶが丘おかひよりは、ギリギリと下唇を噛かみしめた。

　ルージュに両胸をさんざん弄もてあそばれた。これに怒らずして、なにに怒ればいいというのだろう。もう怒る。決めた。乙女の乙女たる部位をもみしだかれ、黙ってなどいられない。

　ゆるりとからだを離したルージュが、

「ふぅ～、スッキリしました」

　言葉通りスッキリした顔で言うものだから、怒りが一気に沸点を突き抜けた。

「な、なにがスッキリしたんだ!?　わたしは不快極まりないぞっ！」

「でしたら、もっと激しく抵抗すればよかったのではありませんか？　うちは、そんなに強く抱きついていなかったはずです」

「う、嘘うそをつけ。かなりの力だったぞ！　わたしが、どど、どんなにがんばっても離れず、い、いやらしい手で、拒むわたしを……」

　ひよりは、からだの芯に溜たまった微熱を吐き出すように言いながら、ルージュをにらみつけた。と、いきなり彼女のからだがぐらりとゆれた。

「お、おい、サイレンっ!?」

　水色の瞳が落下をはじめたため、ひよりは反射的にルージュのからだを抱きとめた。

「どうした!?」

　返事がない。

「亜あ夢むちゃん!?」

　すずめも、だらりと力なく腕をたらした亜夢を抱き支えている。

　上位精霊ヴアルゴが意識を失うなんて……。

「みゃ～、心配いらないから」

　クリスマスローズが、両足を投げ出して座ったまま、ルージュと亜夢それぞれに目をむけた。琥こ珀はくの光を放ち続ける瞳は、このような状況に至ってもなお、遊び盛りの子どもにも似た輝きを放ち続けている。

「悠ちゃんの力で、この部屋の中がピッカピカの臨時聖域になっちゃったのよ。だから、ルーちゃんと亜夢っちが霊気に当てられたってワケ。ちょっと激しい変化だったから、いまは霊気の波をもとに戻すため、ひと休みしてるみたいね」

「悪い状態ではない、ということね」

　すずめが、亜夢のからだを床に寝かせながら、安心したように息をついた。

　ひよりも、ルージュを床に寝かせた。そうしながら、彼女の整いすぎたからだに目を落とす。仰むけに寝ても、ほとんど潰れることなくツンと上をむいている胸が、正直なところ羨ましい。

　仕返しを……、と思いはしても行動には移さない。すずめやクリスマスローズの目もあるし、なによりも、意識のない相手の胸を蹂躙モミモミするという卑劣なマネはしたくなかった。

「んきゃっ!?」

　いきなり、すずめが亜夢の横に座り込んだ。右のてのひらを上にむけ、甲を床につけている。手首につけた【鵺震ぬえなり】が、哭ないているような気がした。

「どうした？」

「きゅ、急に【鵺震】が重くなって……呼びかけても、こたえてくれないの。こんなの初めてなんだけど」

「重くなった、だと？」

　すずめに歩み寄ったひよりは、傍はた目めには武骨なブレスレットにしか見えない霊れい具ぐ、【鵺震】に手をかけて上に引っ張ってみた。

　動かない。床と一体化しているかのように、ぴくりともしない。

　足を肩幅にひろげ、一度しゃがんで両手で【鵺震】をつかんだ。そして、

「んっ！」

　両足と腰に力を込め、立ちあがる力で持ちあげようとしてみるが……、ダメだった。

「みゃ～、その霊具、穢けがれを弾はじくことはできても、強力すぎる浄化作用には慣れてなかったみたいね。持ち主のことも忘れて、気持ちよさそうに爆睡しちゃってるわ。みゅ～、一時間もすれば目を覚ますと思うけどね」

　クリスマスローズの言葉に、すずめが顔をしかめた。

「わたし、一時間もこの状態？」

「みたいだな」

【鵺震ぬえなり】を運べないのであれば、他に方法はないだろう。

「あ～、もう、〝鵺震〟のバカ。ったく、ヤになっちゃう」

　もそもそと動いたすずめが、床に頬ほおをつけて体を横たえた。右腕を動かすことができないのであれば、もう寝そべるしかない。

「う～、悪いけど、わたし寝るから」

　ふて腐れたように言って、目を閉じた。
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　さて、どうしよう。

　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、漆しつ喰くいの壁に軽く拳を打ちつけた。

　ゴスッ！　ビシビシッ！

　自分でも驚くほどの勢いで陥かん没ぼつし、幾筋ものヒビが走った。

「あ、ごめ……」

　んなさい、と謝る相手はどこにもいない。

　以前、霊れい街がいに入ったとき、常人の域をはるかに超えた力を発揮することができた。

　魔ま街がいでも同じ？

　悠斗は、果てが見えない通りの先へ目をむけた。

　クリスマスローズは、ルージュを連れて一軒の平屋に入り、またべつの平屋から姿を現していた。悠斗も、同じ体験をした。おそらく、整然とならんでいるこの平屋そのものが、入り組んだ迷路になっているのだろう。

　果てしなく、真まっ直すぐに伸びた大通り。左右にならぶ平屋。その間に見える幾本もの横道。どこもかしこも同じように見えるから、現在地がまるでわからない。

　悠斗は数回ドアを開け閉めしたあと、平屋の中へ入って、そして出て、念のためもう一度家の外と中を往復したあと、仲間たちの姿が現れないことを確かめた。

　だったら……。

　ドンッ、と地面を勢いよく踏みつけてみた。

　思った通り、スニーカーの足形をハッキリと残すことができた。

　一度通った道を把握できるよう、家々の壁を殴りつけて目印をつけていく、という方法も考えたが、さすがに実行できない。ここは、れっきとした街なのだから。

「いってみるか」

　悠斗は、つま先がむいている方向へ歩き出した。





第四章　魔街の歩き方




　湯気が運んでくる檜ひのきの香りに微かすかな居心地の悪さを感じながら、桜さくらヶが丘おかひよりはシャツのボタンをひとつずつ外していった。ひとつ。またひとつ。

　そして、シャツを脱ぐ。続いて、スカートのファスナーに手をかけて……。

　ぼんやりと考えた。

　まさか、魔ま街がいで裸にならなければいけないなんて、思ってもいなかった……。それでも、必要なことなら躊躇ためらわない。べつに、悠ゆう斗とに見られるというわけではないし……。たとえ見られても、それはそれで……。いやいや、なにを考えているんだわたしは……。

　悠斗が室外に消え、ルージュと亜あ夢むが眠ったように動かなくなったあと、重さを増した【鵺震ぬえなり】のせいで動けなくなったすずめも、さっさと寝てしまった。

　その後、〈皇こう魔まの卵〉のカケラを除去する準備に入るため、クリスマスローズが姿を消した。入れ替わりに現れたのが、ミッシャと呼ばれていた突然変異霊ミユーテストだった。

　ぶすっとしたままの彼女に案内され、湯気が充満したこの部屋にやってきた、というわけだ。

　平屋全体が浴室になっているなんて、驚きだった。しかも、お湯が惜しげもなく浴槽の外へ流れ出している檜風呂だ。

　表面的な穢けがれを洗い落とすのが目的だという。

　ミッシャが、入口のすぐ脇でジッとこちらを見ている。

　同性だから、見られるくらいかまわないけど……、少しは視線を外してほしい。凝ぎよう視しされていると、やはり恥ずかしい。

　靴を脱いだあと、

「すまないが、あっちをむいててくれないか？」

　要求してみるものの、ミッシャの不ぶ躾しつけな視線は動かない。監視されているかのような気持ちになってくる。

「ふん、勝手にしろ」

　強がってはみるが、やはり羞恥心はなくならない。それでもひよりは、思いきってスカートを脱ぎ、シャツと同じく丁寧にたたんで、壁際の手すりにかけた。

　左ふとももに巻いたホルダーも、【徒桜あだざくら】を差したまま外した。

　ひとときとはいえ、突然変異霊が見ている前で霊れい具ぐを手放すなんて……、なんだか高所から飛び降りるかのような感覚で、それを壁際に置いた。

　すぐにキャミソールも脱ぎ、青でそろえた上下の下着も……、ちょっと躊躇ったあと、ミッシャの視線を弾はじき飛とばすつもりで、背の留とめ金がねを外してブラをとり、それからササッとパンツから両足を抜いた。

　身を覆おおうモノすべてをとり払うなり、ひよりは手ですくったお湯でからだを素早く洗い、急いで湯船の中に身を沈めた。

　洗面器がないから、事前に湯を浴びることもできない。それに、タオルもないため髪を頭上にまとめることさえかなわない。それでも、いい湯加減だった。恥じらいが、湯の中へ溶け込んでいくかのような気がする。

「ふぅ[image: ][image: ][image: ]」

　思わず、心地よさが息の塊となってもれ出てしまう。白はく濁だくした水面下で両手両足をひろげ、緊張して凝り固まっていた筋を引き伸ばす。

　ふと思った。ここにみんながいれば……。

　檜ひのき風呂は、一〇人くらい楽に入れるほどのひろさがある。亜あ夢む、すずめ、ルージュの三人が手足を伸ばしても、互いのからだがぶつかり合うことはないだろう。

　みんなで入れば、きっと楽しいはず。

　でも、とひよりは、自分の胸に両のてのひらを当てた。

　すずめと比べて、これはあまりにも見み劣おとりする。

　ルージュのモノとならべたら切なくなってくる。

　唯一、対抗できるのは亜夢くらいだろうか。しかし彼女は、ふたつも年下で……。

「ぁ!?」

　気づいたときには、接近を許していた。

　ミッシャが、着物を身につけたまま手の届く距離に立っている。

　足音どころか、水に入る音さえ聞こえなかったのに……。

　霊は、物質をすり抜けることができるから……。

【徒桜あだざくら】は……、つかえない。相手は突然変異霊ミユーテスト。霊格は、そのへんの悪霊とは桁違い。しかし、ここは第三魔ま街がいで、彼女はクリスマスローズによって霊力を抑えられているはずだから、膂りよ力りよくは常人と同等。

　頭の中で、とっさにそれだけの情報をまとめた。そうしながら、ミッシャと距離をとるため斜めに跳んだ。が、左腕をつかまれた。

「くっ！」

　反射的に手刀を彼女のノドに突き入れるものの、なんの抵抗もなくすり抜けてしまった。

　霧吹きスプレーで冷水を吹きかけられたかのように、右手の指先から肘にかけて、ヒヤッとした冷たさを感じた。

　霊力は抑えられていても、霊体の実体化や虚きよ体たい化かは自在のようだ。ひよりの腕はつかめるのに、攻撃は素通りさせることができるなんて……、これでは素手での格闘でも勝ち目がない。

「おい、暴れたら、からだが洗えない」

　ミッシャが、不ふ機き嫌げんそうに言った。

「なに？　からだを、洗うのか？」

「お前、ここになにしにきたんだ？」

「か、からだから穢けがれを洗い落として、身を清めるために……」

「わかってるなら、黙って湯の中に入ってろ。ぼくは、お前の準備を滞りなく行うようクロっちに言われてる」

　見ると、ミッシャの手に長さ三〇センチほどの藁わら縄なわが握られていた。

　ひよりの左腕を放した彼女が、その藁縄をくるくるっと手に巻きつけた。タワシとしてつかうつもりなのだろう。

　早とちりをしたらしい。音もなく距離を詰めてきたから、ついつい戦闘態勢に入ってしまった。

　ひよりは、そろそろと湯船に腰を沈めながら、服を着たまま身を寄せてくるミッシャに目をむけた。

「お、おい、そんなモノで擦こすったら、い、痛くないか？」

「ぼくは痛くない」

「いや、だから……」

「黙ってろ。お前に逃げ場はない」

「逃げ場って……んあっ」

　さわさわっ、と意外にもやさしい力でなでられた。なんだか気持ちいい。

　まずは背。円を描くように。

　次に腰。これも、小さな円をいくつも描くように。くるくる。さわさわ。くるくる。

　続いて両腕。微妙な強弱をつけながら。くるくる。さわさわ。くるくる。

　それから……。

「あ、こ、ここは自分で……」

「じっとしてろ」

　胸も、容よう赦しやなく、くるくる、さわさわ、と円を描くようになでられた。大きな円から、徐々に小さな円に。ゆっくりと強く、しっかりと弱く、ゆるゆると中心部へ。

「ひっ、んっ、んなっ、ゃ、ぁ、ちょ、胸だけ、どうして、こんな、しつこく……」

「お前の反応、可愛かわいいな」

「なっ!?　バ、バカにすると、ただでは……、ひゃん！」

　いきなりふとももの内側を擦られ、自分でも情けなくなるほど声が裏返ってしまった。

「お前、ほんとに可愛いな」

　さわさわさわわわわわぁぁ。くるくるくるるるるるぅぅ。

「あ、や、やめろぉぉ、んんんっ！」

　ミッシャのからだを押そうとしても押せず、腕を払いのけようにも素通りし、藁わら縄なわをつかもうとしても逆に手をつかまれ、抵抗らしい抵抗がなにもできない。

　ひよりは、全身を駆け巡るくすぐったさと奇妙なまでに心地いい疼うずきに抗あらがいながら、とにかく身を捩よじり続けた。
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　地面にしっかりと足形をつけながら、一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは歩き続けた。

　ときどき細い横道にも入ってみた。漆しつ喰くいの壁に挟まれて二〇メートルほど歩くとまた似たような、というか同じにしか見えない大きな通りに出るから、地面を調べて自分が残した足跡をさがしてみるが、すぐには見つからない。それでもしばらく大通りを進むと、横道に入ったときの目印にと地面を踏みつけた跡が、「よ、また会ったね」といった感じで目に飛び込んでくる。

　こういうことが数回あった。

　大通りを中心にして、平屋の出入口や横道が見えない空間内であちこちにつながっているのだろう。

　魔ま街がいに慣れていない者が歩き回っても、おそらく目的地にたどり着くことはできない。ここは大通りの真ん中に陣どり、だれかが通るのを待つ作戦でいこう。

　悠斗は、そう決めた。

　が、決めた直後、ある違いが目にとまった。

　魔街に入ってからずっと、同じつくりの平屋。同じ高さの壁。同じかたちのドア。同じ幅の横道。それらが、大通りの両側にズラ──ッとならんでいた。前を見ても、後ろを見ても、ズラ──ッと。それこそ、気が遠くなりそうなほど、ズラ─────ッと。

　それなのに、ドアに横木が打ちつけられ、開かないようになっている平屋があった。その隣の平屋も、さらに先の平屋も、そのむこうも、何軒も何軒も、ドアが塞ふさがれている。そして、どの扉にも悠斗には読めない、複雑な文字が刻まれたお札ふだのようなモノが貼られていた。

　この辺りの平屋には、なにか特別なモノでも入っているのだろうか？

　悠斗は、いちばん近くのドアに歩み寄った。当然、中には入れない。

　周りには、相変わらずだれの姿も見えない。物音も聞こえない。風の音さえも。

　コンコン、とドアをノックしてみた。

「……………」

　なんの返事もない。

　あるわけないか……。ドアには、横木が打ちつけられているし。

　お札には、どういった意味があるのだろう？

　中が気になった。壁、壊そうと思えば、たぶんできるけど……。勝手なことしたら、クリスマスローズに迷惑をかけるかもしれないし……。ひよりの魂内にある〈皇こう魔まの卵〉のカケラを除去してもらうまで、大人しくしていたほうが……。

　そんなことを考えていた悠ゆう斗との耳に、

「だれかいるの？　いるんでしょ!?　ここから出してっ！　助けてっ！」

　悲鳴にも似た若い女性の声が聞こえてきた。

　え!?

　悠斗はドアに顔を寄せ、もう一度、今度は幾分強く、トントンッ、とドアを叩たたいた。

　もしかして……、

「閉じ込められてるのか？」

「お願いっ！　助けてっ！　だれでもいいから、ここから出してっ！」

「どうして、こんな……」

「クリスマスローズがくる前に、ここから出してっ！　急いでっ！　早くっ！　あの悪魔がくる前にっ！」

　クリスマスローズが悪魔？　平屋の中にいる子は、いったいだれなんだ？

　悠斗は考えた。

　ここは第三魔ま街がい。堕だ正せいした女性の突然変異霊ミユーテストを浄化する場所。つまり、牢ろう獄ごく。

　ということは……。

　ドアのむこうから聞こえてくる声が、急にトーンを落とした。

「あなたがだれか知らないけど、ねぇ、ドアに紙きれが貼ってあるでしょ？　それを剥はがしてくれるだけでいいの。簡単でしょ？　紙きれ一枚、剥がすだけよ」

　悠斗は、ドアにむかってたずねた。

「剥がしたら、キミはどうするんだ？」

「こっそり逃げるわ。ここは怖おそろしい場所よ。クリスマスローズが支配する地獄なの。あなたも、アイツに見つからないうちに逃げたほうがいいわ。よかったら、いっしょに逃げない？　あなた、声を聞く限りじゃ男の子でしょ？　わたし、あなたにだったらなんでもしてあげる。助けてもらった恩返しよ。わたしのこと、好きにしていいから。わたし、あなたに尽くすわ。精いっぱい、尽くすから」

　ドアのむこうで、女の子の声がとろけるようなやわらかさを帯びていく。

「わたし、自分で言うのもなんだけど、きれいよ？　スタイルだって自信あるわ。あなたも、きっと気に入ってくれるはずよ。だから、紙きれを剥がして。ね、お願い」

　急激な口調の変化には、違和感しか覚えなかった。耳がくすぐったくなるような猫なで声だが、心には届かない。なにも響いてこない。

　霊が物質を素通りできるということは、悠斗も知っている。

　ルージュはときどき、服や下着を落としていくというドジっぷりを見せてくれるが、基本的には身につけた衣服ごと壁抜けができる。

　ドアに貼られた札ふだは、穢けがれが抜けきれていない突然変異霊ミユーテストを閉じ込めておくためのモノではないのか？

　悠ゆう斗とは、ドアに額をくっつけた。

「ごめん。クリスマスローズに訊きいてみないと……」

「それじゃ意味ないでしょ。そんなことしたら、あなたも閉じ込められるわ」

「キミも、穢れが落ちたあとは、クリスマスローズのこと、きっと好きなるから、それまでがんばって」

「本当にお願い。あなたが望むこと、なんだってするから。お願い。ここから出して」

「ごめん。オレには、できないよ」

「出して、くれないの？」

「ごめ……」

「ざけんなてめぇっ！　さっさと紙きれ剥はがせ、このクソ野郎っ！　ぶっ殺すぞっ！」

　いきなり、鼓こ膜まくを刺すような声で怒鳴られた。間を置かず、ドンドンッ、ドガッ、ガッ、とドアの内側になにかが乱暴に打ちつけられる音が聞こえた。

　猫なで声も急なら、罵ば声せいも突然だった。

　悠斗は、突き飛ばされたような心地でドアから離れた。

「くらぁっ！　ここから出せぇ！」

　という叫びを最後に、ドアのむこうがまた静かになった。

　両側に延々と平屋が建ちならぶ大通りが、再び無音に包まれる。

　音のない空間が、微妙な威圧感をもって悠斗を包み込む。

　どれだけ待てば、見つけてもらえるのかな……、と少々不安を感じながら、悠斗はお札が貼られたドアに背をむけた。と、

「あ」

　思わず声がもれた。

　通りの先にある平屋のドアが開き、そこからタンポポが出てきたからだ。

　彼女が、驚いた様子も見せず楚そ々そと歩み寄ってきた。迷子になった悠斗を探しにきてくれたのだろう。

　道の中央で立ちどまったタンポポが、楚々とした笑みを浮かべた。

「一いちノの瀬せさん、こちらへどうぞ」
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「もういいっ！　本当にもういいからっ！　は、離れろっ！」

　窮きゆう地ちを脱するため、桜さくらヶが丘おかひよりは両手両足をだだっ子のように動かした。自分で自分の顔にお湯をかけ、黒髪もお湯の中で乱れに乱れ、頭の中もぐちゃぐちゃになった。が、それでも、

「清め具合がいいかどうか、決めるのはお前じゃない」

　ミッシャの執しつ拗ような攻撃は続く。

　藁わら縄なわを丸めたモノで、くるくる、とからだのいたるところをいいように擦こすられ、さわさわ、とあそこやここを一方的になでられる。

　逃げたくても、腕をしっかりとつかまえられている。はね除のけたくても、ひよりの手はミッシャのからだを素通りしてしまう。

　バシャバシャとお湯を蹴けりあげても、なんの意味もない。くるくるに、からだが勝手に反応してしまう。嫌なのに。やめてほしいのに。ピクッ、と肌が痙けい攣れんし、ビクビクッとからだの芯がうち震えるのだ。

「お、おい、いい加減にやめ……ひゃ、ん、んんん!?」

　背中や首筋をくるくるやられ、艶つやっぽい声がほとばしってしまう。

「くっ、わ、わたしにも我慢の限界というものが……きゃ、ぁぁぁん」

　自分のどこから、こんなにも弱々しく、ここまで湿り気を帯びた声が出てくるのだろう。あまりにも情けない。そして恥ずかしい。

　不意に、ミッシャの手がとまった。

「お前、身に蛇神を宿しているのか？」

　彼女の視線が、ひよりのみぞおちに落ちている。そこにあるのは、炎えん龍りゆうを封じるための刻こく印いんだ。

「だったら、どうした？」

　ひよりは、ミッシャの手を振ふり解ほどこうと左手をいきなり横に動かした。が、彼女の手は肌に吸いついたように離れない。

「お前、こんなにきれいなからだに、呪じゆ印いんを刻んだのか？」

「キミには関係のないことだ」

　ひよりは、意識して声に硬さを滲にじませた。『こんなにきれいなからだ』と言われたことにちょっと喜んでしまったことを、悟られたくなかったからだ。

　ミッシャが、眉根のシワをさらに深くした。

「これだけ整ったからだをもった女は、なかなかいないぞ？　お前、もったいないと思わなかったのか？」

「考えたこともないな。わたしはクリーナーだ。除霊技術を向上させるためなら、この程度のことは苦にならない」

　ミッシャに対抗して、ひよりも目を尖とがらせた。『これだけ整ったからだをもった女は、なかなかいない』という言葉に心が躍おどったことは……、ナイショだ。

「そうか？　もったいない、な」

　ミッシャが、指先でツン、ツン、と刻こく印いんをつついてきた。まるで、気兼ねなくじゃれ合うことのできる女友達しんゆうのように。

「な、馴なれ馴なれしくしないでくれ。わたしとキミは、クリーナーとミューテストだ。もともと相あい容いれることのできない立場なんだぞ？」

「ここは魔ま街がいだ。お前の常識でものを言うな」

　ミッシャの指先が、刻印からツツツ──ッと腹の上をすべり落ちていく。

「もう十分に清められた！　だから、これ以上は必要ないっ！」

「うん、ぼくもそう思う」

「だったら……んぁっ!?　どど、どこに指を……ひゃぁっ!?」

「清めは終了。ここから先は、魔街流の楽しみ方を教えてやる」

　ミッシャが、スッと顔を寄せてきた。

　薄い赤に染まった彼女の瞳が、ここで初めて艶笑ほほえんだ……、ような気がした。

「ちょ、ちょちょ、ちょっと待て！　なんの楽しみ方だっ!?　頼むから待ってくれっ！」

　ひよりの叫びにこたえる者は……。
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「本当にすみません。さっきのアレ、驚かれたでしょ？」

　タンポポが、歩きながらちょこんと頭を下げた。申し訳なさそうな微笑ほほえみが、彼女の人の善さを表している。

　先ほど、平屋に閉じ込められていた突然変異霊ミユーテストの汚い言葉は、決してタンポポのせいではない。それでも、仲間のために『すみません』と言える彼女は、きれいな心をもっていると思った。

　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、タンポポとならんで歩きながら、彼女の言葉に笑みを返した。そうしながら、それほど疑問ではなかったものの、会話が途と切ぎれる気まずさを回避するような気持ちから、質問してみた。

「穢けがれが消えるまで、外に出られないの？」

「悪霊になりかけてた子たちは……あ、わたしたちは、自分自身が昔そうだったことを忘れないためにも、過去世パストって呼んでるんですが……あの子たちは、あそこから出たら、暴れるか、魔街から逃げ出そうとするか、どちらにしてもいいことがありませんから、穢れが薄まって正気をとり戻すまでは、ずっとあの中なんです。わたしも、たぶん一〇年くらい入ってたんだと思います」

「たぶん？　一〇年くらいって……」

「悪霊になりかけてたときの記憶が、ほとんど残ってないんです。うふふ、生前の思い出や、霊になってからしばらくの間のことは、しっかり覚えてるのに」

「オレからだと、キミはどこも穢れてないように見えるけど……」

　瞳どう孔こうが多少赤みがかっていることを除けば、タンポポは人間にしか見えない。魔ま街がいの外で生活しても、一般人には絶対に霊だとは気づかれないだろう。

「うふふ、ありがとうございます。でも、そんなことありません。こうやって正気に戻っても、ときどき、気持ち悪い、濁にごった霊気を自分の中に感じるときがありますから……まだ、完全には穢けがれが抜けきれてないんだなって、ときどき実感します。だから、とても、苦しくなるんです」

　タンポポが、悲しそうに目を伏せた。が、すぐに大きな目に光を集め、明るい笑みを浮かべてくれた。悠ゆう斗とには想像もできない数多くの苦しみを、ひとつずつのり越えてきたのだろう。芯の強そうな笑顔だと思った。

「比べられるようなもんじゃないけど……オレも、両親を亡くしたときは、耐えられないほど苦しかったけど……亜あ夢むが、妹がいてくれたお陰で、負けずにやってこれたから……キミも、なんていうか……」

「はい。わたしには、クロ様がいます。同じ境遇の仲間たちもいます。心配してくれて、ありがとうございます」

「いや、心配っていうか、お互いがんばろう、って伝え合うことで、自分自身の気持ちを奮い起こすっていうか……」

「その気持ち、すごくよくわかります！　わたしも、魔街のみんなといつも励まし合ってますから。みんな、少しでも早く穢れを払って、現世に戻りたいと思ってるんです」

「戻れたら、なにするの？」

　つい訊きいてしまった。

　決してとり消せない言葉を吐き出してしまったあとで、悠斗は内心で顔をしかめた。なんてバカな質問をしてしまったのだろう。

　たとえ突然変異霊ミユーテストであっても、霊が現世にとどまれば不協和音が生じるだけだ。悠斗と亜夢のように、互いが前むきに行動できるような関係は特例中の特例なのだから。

　タンポポは、どのような経緯で突然変異霊になったのだろうか？　彼女の家族は、まだ生きているのだろうか？　家族関係はどうだったのだろうか？　死んだはずの人間が現れたとき、彼女の家族はどうするのだろうか？

　いろんな考えが頭を過よぎった。

「故郷を訪ねます」

　タンポポの反応は、思ったよりもあっさりしたものだった。

「わたしの家族は、もういません。霊になったのはわたしだけなんです。仲のよかった友だちも、みんな天国に逝いきました。だから、わたしは、生まれ育った故郷にいって、そこで暮らしたいと思ってます。山に囲まれた田舎なので、穢れがとても少ないんです。それでも、やっぱり少しずつ霊体からだが穢れていきますから、ときどき近くの霊れい街がいにお邪じや魔まして自己浄化セルフ・ケアしないといけませんけど………わたし、霊になったとき、周りに教えてくれる人がだれもいなかったから、なんにも知らずにどんどん穢けがれていって、気づいたら、クロ様のところに連れてこられてたんです」

「……そっか」

「わたしの望みは、故郷の森と同化することなんです。通常霊子の浮遊寿命アポトーシスは、だいたい二〇〇年ちょっとだと言われています。わたしたちミューテストは、三五〇年くらいでしょうか。もちろん、クロ様みたいにある境界を越えた霊は、一〇〇〇年以上もの長きに渡って存在するみたいですけど、わたしはそれを望んではいません。自分の霊気と森しん気きを気長に溶かし合わせて、森と一体化することで、故郷の中へ還かえりたいと思ってます。少しでも早く、故郷に、還りたいんです。だから、クロ様に甦こう正せいを認めていただくまで、わたしは、ここでがんばります。懐かしい、故郷に還るため、わたしは……」

「……………そっか」

　悠ゆう斗とは、相づちを打つことしかできなかった。

　タンポポは、悠斗や亜あ夢むがまだまだ想像することのできない世界に住んでいる。そう感じた。

「あ、ごめんなさい。アポトーシスというのは、霊子が霊体をかたちづくっていられる期間、人間でいうなら寿命のことなんです。えっと、それから、甦正っていうのは、〝正しさが甦よみがえる〟って意味で、霊部省の人たちがつかってる〝堕だ正せい〟の対義語です。現世に存在している霊たちは穢れるばかりで、甦正なんてとても実現できませんから、耳にしたのは初めてでしょ？」

　たずねてもいないのに、タンポポが丁寧に言葉の意味を教えてくれた。気づかいの細やかな子だ。

　悠斗は彼女と肩をならべ、歩調をあわせて歩き続けた。

　ふたり、いろいろ話しながら。

　第三魔ま街がいの突然変異霊ミユーテストたちは、みんなクリスマスローズを慕っている。

　クリスマスローズが急に変なことをはじめる理由は、魔街の雰囲気をちょっとでも明るくしたいと考えているから。

　クリスマスローズのランドセルは、仙女の衣がかたちを変えたものらしい。

　穢れをうけつけない上位精霊ヴアルゴであり、人間に戻れるほどの霊力をもつクリスマスローズは、損そん得とく勘かん定じよう抜きで、ほとんど魔街を出ることなく、堕正した突然変異霊の少女たちを助ける活動を続けている。

　神仙格インモータルの上位精霊は、ここにいる突然変異霊たち全員が仮に霊力をとり戻し、束になって挑んだとしても、おそらく太た刀ち打うちできないほど強い霊力をもっている。

　などなど。

　タンポポが〝浮遊寿命アポトーシス〟と〝甦こう正せい〟の意味を説明してくれたあとは、クリスマスローズの話題ばかりとなった。

　彼女は、心からクリスマスローズを敬愛しているのだろう。話しぶりを見ていると、そのことがよくわかった。

「クリスマスローズさんって、ほんとに、すごいんだね」

　悠ゆう斗とは、正直な気持ちを口にした。

「そうなんです！　クロ様って、本当にすごいんですっ！」

　タンポポが、パッと顔を輝かせた。そのとき、

「タンポポだけズルいぞぉっ！」「そーだそーだぁ！」「わたしたちも交ぜろ～！」「ひとり占めはよくないぞぉ～！」「よくないぞぉ～！」「いつも、みんないっしょだぞぉ～！」

　頭上から、黄色い声が降ってきた。

　平屋の屋上に、少女たちの姿があった。みんな突然変異霊ミユーテストだ。数は一〇人ほどだろうか。

　なにがズルいんだ？　という悠斗の疑問には、だれもこたえてくれない。タンポポに質問する暇さえなかった。

　少女たちが、次々と屋根から飛び降りてきた。

「きゃ～、み、みんな、落ち着いてぇ～」

　タンポポの細い悲鳴が、少女たちの勢いにあっさりと押し流されてしまう。

　女の子たちが、悠斗に突進してくる。
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「み、身を清めるどころか、これじゃ、逆に穢けがれるだろっ！」

　桜さくらヶが丘おかひよりは叫んだ。が、ミッシャの手はとまらない。

「女同士だから、安心していい」

「安心できるひゃ──っ！　どどぉ、どうして、そんなところを触る必要があっ、ぃ、ゃんん。やめ、ろっ、こ、このっ、いい加減にしないとっ、怒るぅ、にゃはぁぁぁぁぁん」

　もたもたしていたら、いろいろ弄いじられ、壊され、奪われてしまう。貞てい操そうや、尊そん厳げんや、道徳など、大切なモノをいろいろと。

　とてつもなく淫みだらな手や指から逃れるため、ひよりは自ら湯の中にからだを沈め、湯船の底にしゃがみ込んだ。

　ミッシャの握力が、わずかにゆるむ。

　その隙すきを逃さず、全身のバネをつかって跳びあがった。からだにひねりも加える。勢いのままミッシャの手を振ふり解ほどき、水みず飛沫しぶきが舞う中、浴槽の外に転がり出た。

　脱出成功！

　ひよりは、足をすべらせ、からませ、あたふたと無様な動きで前へ進み、とにかく脱いだ服をかけていた手すりまでたどり着いた。

　パンツをつかむなり、からだを拭きもせず大急ぎではく。

　続けて、ブラを……。

「え？」

　ブラは……、どこ？

　パンツといっしょに置いていたはずのブラが、どこにも見あたらない。キャミソール。シャツ。制服の上下はちゃんとある。それなのに……。

　ゾクリ。

　耐たえ難がたい怖おぞ気けが、背筋を這はいのぼってきた。

【徒桜あだざくら】も、ホルダーごと消えている。

　肩越しにミッシャの動きを窺うかがった。

　眉根に深いシワを刻んだまま、彼女が浴槽からゆっくりと歩み出てくる。身につけている着物は、どこも濡ぬれていない。

　平屋内に、素早く視線を走らせた。

　自分とミッシャ以外、だれもいない。気配もない。

「わたしの下着と霊れい具ぐを、どこに隠した？　悪戯いたずらにしては、ちょっと度が過ぎてるんじゃないか？」

　ひよりは全身の感覚を研ぎ澄ましながら、ミッシャにむき直った。悪戯であってほしい、と願いながら。

　突然変異霊ミユーテストなら、壁をすり抜けることができるはず。身につけた衣服も、構造を霊的なモノに変換させれば、物質をすり抜けさせることが可能となる。【徒桜】やブラも例外ではない。

　ミッシャがひよりの注意を引き、他の突然変異霊が壁から忍び込み、ブラと【徒桜】を盗んでいくのは簡単だったはずだ。

〈皇こう魔まの卵〉のカケラを除去するまで、【徒桜】はつかえない。それでも、愛用の霊具を黙ってもち去られたら、やはり気分が悪い。

「返してくれ。いますぐ」

　ひよりの視線を、ミッシャが気分を害したような顔でうけとめている。

「逃げたほうがいいぞ。いますぐ」

「なんだと？」

　ミッシャが口にした言葉の意味が、すぐには呑のみ込こめなかった。が、つい先ほどゾクリと背筋を這いのぼってきた怖気が、じんわりとからだの中へ染み込んでくる感覚は確かにあった。

　直感が叫んでる。

　脇目も振らずに逃げろ、もたもたするな、と。

　ひよりは、ミッシャから目を放すことなく、後ろ手に着る物を探った。

　逃げろ。

　指に当たったシャツをつかむなり、肌に貼りついていた黒髪に構うことなく素早く袖そでを通す。

　早く逃げろ。

　肌が濡ぬれたままだったため、シャツがべたっとくっついてくる。

　いいから逃げろ。

　気持ち悪い、なんて言ってはいられない。

　上着とスカートを……、と思ったそのとき、背後から声が聞こえてきた。

「いつまで待たせんの？」「さっさとはじめてよ」「ミッシャだけ楽しんで、ズルいぞぉ」

　ひよりは、声に背を突き飛ばされるようにして前へ跳んだ。

　とっさに上着やスカートをつかむことができなかった。身につけている時間は、もはやないだろう。

　浴室の中央付近に移動し、はだけたシャツの胸もとを掻かき合あわせながら声にむき直る。

　壁から、ゾロゾロと着物姿の少女たちが姿を現した。

　ひとりが、手に青いブラをさげていた。【徒桜あだざくら】のホルダーをもっている者は……、と探す視線が震えた。壁をすり抜けて姿を現した少女たちはみな、手に手に武器をもっていたからだ。着物の帯に何本ものナイフ、と思おぼしき棒状のモノを差している者もいる。

　石片や木の枝を削ってつくったであろう、原始的な造形のナイフ、棍こん棒ぼう、木刀、槍やり、などなど。

「狩り、はじまるぞ？」

　ミッシャが、ぼそりと言った。冗談を言っているような顔には見えない。

　狩り……？

　事態がまったく呑のみ込こめない。が、状況を理解している暇など、おそらくないのだろう。直感に従って逃げるべきだ。

　とにかく仲間たちと合流して……。

　ひよりは、一歩だけ後あと退ずさった。そのぶん、少女たちが距離を詰めてくる。しかしながら、こちらの恐怖を煽あおるかのように武器の切っ先をむけてくるだけで、襲いかかってはこない。

　ひよりは、前方の少女たちから意識を外すことなく、横目でミッシャを見た。

「クリスマスローズは、このことを知っているのか？」

「クロっちは当分、お前の魂を浄化する準備にかかりきりだから、気づかないよ」

「目的はなんだ？」

「せっかく魔ま街がいに人間がきたんだから、楽しまなきゃ」

「楽しむ、だと？」

「お前、ぼくらが堕おちかけた味を知ってるってこと、忘れてるだろ？」

　ミッシャの瞳に滲にじんでいた赤みが瞬またたく間まに濃くなり、数秒後には黒ずんだ血色に変わった。忌いまわしきスペードの双そう眸ぼうが、脳裏にフラッシュバックする。

　直後、少女のひとりが動いた。

　ヒュッ、と耳の横をなにかが勢いよく通りすぎた。

　ドンッ、と背後の壁にそのなにかがぶつかる音を聞くなり、ひよりは身を翻ひるがえした。平屋の出入口まで、五メートル弱。

　頭を低くして移動しながら、空気を貫いた物体の正体を確認する。

　石でつくられた武骨なナイフが、壁に深々と突き立っていた。

　出口まで、ひと息でたどり着く。

　自分の体重と突進力では、体当たりをしてもドアを破ることはできないだろう。だから、いつでも開けられるようドアに指をかけたまま、ミッシャたちにむき直った。ドアを開けようと動きをとめたところを狙われたら、そこでアウトになりかねない。

　凶器が飛んできたら、かわす。襲いかかってこられたら、死に物狂いで活路を見みい出だす。

　後ろ手にドアを開けながら、湯船のそばに立つミッシャと、壁をすり抜けて入ってきた少女たち全員の視線をうけとめた。

　にらみ返す。

　彼女たちは動かない。全員が、血色に染まった瞳を光らせているだけだ。

　ひよりは、自分が通れる幅にドアを開けてからも、待ち伏せを警戒し、不用意に外へ飛び出しはしなかった。

　ドアのむこうには、なんの気配も感じない。上体だけを出して視し認にんをすませ、外に敵がいないことを確かめた。

　少女たちは、なぜ動かない？

　ひよりは、裸足はだしのままするりとドアの外に出た。左右には、同じような平屋がズラリとならんでおり、大通りも果てが見えないほど先まで続いている。が、クリスマスローズの部屋はしっかりと覚えてる。右、五軒先。距離にして五〇メートルもない。全力で走れば、六秒もかかることなくドアまでたどり着く。

「狩りをはじめるの、一〇分だけ待ったげるよ」

　部屋の中で、少女たちのひとりが言った。

　ひよりは、いつでも走り出せるよう重心をわずかに落としつつ、シャツのボタンを留とめながら、穢けがれが抜けきれていない突然変異霊ミユーテストたちの動きを観察した。

「一〇分か……ふん、なめられたものだ」

「堕ちかけたことのないあんたには、わたしらの感覚なんてわかんないと思うけど……人の魂を吸ったあとって、世界がパンクしちゃいそうなほど気持ちいいんだよ」

「クリスマスローズが聞いたら、なんと言うかな」

「アハハ、いまの言葉、クロ様にはナイショにしといてね」

「約束できないな」

「約束はしなくていいけど……ほら、早く逃げなきゃ、時間がどんどんなくなってくよ」

「くっ」

　ひよりは、薄い笑みを浮かべている突然変異霊ミユーテストの少女たちを視界の外へ蹴けり出すようにして、走り出した。濡ぬれた素肌を隠しているモノは、シャツとパンツだけ。それでも、恥ずかしいなんて言ってられない。

　ルージュと亜あ夢むの意識は、もとに戻っているだろうか？　すずめの【鵺震ぬえなり】は、もとの重さに戻っているだろうか？　悠ゆう斗とは、みんなのところへ戻っているだろうか？

　不安要素がいくつもあるけれど、なによりもまずは仲間たちと合流しなければならない。

　ものの数秒で、最初に招き入れられた平屋の前にたどり着く。

　ひよりは、ノックもせずにドアを開けた。


　　　　　　●　●　●
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　大勢の少女たちが、勢いよくぶつかってきた。

「うおっ!?」

　一いちノの瀬せ悠斗は、両の眉をはねあげた。

　雪崩なだれのような勢いには、正直びっくりした。が、それでも、重さのほとんどない風船人形をぶつけられたかのような衝撃しか感じなかった。ちょっと足を踏ん張るだけで、少女たちの突進をうけとめることができた。

「ぅきゃ～ん、ちょちょちょ、ちょっとみんな、落ち着いてぇ～」

　すぐ後ろで、タンポポが両手を上下に動かしながら、裏返った声で叫んでいる。

　だが、少女たちは落ち着く様子を見せない。みんな、悠斗にぎゅ～ぎゅ～からだを押しつけてくる。

　いったい、なにがしたいのだろう？　着物の生地が薄いため、むにむに、ぷにぷに、もにゅもにゅといった感触が生々しいまでに伝わってくる。悪くないけど……。

「あの、さ、どうしてこんなこと……」

　悠斗は肩越しにふり返って、タンポポにたずねてみた。が、彼女は他の子たちに突き飛ばされ、「ぁう～」と離れた場所へころころと転がっていってしまった。

　代わりにこたえてくれたのは、悠斗の右腕にしがみついていた少女だった。

「人間の若い男こに会ったの、二〇年ぶりなのぅ」

　次いで、正面から首に腕を回していた子が、耳もとで囁ささやいた。

「キミって、すごくいい男なんだもん。わたしたちを興奮させた責任、とってね」

「責任、って……」

「あなたは罪を犯しました。第三魔ま街がいにおける色男闊かつ歩ぽ罪です。よって、それ相応の罰をうけなければなりません。なので判決。第三魔街に永住しなさいっ！」

「永住っ!?」

　前後左右から、顔や胸をぎゅ～ぎゅ～押しつけられ、身動きがとれない。力まかせに振り払うこともできるけど……、そこまでするのも躊躇ためらわれる。でもこのままじゃ……、気持ちいいけど……。

　後ろのほうから、タンポポの声が近づいてきた。

「みんなぁ、ちょっと落ち着いてぇ～、一いちノの瀬せさんに……ぁう～」

　せっかく悠ゆう斗とのそばに戻ってきたのに、また他の子の背に弾はじかれて、ころころころっと転がっていってしまった。助けてあげることもできない。

「タンポポが、なにか言って……」

　悠斗は、少女たちにしがみつかれたまま、転がっていったタンポポへ顔をむけた。

『一ノ瀬さんに……』のあとに続けようとした言葉は……、なに？

　それが気になった。

　少女たちは、離れてくれない。赤みがかった瞳をキラキラ、というかギラギラさせながら、悠斗にからだを押しつけて、というか擦こすりつけてくる。

　仲間たちを押おし退のけて、入れ替わり立ち替わり、しつこく、悠斗にあんなとこやこんなとこをすり寄せてくる。着物の合わせ目が大変なことになっていたり、帯が解ほどけかかっているのに気にもしてない子が、あっちにもこっちにも。

　どうしてここまで？

　もみくちゃにされ、嬉うれしいやら恥ずかしいやら怖いやらで、どう対処すればいいのかわからない。

　悠斗の背にむぎゅ[image: ][image: ][image: ]っとしがみついてきた子が、声に挑発的なまでの色っぽさを滲にじませながら言った。

「きゃ～ん、んもぅっ、ジンジンするっ！　霊気が跳ね返ってくるって、気持ちいいっ！」

　周りからも、次々と熱っぽい声が聞こえてくる。

「感染しない人間って、ほんと初めてぇ」「これって、なんにも気兼ねしなくていいってことでしょ？」「むちゃくちゃ高た価かい防霊服を着てるようなもんよね」「白馬にのってないけどぉ、あなた王子様よっ！」「結婚して！」「罪ね！　これ、本当に罪よねっ！」

　少女たちのぎゅ～ぎゅ～攻撃がとまらない。それどころか、しがみついている少女たちのからだをよじのぼり、悠斗の肩や頭に覆おおいかぶさってくる強者こまで出はじめて……、このままでは、女体に埋うもれてしまう。

　そういえば、ルージュがこんなことを言っていた。

　普通の人間が突然変異霊ミユーテストや上位精霊ヴアルゴに長時間密着していれば、霊的な侵食をうけて体調を崩してしまうという。その点、悠ゆう斗とは強力無比な個人結界を常にまとっているため、影響をうけつけない。

　クリスマスローズが言っていたことも、思い出す。

『みゃ～、あなたの霊装アーマー、かなり変わってるわね。霊脊バツクボーンも、霊髄エツセンスまで……』

　つまるところ、人肌のぬくもりに飢えた霊たちは、悠斗に好きなだけ触ることができるというわけだ。

　喜んでもらえるのは嬉うれしいけど、あまり勢いよくこられると……、困ってしまう。

　少女たちが、むぎゅむぎゅ、もにゅもにゅ、べたべたとからだを押しつけ、擦こすりつけ、これでもかと密着させてくる。

「みんなぁ～、落ち着いてぇ～」

　少女たちがつくった壁のむこうから、必死さを滲にじませたタンポポの声が聞こえてきた。が、だれも耳を貸してくれない。

「え～ん、クロ様にぃ～……」

　彼女の声に涙がまじりはじめた。

『クロ様にぃ～……』の続きは？

　タンポポは、悠斗になにかを伝えようとしているのか？　でもまずは、この状況を穏おん便びんにクリアして、それからゆっくりと話を……。

　悠斗がそう考えたとき、小さな〝声〟が聴こえた……………………、ような気がした。

　突然変異霊の少女たちは、相変わらずむぎゅむぎゅむぎゅ～っと大騒ぎしている。タンポポも、すぐそばで涙まじりの声を張りあげている。

　そんな騒々しさの隙すき間まを縫うように聴こえた〝声〟は…………………………、ひより？

　悠斗は、耳に意識を集めた。

　魔ま街がいに入ったあと、身体能力が異常なほどの高まりを見せている。現にいまも、少女たちからぐいぐい押されているのに、からだの軸はふらつかない。両足で、しっかりと地面を踏むことができている。

　その耳が、ひよりの〝声〟を捉えた。

「ちょっとごめん」

　悠斗は、少女たちをしがみつかせたまま歩き出した。

「きゃん、なになに？」「待ってよ、どこいくの？」「いやっ、ここにいてっ！」

　彼女たちの反応に構わず、足を進めた。ひよりの〝声〟がした方向へ、どんどん進む。

「一いちノの瀬せさ～ん、まま、待ってくださ～い」

　タンポポには申し訳ないが、歩みをとめるつもりはなかった。ひよりの〝声〟に、切羽詰まったモノを感じたからだ。

「ほんと、ごめん」

　悠ゆう斗とは、徐々に歩みを速くした。

　少女たちが、ひとり、またひとりと悠斗から離れていく。しつこくしがみついている子は、腕や襟えり首くびをつかんで「ごめん」とやんわり引き剥はがした。

「王子様ぁ、いかないでぇ～！」「待ってぇ」「もっとぎゅってしたぁい！」「ぃや～！」

　別れを惜しんでくれるのは嬉うれしいけど……、悠斗は振りむかなかった。

　腰に抱きついたままくっついていた最後のひとりをやさしく突き放したあと、悠斗は地面を靴底でえぐりとるようにして駆け出した。

〝声〟の残ざん響きようだけを頼りに、疾は走しった。





第五章　迷子でエスケープ




　仲間たちがいるはずの平屋内は、無人だった。

　それを確かめるなり、桜さくらヶが丘おかひよりは五感を最大限まで研ぎ澄まし、可能な限り自らの圏をひろげた。

　通常の武器では傷つけることのできない敵が、すぐに追ってくる。頼りになる仲間はいない。【徒桜あだざくら】は手もとにないし、たとえあったとしても、魂内から〈皇こう魔まの卵〉のカケラを除去しない限り戦闘ではつかえない。

　逃げる。他に選択肢はないだろう。逃げながら仲間をさがすしかない。だが、ここは魔ま街がいだ。目に見えている道や建物の位置関係を信じていたのでは、迷うだけ。

　ひよりは、建物から離れて大通りの真ん中に立った。これで、ミッシャたちがどこから襲いかかってきても、不意を突かれることはないはずだ。

「悠斗っ！」

　大声で叫んだ。意識したワケではないが、最初に彼の名が口から飛び出した。

　続けて声を張りあげた。

「すずめっ！　どこにいるっ!?」

　声を出せば、邪じや悪あくな突然変異霊ミユーテストたちに自分の位置を知らせることになる。が、承知で叫んだ。こうするより他に、仲間たちに危機を知らせる方法を思いつかなかった。

「サイレンっ！　亜あ夢むくんっ！」

　なんの声も返ってこない。

　仲間たちも、もしかしたら窮きゆう地ちに陥っているのかも……、という可能性が頭を過よぎる。

　視界の隅で、人影が動いた。

　五〇メートルも離れていない平屋の中から、ゾロゾロと突然変異霊ミユーテストたちが外に出てきたのだ。全員が、なんらかの武器を手にしている。ミッシャの姿も見えた。

　ひよりは、躊躇ためらうことなく近くの横道に駆け込んだ。


　　　　　　●　●　●



　ひよりの〝声〟が残した空気の震えを嗅ぎとりながら、一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは走った。

　大通りの左から、と思いきや走ってる途中で右に、さらには後ろにと〝声〟の残のこり香がが次々と方向を変えていく。

　そのたび、悠斗はすかさず地面を蹴けってからだのむきを直し、魔ま街がいの入り組んだ空間内を突っ走った。

　必要だと感じたら、迷わず平屋の壁に体当たりして中へ転がり込み、そのまま次の壁を破壊して外へ飛び出した。

　右に左に、と横道へ駆け込んで、何度も大通りに転がり出て、いくつもの壁を突き破って、走って走って走って。

　壁をドガァァァン！　と突き破って大通りに出た直後、

「きゃああああああああああああああああああああああああああぁぁ……………あぅ？」

　これ以上は無理というほど両目を見開いたひよりが、目の前にいた。

「ひよりっ!?」

　悠斗は、両足を地面に擦こすりつけて急ブレーキをかけた。その際、地面に両足首がめり込んでしまったが、すぐに引っこ抜いた。

「ゆ、悠斗？」

　ひよりが、砲弾でも落ちてきたかのような地面に驚きの目を落としたあと、

「びび、びっくりするじゃないか、壁を壊して出てくるなんて……また霊れい街がいのときみたいに超人的な……いや、いま重要なことは……」

　いきなり悠斗が現れたため、頭を整理するのに手間どっているのだろう。言いたいことがまとまらない様子だ。

　なにがあった？　と訊ききたいけど……。

　悠斗は、思わずグビビッとツバを呑のみ込こんだ。

　ひよりのシャツが、細いからだのところどころにピッッッタリと貼りついていたからだ。そのため、控えめな胸のふくらみや、品よく突き出ている先端や、なめらかな腰の曲線などがよくわかった。黒のロングヘアも、頬ほおやアゴや首筋にピッタリと貼りついている。

　どうして、髪がシャツの下に入ってるんだ？

　どうして、髪とシャツが濡ぬれてるんだ？

　どうして、パンツだけなんだ？

　どうして、裸足はだしなんだ？

　どうして？

「んなっ、にゃに見てりゅっ！」

　舌がからまったかのような怒声を発したあと、ひよりの顔が、ボンッ！　と音が聞こえてきそうなほどの勢いで赤くなった。

　シャツの裾を下に引っ張り、懸けん命めいに濡れた青色のパンツを隠そうとしている。が、残念ながら丈が短いため、最下部の逆三角地帯は丸見えだ。もちろん、透明な輝きを放っているふとももも。さらには、裾を下に引っ張ったせいでシャツをますます胸に密着させる結果となり……。かなり扇せん情じよう的てきで……。悪くない。

「い、いや、どうして、そんな格好、してんだ？」

「いいから、下を見ないで、わたしの目を見ろっ！」

　言われるまま、悠ゆう斗とはひよりのきれいな瞳に視線をむけた。うっすらと涙が溜たまっている。でも、思わず、チラッ、と下を……。















「ま、また見たなっ!?　もうっ、あっちをむいてろっ！」

　彼女にグイッと肩を押され、悠ゆう斗とはからだを九〇度ほど横にむけた。それでも、ついつい、横目でチラッと……。

「回れ右っ！」

　グリッと頬ほおを押され、もう九〇度むきを変えられる。計一八〇度。グイッ、グリッと半回転だ。

　すぐにひよりが、悠斗の背に両手を添えてきた。

「心して聞いてくれ」

　言いながら、ぐいぐい押してくる。

　彼女に逆らうことなく、悠斗は押されるまま横道に入った。そうしながら、たずねる。

「なにがあったんだ？」

「ミューテストたちに襲われた。彼女たちは、いまもまだ邪じや悪あくな心を制御できないでいるようだ。お陰で、こんな、は、はしたない格好で逃げ出すハメになった、というわけだ」

「か、格好はともかく……襲われたって、他のみんなは？」

「わからない。情けない話だが、わたしは、悠斗に会うまで迷子になっていた」

「あ、オレも同じ」

「お互い、魔ま街がいは初めてだからな。迷うのも無理はないが……みんなは、どこかに連れ去られたのか、わたしたちと同じように魔街の中を迷っているのか……まずはみんなと合流して、力を合わせてミューテストたちに対抗しなければならない」

「ミューテストみんなが敵じゃないだろ？　オレ、ついさっきまでタンポポって子といたけど……他の子たちとも……」

　みんなにくっつかれ、もみくちゃにされていた。悪い気分じゃなかった、という説明は割かつ愛あいした。

　ひよりに、トンと右肩の後ろを小突かれた。

「信用するな。わたしも、ミッシャというミューテストと、あ～、まぁ、その、なんだ、とにかくいろいろあって、少なくとも最初は敵意を感じなかった。だが、途中で武器を所持したミューテストたちがゾロゾロと現れて、〝狩りをする〟と言い出した」

「狩りって……クリスマスローズは知ってんのか？」

「わたしの浄化を行うための準備にかかりきりで、魔街の隅すみ々ずみにまで気を配れない状態らしい。ミューテストの一部か、あるいは全員が、その隙すきを狙って〝狩り〟を楽しむつもりのようだ」

「全員じゃない、って信じたいな。でも、どうせバレるのに、どうしてそんな……」

「たとえ完全な悪霊に成り下がらなかったとはいえ、彼女たちが堕だ正せい経験体だということは消すことのできない事実だ。邪よこしまな欲求を抑えきれなかったとしても、なんら不思議じゃない。後先のことなど考えてもいないのだろう」

　ひよりの言葉で、悠ゆう斗とはつい先ほどの出来事を思い出した。

　悠斗に群がってきた突然変異霊ミユーテストの少女たちは、まさに無我夢中だった。タンポポがどんなに『落ち着いて』と声を張りあげても、耳を貸そうとさえしなかった。他人を押おし退のけ、それどころか仲間のからだによじのぼってまで、からだをくっつけてこようとした。本能のおもむくまま、といった印象をもったことは確かだ。

　ひよりの言うことは、当たっているのかもしれない。彼女は、腕のいい除霊師クリーナーなのだから。それでも、タンポポのような子もいるから……。

「一度でも堕だ正せいしたら、その邪じや悪あくさと人間への憎悪を消し去るのは至難の業なのだろう」

　ひよりの言葉が、一度刺さるとなかなか抜けないトゲとなり、悠斗の心に突き立った。

　とにかく、と悠斗は急いで着ていたジャケットを脱ぎ、後ろを見ずにひよりへ渡した。

「これ、は？」

「着てくれ。そのままだと、お互い、ちょっと困るだろ」

「あ、ありがとう。それじゃ、遠慮なく借りておく」

　後ろで、ゴソゴソと彼女が動く気配が伝わってくる。すぐに、

「ハハ、やっぱり大きいな」

　振りむくと、両手を胸もとに当てたひよりが、頬ほおをほんのりと紅あかく染めていた。濡ぬれた黒髪は、ジャケットの背に流している。袖そでから出ているのは指先だけだ。肩幅もかなりあまっている。

　ジャケットの裾は、彼女のふとももの中程まできているため、パンツもちゃんと隠れてくれた。足をちょっとでも上げれば、見えるだろうけど……。

　男物のジャケットを着たひよりは、さすがに扇せん情じよう的てきではなくなった。が、可愛かわいらしさが数倍に跳ねあがったような気がして、こんな状況であるにもかかわらず、悠斗は心臓が高鳴るのを感じた。

　悠斗の視線に気づいたひよりが、顔の赤みを増して、

「に、似合ってないことくらい、承知している。こ、滑こつ稽けいだと言いたいんだろ？」

　切れ長の目に拗すねたような色を滲にじませた。

　そんな表情に、ドキッ、と心臓がまた跳ねた。

　そんなこと思ってないよ。それどころか……、と正直な気持ちを伝えようとするよりも早く、ひよりがぷいっと顔を背け、悠斗の横をするりと抜けて細い道の先にむかって歩き出した。

　そんな彼女の背に目をむける。ジャケットにかかる濡れた黒髪。裾から伸びた細く白い足。その他、いろんな部位から滲み出している、桜さくらヶが丘おかひよりという女の子の色気。

　見とれてしまう。

　ひよりが、肩越しにふり返った。

「急いでみんなをさがそう。もしかしたら、危険な目に遭あっているかもしれない」

　言われ、悠ゆう斗とは慌てて気持ちを引きしめた。




　ひよりの〝声〟を聴いたように、亜あ夢むたちもさがし出せないだろうか、と悠斗は意識を集中させてみた。が、〝声〟も聴こえなければ、気配を感じることもできなかった。

　どうやってひよりの〝声〟をつかみとったのか、そしてその残ざん響きようをたどったのか、自分でもよくわからない。

　よくわかっていなかったことを正確に繰り返すことは、たぶんできない。

「わたしが悠斗と合流できたのは、運がよかったということか」

　平屋の壁に背をつけ、大通りの様子を窺うかがっていたひよりが言った。

「運、かなぁ……？」

　悠斗は、軽く息をついた。

　運なんて、よくわからないモノの代表格だから……、それこそ意識的に繰り返すなんてことは不可能だ。

　運が悪かったから、亜夢たちを見つけることができなかった。

　運が悪かったから、仲間たちを救うことができなかった。

　運が悪かったから……。

　運のせいなんかにしたくない。絶対に。

「ヤツらは、クリスマスローズに霊力を抑えられているから、霊気を外にもらさない。だから、位置を探るのが難しいな」

　悠斗は、ひよりの隣に立ち、漆しつ喰くいの壁に寄りかかった。シャツ越しに、ざらついた硬さが伝わってくる。それでも、ちょっと小突けば簡単に壊せるから……。

「オレが暴れたら、クリスマスローズが気づいてくれるかも」

「気づいてもらえなかったときは、どうする？」

「そのまま暴れ続けて、魔ま街がい中の建物をぶっ壊す………なんてことやったら、クリスマスローズが激怒するかな？」

「ふと思ったんだが、クリスマスローズは、本当に味方なのか？」

　ひよりが、ぎゅっと細い眉を寄せた。

「疑ってんのか？」

「ここは彼女がつくり出した結界街だ。いくら他のことに意識をとられているとはいえ、ミューテストが武器をもって一カ所に集まってるんだぞ。気がつかないなんて、おかしいとは思わないか？　それに悠斗、キミはさっき建物の壁を壊したじゃないか。インモータルのヴァルゴなら、騒ぎに気づいてもいいはずだ」

「〈皇こう魔まの卵〉ってヤツの除去準備が、それだけ大変なのかも」

「………かもしれないな。現状では、なにを考えても推測の域を出そうにない」

「オレが暴れてみれば、いろいろ見えてくるだろ」

　ひよりが、不意に目を伏せた。彼女の全身から、何割かの力が抜け落ちてしまったかのように見える。

「どうした？」と悠ゆう斗とはひよりの顔を覗のぞき込んだ。

　彼女の長いまつげが、わずかに震えた。

「わたしが、スペードに噛かまれさえしなければ、魔ま街がいに入ることもなかった」

　聞いて、悠斗はすぐに壁から離れた。そしてひよりの前に回り、彼女を正面から見つめた。表情が強こわ張ばらないように意識する。

「もう魔街に入ってるから、原因をあれこれ言ってもはじまらないだろ？」

　ひよりが、申し訳なさそうに目をあげた。

「だが、わたしが悠斗たちを巻き込んだ、という事実は変わらない」

「原因も事実も、いまはいいって。これからなにをするのか、ってことが大切だろ？」

「悠斗は、暴れるつもりのようだが……ヤツらがそれを許してくれると思うのか？」

「許してもらえなくても、意地で暴れてやるさ。ひよりも知ってるだろ。オレ、霊域に入ると、自分でもよくわからないうちにパワーアップするから。大丈夫だって」

　悠斗はおどけたように右肘をグッと曲げ、力こぶをつくった。長なが袖そでのシャツを着ているため、二の腕の筋肉がどれだけ盛りあがっているのか、自分でもよくわからない。

　ひよりが右腕を伸ばし、悠斗の胸にてのひらを押し当てた。

「戦えば、圧倒的に不利なんだぞ？　通常の武器では、ミューテストと互角に渡り合うことはできない。ヤツらは壁を抜けることだってできるんだ」

「オレ、霊体をぶん殴れるぞ」

「だからといって、からだが鋼はがねになるわけじゃないだろう？　ヤツらは原始的なつくりではあっても、殺傷力のある武器をもっていた。斬きられたり、刺されたりしたら、痛いじゃすまされないんだぞ？」

「壁をぶっ壊しても、たいして痛くなかったけどな……」

「たとえば、わたしでも紙を破ることくらいはできる。紙でつくった壁も、余程ぶ厚くない限り、破壊することができるだろう。紙は、決して強くない。だが、人間のからだは、紙一枚で切り裂くことも可能だ。紙を尖とがらせて目を突けば、視力を奪うことだってできるんだぞ」

「考えると、なんだか痛くなってくるな」

「ちゃかすな。わたしは、悠斗がひとりで暴れるのは危険だと言ってるんだ」

「じゃあ、どうすれば……」

「助けを呼ぶために、いますぐ第三魔ま街がいから出るべきだ」

「どうやって？　出口の場所、わからないぞ」

　ひよりにグッと胸を押され、悠ゆう斗とは半歩だけ後ろに下がった。

「逃げ続けながら暴れる。ミューテストたちとは、決して戦わない。出口を見つけたときは、迷わず外に出て助けを呼びにいく。いまは、これしか方法を思いつかない」

「出口を見つけたら、外に出るのか？　亜あ夢むや、他のみんなは？」

　置いていく？　助けを呼びにいっている間に、もし、万が一、なにかあったら……。

　ひよりの目が、怒りとも悲しみともつかない光を宿した。

「悠斗、よく聞け。逃げることは恥じゃない。頭数は、むこうがずっと上。土と地ち鑑かんも、むこうにある。勝率が低すぎる戦いは避けるべきだ。仲間を助けるためにも、生き延びることを最優先に考えろ」

　悠斗は、下唇を噛かみしめた。

　頭ではわかってる。でも、理屈じゃない。逃げたら、自分は助かるかもしれない。霊れい障しよう対たい策さく部ぶの部隊を引き連れ、戻ってこれるかもしれない。でも……。

　手遅れだったら？

　とり返しのつかないことになったら？

　亜夢の笑顔が、くっきりと脳裏に浮かびあがった。自分の命よりも大切な妹を、そして大切な仲間たちを、危険な魔街に残していけるワケがない。

　悠斗は、ひよりの目を真まっ直すぐに見た。

「出口が見つかったら、ひよりだけ逃げろ。オレは……」

「悠斗もいっしょに出るべきだ。ひとりで魔街に残ったところで……」

「助けを呼びにいくのは、ひよりだけで十分だろ。オレは、亜夢たちを……」

「だったら、悠斗が外に出ろ。みんなをさがす役目は、わたしが……」

「オレがさがす！　オレのほうが……」

「魔街に入った責任は、わたしに……」

　互いに最後まで言わせず、顔と顔を突き合わせるようにして言い合った。

「オレが！」

「わたしが！」

「もぉ[image: ][image: ]いぃ[image: ][image: ]かぁ[image: ][image: ]い？」

　のんびりとした声に、無理やり視線を引っ張られた。

　横道の先、漆しつ喰くいの壁に少女の首がくっついていた。黒ずんだ紅あかい瞳が、笑みのかたちに歪ゆがんでいる。

「狩り、はじめちゃうぞ？　もう一〇分以上経たったしね。んん？　ひとり増えてるみたいだけど、ま、いっか」

「悠ゆう斗と、逃げ……」

　ひよりが、大通りにむかって駆け出した。そのとき、彼女が直前まで立っていた地面に、ドガッ！　と棍こん棒ぼうが叩たたきつけられた。壁から、いきなり打ち下ろされたのだ。続けて、棍棒を握った腕、そして少女の上体が現れた。

「あ～、外れちゃったぁ～」

　彼女が、ペロッと小さな舌を出した。

　いきなりだった。悠斗は、ガゴッ！　と後頭部を拳の内側で殴られたかのような痛みを覚えた。重々しい音のわりには、たいした衝撃を感じない。

「悠斗っ!?」

　悲鳴にも似たひよりの声に続いて、

「うわ～、なによこの石頭」

　ふり返ると、すぐ後ろに棍棒をもった少女が立っていた。赤目が、大きく見開かれている。十分に拳が届く間合いだけど……。

　殴り飛ばす？　女の子を？　相手は元悪霊だ。いまの攻撃が、悠斗ではなくひよりに加えられたものだったら？　いま、ひよりを守れるのは自分だけ。だから……。

　悠斗は、右手の五指を固めて振りあげた。

　爆風パンチを……、

「ひゃ!?」

　目を閉じて身を縮めた少女を前にして、拳を叩たたき込こむことができなかった。

「あそこにいたぁ！　いけぇっ！」

　裏道の先から、わらわらと少女たちが現れた。刃物をもっている者が何人もいる。

「悠斗、逃げるぞっ！」

　ひよりの言葉に従って、悠斗はとっさに目の前の少女から棍棒を奪いとり、それをもって走り出した。


　　　　　　●　●　●



　九く十じゆう九く里り浜はま九く九く命みは、自らの意識を移し換えた新作アバターを操り、第三魔ま街がいに足を踏み入れた。

　隣にいるコメディが、

「きがいっぱ～い」

　嬉うれしそうに周りを見回しながら、無防備に両腕をひろげた。左が鮮紅色スカーレツト、右が灰色グレーの瞳は、遠足にきた子どものように輝いている。

　アバター越しの視界に捉えることができた景色は、鬱うつ蒼そうとした密林だった。まるで熱帯のジャングルだ。アバターの感覚器では、気温や湿気などを感じとることができないため、体感としての感想はあまりない。

『コメディ、いくわよ』

　自分の声をコンマ数秒遅れで聞きながら、九く九く命みはアバターの足を魔ま街がいの入口へ進めた。大きな二本の石柱が目印だと聞いている。

　アバターに着せている牛革の真っ赤なジャケット、その左ひだり袖そでをつかんだコメディが、「はぁ～い！」と元気な返事をする。

　アバターの視線を動かすと、二本の柱のむこう側に一〇体の少女たちがいた。みんなこちらを見ている。

　九九命は、お構いなしに足を進めた。

　いま操っている新作アバターは、魔ま神じんを捕獲するため特別に開発したものだ。名前はウイスキーダブル。そのへんの突然変異霊ミユーテストが何体かかってきても大丈夫。九九命印の絶品義体だ。なによりも、コメディがいる。第三魔街の主、クリスマスローズという神仙格インモータルの上位精霊ヴアルゴが出てきても問題はない。

　九九命は、迷うことなくウイスキーダブルの足を進めた。

　腰を左右に揺らしながら、色っぽく歩くように設定している。女は戦うときも優ゆう雅がに、そして知的に、あらゆる角度からの美を意識しなければならないのだから。金髪のロングヘアも、微風でなびくよう可能な限り摩ま擦さつをとり除き、かつ軽量化にも心を配っている。

　九九命は、堂々かつ美々しく石柱の間を通り抜け、魔街の中へ入った。

　たとえ神仙格の上位精霊がつくり出した結界であっても、穢けがれていない者ならば素通りできる。アバターは道具であり、コメディは人間に成り立ての穢れなき乙女だ。

　それでも、魔街を出るときにコメディが少々手間どるかもしれないから……、その際の対処法は彼女にしっかりと言い聞かせてある。

　結界を霊力ちから任せに引き裂けばいい、と。

　着物姿の少女たちが、行く手を塞ふさぐように集まってきた。その中の一体が、

「なんのご用でしょうか？」

　黄緑色のロングヘアに剣けん呑のんな光をまとったまま、やんわりとたずねてきた。言葉づかいは丁寧でも、警戒心を隠す気はないようだ。

　他の突然変異霊たちも、視線を尖とがらせている。いや、コメディに言いようのない怖おぞ気けを感じているのだろう。

　コメディは、霊も悪霊も見境なく喰くらっていた悪あく食じきのスペードが、狂気と情熱の狭はざ間までつくりあげた芸術品にんげんだ。

　格の低い霊なら、この鬼き造ぞう人にん間げんの左目を見ただけで魂が萎しおれてしまう。彼女の瞳は、それほどまでに素敵な禍まが々まがしさをもっている。

『ジャマね』

　九九命は、突然変異霊の少女たちをザッと見回した。

　このまま直進すれば、彼女たちとぶつかる。霊の手で、ウイスキーダブルをベタベタ触られたくない。

「そこで、と、とまってください。それ以上、近づいたら……」

　という言葉は、もちろん聞き流す。

『コメディ、ルート６６６よ』

「は～い、おねえちゃん」




　数秒後、一体だけ残った突然変異霊ミユーテストの少女に、九く九く命みはウイスキーダブルの美しい顔を近づけた。測定距離一三センチ。ジリ、ジリ、と一〇センチまで接近。

　少女の顔にかかった黄緑色の前髪、その一本一本まで鮮明に捉えることができる。まつげの細かな震えも逃さない。

『あなた、ウンがいいわね』

　少女は腰を抜かして地面に座り込んだまま、下唇をふるふる震わせているだけでなにもこたえない。

　黄泉孔道ルート６６６を目まの当あたりにし、仲間たちが悲鳴もろとも呑のみ込こまれていく様を為なす術すべもなく見ているしかなかったのだから、それも当然か。彼女自身も、一歩間違えば冥めい界かいへの片道キップを切られていた。往復キップもあるけど、そこはナイショにしておく。

　一体だけ残したのには、ワケがある。

　九九命は、ウイスキーダブルの整った唇、その両端をキリキリキリとつりあげた。このアバターは、表情を変えることもできるのだ。この機能には強くこだわった。美しさに微笑ほほえみは欠かせない。

　隣で、コメディも明るい笑みを浮かべている。

　突然変異霊の少女は、頬ほおを強こわ張ばらせたままだけど……、構わず言った。

『あなた、魔ま街がいから出てジユウになりたくない？』


　　　　　　●　●　●



　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、ひよりといっしょに大通りから横道へ、そこから壁を壊して平屋の中へ、そしてドアから外へ、そしてまた……、と闇雲に走り続けた。

　仲間がどこにいるのかわからない。出口の場所もわからない。クリスマスローズが助けてくれる保証もない。

　とにかく、いまは逃げ続けるしか………、でも、いつまで体力がもつのだろう。

　悠斗には、そんな不安があった。

　突然変異霊たちは、決して疲れない。霊的な傷でも負わない限り、不眠不休で動き続けることができる。

　体力が尽きるのが先か、状況を打開する決め手を見つけるのが先か。

　悠ゆう斗とは、突然変異霊ミユーテストの少女から奪った棍こん棒ぼうをひよりに渡した。せめて、武器になるモノをもっていたほうがいいと思ったからだ。

　後ろから、何人もの少女たちが凶器を携たずさえて追ってくる。着物の裾をはだけさせ、足もあらわにして。横の道や漆しつ喰くいの壁からも、いきなり飛び出してくる。前からだって襲われた。

　接近してきた少女のほとんどを、悠斗は突き飛ばし、着物の袖そでや襟えりもとをつかんで放ほうり投げた。こんな状況であっても、やはり殴りつけることには躊躇ためらいがあったから、五指は常に開いた状態だ。

　悠斗はとにかく、ひよりを守るため前後左右に動き回った。彼女には、ひと筋の傷さえつけさせたくない。

　突然変異霊の少女たちは、狩りやすいと判断したのだろうか、ひよりばかりを狙っている。だれも悠斗には仕掛けてこない。

　足をとめたら囲まれる。囲まれたら、四方から襲いかかってこられる。そうなれば、悠斗はともかく、ひよりはアウトだ。

　悠斗が全力で周りの少女たちを蹴け散ちらしても、たった一本の刃物がひよりに致命傷を与えれば、そこで終わりとなる。

　だから、走り続けなければならない。

「ひより、大丈夫か？」

「心配ない。まだまだ、いけるっ！」

　走りながら、ときどき声をかけ合った。

　突然変異霊の少女たちは、狩りを楽しんでいるのだろう。マラソンをするようなスピードで追ってくる。全力ダッシュで走っても、問題はないはずなのに……、すぐに終わらせたらつまらない、ということなのだろうか。

　そんな中、悠斗はわずかも乱れない自分の呼吸に気づいていた。そして、隣を走るひよりの荒い息づかいも。

　いざとなったら自分が追っ手を引きうけ、ひよりを逃がして……、いや、彼女と離れたら、危険から守ってあげられない。

「っ!?」

　突然、ひとりの少女が、左斜め前方の横道から駆け出してきた。

　悠斗は、ほんの少しだけ足に力を込め、ふわっとひよりの前に出た。

　少女が、真っ赤な瞳に怒りを宿し、

「てめぇっ、邪じや魔まなんだよっ！」

　乱暴な言葉とともに、手にした石のナイフを突き出してきた。

　悠斗は、冷静にその手を払うなり、少女の襟えり首くびを鷲わしづかみにした。そして走ってきた彼女の勢いを殺すことなく、くるっとからだを回転させ、〝ごめんな〟という気持ちを込めて後ろに放ほうり投げた。イメージはハンマー投げだ。

「んきゃ──っ!?」

　少女が、くるくる回転しながら飛んでいく。言葉は荒かったが、悲鳴は可愛かわいらしい。

　そこでふと、あるモノが目にとまった。

　横道に入る手前。地面にできた………、足形。

「ひより、こっちだっ！」

「ゆ、悠ゆう斗とっ!?」

　驚いた様子ながら、ひよりはなんの質問も口にすることなくついてきてくれた。

　左右の壁に気を配りながら、走った。そして、横道の出口にまた足形を見つけ、悠斗は内心で拳を握りしめた。

「今度はこっちだ！」

　足形のつま先がむいた方向へ、勢いよく曲がった。




　自分の足形をたどり、悠斗はとにかく走った。

　ひよりを決して引き離さないよう、彼女の呼吸に気をつかいながら走った。

　足形ばかりに気をとられることなく、突然変異霊ミユーテストの少女たちがいつ襲いかかってきてもいいよう、周囲に気を配ることも忘れない。

　後ろからは、つかず離れずの距離を保ったまま、多くの少女たちがついてくる。

　同じような場所を何度も通過し、襲いかかってきた少女たちを投げ飛ばし、ひよりを守りながら走り続けた。

　ひよりも、懸けん命めいについてきてくれた。さすがの彼女も、呼吸の乱れが激しくなってきた。だが、決して弱音を吐くことはなかった。汗だくになっても走り続けてくれた。

　そしてとうとう、目的の場所にたどり着いた。それでも、走る速度はゆるめない。

「ここ、は？」

　汗で顔に貼りついていた黒髪を払いながら、ひよりが大通りの先へ目をむけた。

　道の左右には、繰り返し繰り返しうんざりするほど目にしてきた平屋が、いまもなおズラ───ッと建ちならんでいる。

　だが、二点だけ他と違うところがあった。

　ひとつめの点は、ドアに横木が打ちつけられ、開かないようになっているところ。

　もうひとつの点は、ドアにお札ふだのようなモノが貼られている、というところ。

　そんな平屋が、何軒も何軒も軒を連ねている。

「ここに、まだ正気をとり戻していないミューテストが閉じ込められてる。迷ってるとき偶然見つけたんだ」

「なるほど。敵の敵は、味方、というワケか」

「そういうこと。あの札ふだが、壁の通り抜けを邪じや魔ましてるんだ」

　丁寧に剥はがしてる暇はない。

　だから悠ゆう斗とは、平屋に駆け寄るなり、お札の上からドアを殴りつけた。ドアが拳大に陥かん没ぼつすれば当然、お札も無事ではすまない。

　後ろから、少女たちの声が聞こえてきた。

「ぅおわっ、アイツ、むちゃくちゃしてるっ！」「とめなきゃ！」「パスト出すなんて、あんた正気っ!?」「やめてぇ──っ！」「パストって、手加減ナシで噛かむのよっ！」

　耳を貸さず、次々と扉を殴りつけていく。

　五軒のドアを殴りつけたところで、瞬またたく間まに追いついてきた少女たちが、必死の形ぎよう相そうで悠斗につかみかかってきた。そのとき、

「ぐぉらぁ───っ！　てめぇらぁ───っ、ぶっ殺してやるぅ─────んがぁっ！」

　平屋の壁から、あからさまに悪わる者もの面づらをした少女が、絶叫とともに飛び出してきた。穢けがれをたっぷりと残した、少女たち曰いわく〝過去世パスト〟の登場だ。身につけている着物はよれよれで、着崩しているというより、ほとんど脱げかかっている。

「ぬぅぅぅるぅぅぅぬるうぅぅぅっ！　大激怒ぉぉぉ！」と二人めも姿を現した。

「θνμστυっ！　ΘΨΧψφぃぃ！」三人めも転がり出てきた。彼女の叫びは、言葉にさえなっていない。

「ゲシャシャシャァ───ッ！　支離滅裂ぅっ！」と四人め。

「黒板に爪立てて引ひっ掻かきまくりぃっ！」と五人めの過去世も、平屋から出てきた。

　全員が、一瞬の躊躇ためらいも見せることなく、突然変異霊ミユーテストの少女たちに爪と歯を剥むいて突っ込んでいく。

　少女たちの動きが乱れた隙すきを突き、悠斗は大通りを横ぎり、むかいの平屋へ突進した。そしてまた、たて続けに五つのドアを殴りつけてお札の効力を断った。

「てめぇ──っ、ふざけんなっ！　常識で考えろっ！　魂タマ引っこ抜くぞコラ──っ！」

　少女と過去世たちが入り乱れる中から、そんな叫びが聞こえてきた。どちら側の子が口にしたものなのかわからない。だれにむけられているのかも。

　悠斗が新たにお札を破壊した平屋から、また五人の過去世たちが現れ、なんだか楽しそうに混戦へ突撃していく。

　入れ替わりに、ひよりが肩で大きく息をつきながら駆け寄ってきた。

　怒りを押し殺したような表情で、少女と過去世たちの乱闘に目をむけている。

「ひより、いまのうちに……」




　一〇人の過去世たちを解放したあと、悠斗とひよりはその区画を離れた。調子にのって大勢を解放すれば、後々面倒なことになりかねない。自分たちに攻撃の矛ほこ先さきがむけられる、ということも十分に考えられる。

　周囲に突然変異霊ミユーテストたちの姿や影がないことを確かめたあと、悠ゆう斗ととひよりは一軒の平屋に入った。

　幅、およそ五メートル。奥行き、八メートルほど。正方形の窓が奥の壁にひとつ。窓のむこうに見えるのは、鬱うつ蒼そうと繁しげる森。逃げているときに何度も通った。どの部屋も同じ間どりだ。窓を破って外に出た途と端たん、見えていた森が消える。そのこともわかってる。

　悠斗とひよりは、四方どこから襲われても素早く反応できるように、家具がひとつも置かれていない部屋の中央で身を寄せた。

　ひよりを休ませなければならない。

　彼女はいま、とても苦しそうに荒く浅い呼吸を繰り返している。乱れきった息を整えることに必死、といった様子だ。

　そんなひよりを見ていて、悠斗は歯は噛がみした。

　このまま逃げ続けているだけでは、じきに彼女の体力も底を突くだろう。

　どうすれば……。

　ひよりが、徐々に息を整えていく。一流の除霊師クリーナーなだけあって、回復が早い。

　悠斗は、拳を握りしめた。

　彼女のからだには、見たところたいした傷はないようだ。それこそ、運がよかったのだろう。でも、もし、突然変異霊たちが本気で狩りをはじめたら……、こちらも躊躇ためらわずに爆風パンチを……。それでも、いっせいに攻撃されたら、守りきれるかどうか……。

「ふうぅぅ、もう大丈夫だ」

　ひよりが、大きく息を吐いた。彼女の額にはまだ、汗の粒が浮かんでいる。それでも、瞳の力は衰えていない。

　頬ほおや耳に貼りついていた黒髪を横に払いながら、ひよりが自らのからだを見回した。

「ミューテストの群れを相手に、この程度ですんでるなんて、まさに奇跡と言っていい。悠斗がいてくれたお陰だな」

「いや、そんなことは……」

　貸したジャケットには、ところどころに引ひっ掻かき傷きずができていた。が、それだけだ。どれも、彼女の肌に直接届く攻撃ではなかったことを意味している。

「まあ、炎えん龍りゆうのお陰で、かすり傷くらいならすぐに治るから……」

　ひよりが、くりっと腰をひねり、こちらに背を見せた。途端、

「うっ!?」

　悠斗は、クピッとツバを呑のみ込こんだ。

　ジャケットの背が、右の肩けん甲こう骨こつあたりから尾びてい骨こつ付近まで、斜めにスパッと切り裂かれていたからだ。裂け目から見えたのは、もちろん彼女の背に貼りついた白いシャツと尻の丸みを包み込んでいる青いパンツで……。黒髪はうまいこと切られていないようだし、肌にも傷はないようだ。まさに神かみ憑がかり的な切り口、というべきか。

「ん？　なんだ？」

　ひよりが首を回して、自分の背に手をやった。そして、裂け目に気づき、

「あっ!?　みみ、見たなっ!?」

　慌てて悠ゆう斗とにむき直った。彼女の頬ほおが、じんわりと紅あかくなっていく。

　見たというか、見せられたというか……。とっさにうまい言葉が出てこない。

　顔を紅くしたままのひよりが、

「………服、ダメにしてしまったな」

　申し訳なさそうに顔を伏せた。

「服なんかいいって」

　悠斗は、青いパンツの衝撃から気をとり直し、言葉を続けた。

「それより、これから……」

「どうするかを決めないとな」

　ひよりも、表情を引きしめている。

　これだけ騒いでいるのに、クリスマスローズは現れない。仲間たちの居場所もわからない。出口への道順も不明。

　悠斗は、先の見えない不安を踏み潰しながら考えた。

「とにかく、なんとか時間を稼ぐしか……」

　口から出てきたのは、いままでと同じ、助けを待つ側としてなにをすべきか、という視点からの意見だった。つまり、今後も体力が続く限り、そして出口が見つかるまで逃げ続ける、ということだ。

　正直なところ、後ろむきな作戦だと思ってる。でも、他に方法がない。

　戦うにしても、いまのひよりは丸裸も同然だ。【徒桜あだざくら】がない。あっても炎ほのおの刀身をつくり出せない。突然変異霊ミユーテストのからだをつかむことができない。手にした棍こん棒ぼうを打ちつけることさえできない。

　下手に反撃すれば、返り討ちにあうのが目に見えている。悠斗がカバーするにも限界があるだろう。

　突然変異霊たちは、悠斗にはほとんどむかってこない。ひよりばかりを集中的に攻撃している。しかも、恐怖心がふくらんでいくのを楽しんでいるかのように、じわじわと攻めてくる。致命的となる一撃を加えてこないのは、絶対にわざとだ。

　いつでも殺やれる、という自信があるのだろうか？　人間が苦しむ姿を楽しんでいるのだろうか？　あるいは、彼女たちの中に〝トドメを刺す〟ために必要な条件やルールのようなものがあるのだろうか？

　なにもわからない。だから、現状では〝逃げる〟という選択肢しか……。

「いざとなったら、炎えん龍りゆうを解放する」

　ひよりが、とうとつに口を開いた。

　悠ゆう斗とは、知らず落ちていた視線を引きあげた。彼女の澄んだ瞳には、わずかな硬さもなかった。

「炎龍って、【徒桜あだざくら】がなくても解放できんのか？」

「方法がある」

　ひよりが、右手に握った棍こん棒ぼうを、ポンと左手に打ちつけた。彼女の瞳には、なんの気負いも感じられない。

「わたしのからだそのものを〝徒桜〟にすれば、ミューテストに攻撃を加えることが可能になる」

「お、おい、そんなことして大丈夫なのか？」

「ふふ、死にはしない。ただ……」

　言葉尻を濁にごした瞬間だけ、ひよりの表情がわずかに曇った。だがすぐに、唇の両端が上むきになる。

　いやな予感がした。が、ひよりの目はもう、心を決めた者だけがもつ、確かな光を宿していたから……、悠斗はなんの言葉も口にできないまま、彼女が続けた言葉を聞いた。

「霊れい具ぐを使用せず、体表から炎龍の力を放出すれば、全身の霊れい流りゆうがズタズタになってしまうだろうな」

「ズタズタって……」

「心配するな。二度とクリーナーとして戦うことができなくなるが……………代だい償しようは、それだけですむ」

「ちょっと待て。そこまでしなくてもいいだろ。ひよりは、クリーナーの仕事が好きなんだろ？　仕事に誇りをもってんだろ？　せっかくがんばって就いた仕事なのに……」

「もちろん、ギリギリまでそんな方法をとるつもりはない。だが、いま現在、わたしは悠斗の足手まといになっている。わたしのせいで、キミまで危険にさらしたくないんだ」

「オレのことはいいって。足手まといとか、思ってないから。本当に……」

「このままずっと出口が見つからず、みんなの所在もわからず、クリスマスローズも助けにきてくれなかったら、どうするつもりだ？　悠斗はよくても、わたしの体力は無限じゃないぞ？　それにヤツらは、わたしに的を絞ってる。だから、最後の最後になったら、思い知らせてやるつもりだ」

　ひよりの瞳、そのずっと奥に秘められた想おもいをつかむため、悠斗は唇を引き結んで彼女の視線をうけとめた。

　ひよりが、逃げるようにうつむいた。

　悠ゆう斗とは、ここで感づいた。

　彼女は……、すべてを話していない。

「なぁ、ひより、正直にこたえてくれ。〝徒桜あだざくら〟をつかわないで炎えん龍りゆうを解放したら、クリーナーをやめるだけじゃすまないんだろ？」

　彼女の長いまつげが、ピクッと動いた。だが、顔をあげてくれない。

　悠斗は、からだの芯が熱をもってきたことを自覚しつつ、しゃべり続けた。

「ひよりが走れなくなったら、オレが背負って走るから。いまのオレなら、そのくらい楽勝だから。な、だから……」

　ひよりが、ゆるりと顔をあげた。切れ長の目には、決意の色があった。

「わたしはクリーナーだ。悠斗が言った通り、仕事には誇りをもっている。だからこそ、キミや仲間たちを巻き込んでしまったことに責任を感じているんだ。ひとりのクリーナーとして、ケジメをつけなければならない」

「いまは、ケジメなんて言ってるときじゃないだろ？」

「自分のせいで仲間を危険にさらして、その責任もとらずに逃げ回って、それで助かったとしても、わたしは、この先、一生、仕事に誇りがもてなくなる。わたしは、命を棄てることになっても、誇りあるクリーナーであり続けたい。悠斗、キミだけには、どうか、この気持ちをわかってほしい」

　言い返せなかった。

　自分の中には、いまのひよりを説得できるだけの言葉はない。彼女の瞳から〝除霊師クリーナーの誇り〟をとり除く術すべを知らない。

　踏みつけても踏みつけても、不安はなくならない。それどころか、どんどん大きくなっていく。どうすればいい？

　決意を固めた女の子が、いま、目の前にいる。

　自分は？　命懸がけの決意で自分を見つめている女の子に、どんなこたえを返せるんだ？

「オレ、は……」

　消せない不安を、消そうとする努力は無意味。だったら……。

　悠斗は意を決し、そんな不安を丸ごと掻かき抱いだいた。消せないのなら、いっそのこと自分の一部としてとり込もう。

　ひよりと視線をぶつけた。

　悠斗は、腹を決めた。どんなことがあっても、彼女を守り抜こう。たとえ命を棄てることになっても。

　悠斗は、ひよりにむかって小さくうなずいた。

　ひよりが、澄みきった湖面を連想させるような笑みを浮かべた。

　このような状況でもきれいに微笑ほほえむことができる彼女を、悠ゆう斗とはまぶしく感じた。

「っ!?」

　いきなりだった。

「突撃ぃ──っ！」「いっけ──っ！」「ひゃっほぉ──っ！」「き──────ん！」

　数人の突然変異霊ミユーテストたちが壁から駆け込んできた。と気づいて身構えたときにはもう、彼女たちの勢いに呑のみ込こまれ、ひよりがドアまで押しやられていた。

「悠斗っ！」

「ひよりっ！」

　悠斗は、そばの少女たちを突き飛ばしてひよりに駆け寄り、手を伸ばした。が、届かず、目の前でドアを閉められてしまった。

　それでも勢いのまま肩からドアにぶつかり、突き破って外へ転がり出た。そして、すぐに周囲を見回し……。

　おい……。

　大通りには、だれもいなかった。

　すぐさま平屋の中へ戻った。

　突然変異霊たちの姿は、ひとり残らず消えていた。





第六章　カケラのゆくえ




　少女たちによって平屋から押し出された桜さくらヶが丘おかひよりは、しっかりと握りしめていた棍こん棒ぼうを手放し、内に秘めていた覚悟とむき合った。

　この身を霊炎ほのおの中へ投げ込むことで、一体でも多くの突然変異霊たちを道連れにしてやろう。逃げるな。迷うな。怖おそれるな。除霊師クリーナーであるために、なすべきことをなせ！　と自らを叱しつ咤たした。

　だが、少女たちはすぐにひよりから距離をとった。

　炎えん龍りゆうの波動でも察知したのだろうか？

　ひよりは、油断なく周囲を見回した。後ろは平屋のドア。残り三方では、突然変異霊たちが半円をつくるようにして身を寄せ合っている。数は五〇体ほど。全員が武器を手にしている。

　下手な駆け引きなどせず、ひよりは素早くドアに駆け寄った。

　戦うなら、彼といっしょに……、最後のときは、彼のそばで……。

　ドアを開け放ち、見た。

　悠斗の姿は、どこにもない。

　確かめるなり、再び敵にむき直る。

　虚脱と絶望が乾ききった風のように吹き抜けたあと、清すが々すがしいほどの気持ちよさがからだの中を駆け巡る。

　独り、戦いのうちに果てる。これもまた好し。

　ひよりはすぐさま、借りていたジャケットを脱ぎ捨てた。少しでも身を軽くして、一体でも多くの敵を道連れに……、と思ったときだった。

　突然変異霊ミユーテストの少女たちが左右に寄り、中央に道をつくった。

　そこから歩み出てきたのは、ランドセルを背負った………、クリスマスローズだった。

　やっと助けにきてくれたのか？

「みゃ～、ごめんなさいね」

　クリスマスローズの第一声で、ひよりはホッと息をついた。助かった、と気持ちの張りをゆるめる。

「みんなは？」

　気になっていたことをたずねた。

「ごめんなさい」

「？」

　なぜ謝る？　まさか……、自分や悠ゆう斗とと同じように狙われて……。

「わたしが狩っちゃったの」

「え？」

　一瞬、クリスマスローズがなにを言っているのか、わからなかった。

　わたしが狩っちゃったの、という言葉を頭の中で数回繰り返しても、理解できなかった。いや、理解したくなかった。

「我慢できなくなっちゃったの。ほんと、ごめんなさい」

　クリスマスローズが、うっすらと笑った。
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　一いちノの瀬せ悠斗は、がむしゃらに大通りを走った。横道にも飛び込んだ。ときどきドアを蹴け破やぶって、中にだれかいないか確かめた。走りながら、大声でひよりを呼んだ。亜あ夢むの名前も叫んだ。すずめとルージュにも呼びかけた。

　なんのこたえも返ってこない。

　ひよりが、目の前で連れていかれた。守ってやれなかった。彼女はいま頃、ひどい目に遭あっているかもしれない。そう思うと、全身の肌を掻かきむしられるかのような怒りと苛いら立だちを覚えた。

「一ノ瀬さんっ！」

　声に、悠斗は両足で地面を掘り返すようにしてブレーキをかけた。

　通りすぎた横道から現れたのは、タンポポだった。黄緑色のロングヘアをゆらしながら、悠ゆう斗とに駆け寄ってくる。

「よかった。やっと見つけたぁ」

「タンポポ、いったい、いま魔ま街がいでなにが起こってんだ？」

　悠斗は急せく気持ちを抑え、彼女にたずねた。

「あ、あのですね……」

　口を開いたタンポポの言葉は、

「パストたちを外に出すなんて、よくもやってくれたわね！」「噛かまれたじゃない！」「あの子たちって、呪菌バチルスだらけなのよっ！」「もうっ、また浄化期間が伸びちゃったわ！」「閉じ込めるの、すっごく大変だったのよ！」「責任とって魔街で暮らしなさいよね！」「こうなったら、もうアレしかないわね！　アレって、もちろん結婚のことよ」

　いくつかの怒声に遮られた。

　近くの平屋から、ゾロゾロと突然変異霊ミユーテストの少女たちが姿を現した。武器こそもっていないものの、みんな不ふ機き嫌げんそうな顔だ。

　その中で、もっとも機嫌が悪そうな表情をしたミッシャが、つかつかと悠斗に歩みよってきた。そして、

「お前、ぼくたちとこい」

　命令口調でそう言った。

「オレの仲間はどこだ？」

　いく、いかないという返事の前に、仲間たちの安否を確認したかった。こたえ次第では、ここで大暴れしてやるつもりだ。

「お前の仲間など、ぼくの知ったことじゃない。早くこい」

「あと一回だけ訊きくぞ？　オレの仲間は、どこだ？」

　悠斗は、声に力を込めた。

　ミッシャの眉み間けんに、さらなるシワが刻まれた。

　視線がぶつかり、見えない火花が散る。

　追われてる最中は、ひよりを守ることを優先したため、踏みとどまって反撃しようとはしなかった。が、いまは違う。とことんやれる。

　張り詰めた空気をやんわりと払ったのは、タンポポだった。

「ミッシャったら、そんな言い方したら、一いちノの瀬せさんに失礼よ」

「ぼくは、クロっちに言われた通りにやってるだけだ」

「クロ様って、大おお雑ざつ把ぱな指示しかなさらないから、あとは個々人で考えて動かないと。とにかく、一ノ瀬さんに失礼なことはしちゃいけないと思うわ」

「コイツは人間だ。魔街とは、なんの関係もないヤツだ」

「もう、そんな冷たいこと言わないで……」

　タンポポが、どこか寂しそうに微笑ほほえんだあと、悠ゆう斗とに目をむけてきた。

「あの、一いちノの瀬せさん。とにかく、ミッシャの言う通りにしてもらえますか？」

　悠斗は、ミッシャとタンポポの会話を聞いていて、嫌な気持ちがふくれあがっていくのを感じた。

　クロっち……、クロ様……、クリスマスローズ。もしかして彼女は、突然変異霊ミユーテストの少女たちがひよりを襲っていることを知っているのか？　だとしたら、なぜとめない？

「おい、どういうことなんだ？」

　悠斗の問いに、ミッシャとタンポポが顔を見合わせた。

　すぐに悠斗へ目を戻したタンポポが、可愛かわいらしく微笑んだ。

「一ノ瀬さん、死んでください」
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　桜さくらヶが丘おかひよりは、心の中に炎ほのおを入れた。

　躊躇ためらうことなく、クリスマスローズに打ちかかる。が、同時に彼女も踏み込んできた。

　同一線上で、互いに相手へ突っ込んだにもかかわらず、激突することはなかった。

　クリスマスローズが、ひよりのからだをすり抜けたのだ。

　背筋がゾッとするような交差のあと、ひよりはすぐさま背後にむき直り、薄い笑みを浮かべたままのクリスマスローズをにらみつけた。

　第三魔ま街がいの主に勝てるなんて、思っていない。だが、負けてやるつもりもない。

　望む結果はひとつ。

　刺し違え。

　周りにいる突然変異霊たちは、手を出そうとしない。神仙格インモータルの上位精霊ヴアルゴであるクリスマスローズに噛かみつこうとしているのが、霊れい具ぐももたないただの人間だから、きっと観劇気分でいるのだろう。

　劇なら、筋が定まっている。しかしながら、これは戦いだ。不規則が当たり前。落とし穴だってあちこちにある。ほんの些さ細さいなことで、形勢は瞬またたく間まに逆転する。

　年を経た上位精霊であっても、ほとんど変化のない魔街で暮らしていれば、戦いの勘も鈍にぶるはず。対してこちらは、日々戦場に身を置いている。戦うための精神も、からだも、技術も、日々磨き続けているのだ。

「ハッ！」

　ひよりは、鋭い呼こ気きにのせて右拳を放った。が、クリスマスローズの笑みは、わずかも崩れない。拳は、彼女の顔面を素通りするだけ。薄茶色のロングヘアや編み込まれた鬢びん髪ぱつをつかむことさえできない。着物やランドセルも同じだ。

　それでも、拳の連打に肘や蹴けりを織り交ぜ、攻撃を続けた。

　当たらないことは、十分にわかっている。わかっていても、拳と蹴りを上下左右に散らして放ち続けた。

　クリスマスローズは微笑ほほえんだまま、その場を動かずひよりを見あげている。

　疲れてへたり込むのを待っているのか？　釣りあげた魚が、陸上でバタバタと跳ね回っている様を眺めるような心地なのだろうか？　どんな調理法で食べようかな、と考える楽しみを味わっているのか？

　ひよりは、心に入れた炎ほのおから火種をとり出し、体の各所に火をひろげていった。

「あなた、怖くないの？」

　不意に、クリスマスローズが問いかけてきた。

　視線に怒りを込めることで、こたえにした。

　戦いで恐怖を感じなかった経験など、過去に一度もない。怖おそれを忘れた時点で、戦い方が雑になる。敵を、そして戦いそのものを怖れなくなれば、刀の流れが粗あらくなる。

　師である祖父に、そう教わった。

　怖れに竦すくむ心を解ときほぐす。

　この技術を身につけているからこそ、戦場で呼吸を乱すことなく動けるのだ。

　ひよりのにらみに、クリスマスローズの笑みがひろがった。琥こ珀はく色いろの瞳が、新しいオモチャをもらった子どものような輝きを放つ。

「他の連中は、みんな恐怖たっぷりの顔で消し飛んでいったのに、あなた、すごいわ。人間にしておくのが勿もつ体たいないくらいよ」

「貴様っ!?」

「みゃ～、ルーちゃんは、まあ、そこそこ長いつき合いだったけど、わたしの楽しみを邪じや魔ましようとしたから、消えてもらったわ。みゅ～、亜あ夢むっち、意外と手ごたえなかったわよ。すずっちにいたっては話になんなかったわ。みょ～、ついさっき、悠ちゃんもうちの子たちが、よってたかって殺やっちゃったみたいだし、ね」

　すべてを聞き終わった瞬間、ひよりは炎のただ中へ自身を投げ入れた。

　恐怖はなかった。

　ただただ心に満ちた感情は……………、憤ふん怒ぬ。

　抑えきれないほどの強い怒りは、剣先を鈍にぶらせる。

　幼い頃から、師に口やかましく言われ続けてきたものの、いまは、いまだけは、怒りに身を委ゆだねたかった。抑えるよりも、魂が吼ほえるままに感情を解放したかった。

　魂の奥底で、ドクン、と禍まが々まがしい霊塊かたまりが波打った。黒すぎるほど黒いなにかが、歓喜の雄お叫たけびをあげている。

「ぁ、ぁ、ぅああ、ぁぁああああああああああああああああああああああああああっ！」

　ひよりはクリスマスローズに飛びかかり、細い首にがっちりと抱きついた。炎えん龍りゆうの霊炎ほのおを身にまとっているため、さすがの上位精霊ヴアルゴもすり抜けることができない。

「みゃ──っ！　ちょ、熱あちっ!?　やめっ、ほんと熱いっ！」

「いっしょに逝いってもらうぞっ！」

「みゃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　熱ぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　や～め～てぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　突如、

「ひよりっ、ストップ！　もういいっ、もういいからっ！」

　クリスマスローズの首に回していた腕が、強い力で解ほどかれた。

　邪じや魔まするなっ！　という叫びは、しかし吐き出すことができなかった。

　彼の声だったから。

　刹せつ那な、空耳じゃないことを願った。心から。

　顔が、すぐそばにあった。

　瞬間、夢ゆめ幻まぼろしじゃないことを祈った。心の底から。

　悠ゆう斗とが慌てた様子で、ひよりの頭や肩や腕をなでさすり、霊炎ほのおのゆらめきを消していく。それどころか、いきなり抱きしめられ、背や尻をゴシゴシと擦こすられた。

　本物だ。魔ま街がいの霊気がつくり出した幻影ではない。

　確かな存在感が胸に落ちてきたところで、からだの中心部がボッと熱くなった。

　熱が、破裂する。

　きゃ─────────────────っ!?　なになに!?　なにがどうなってる!?
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　一いちノの瀬せ悠斗は、全身から炎ほのおを噴き出したひよりを見るなり、身を潜めていた物陰から飛び出した。このまま放ほうっておいたら、彼女は……。

　クリスマスローズからひよりの腕を無理やり引き剥はがしたあと、細いからだを覆おおった炎を手ではたいた。もちろん、力の加減は忘れない。

　ありがたいことに、悠斗が手でなでただけで、赤黒いゆらめきはあっさりと引っ込んでくれた。

　大急ぎで、ひよりの全身をなでた。頭も、肩も、腕も、剥むき出だしの足も。

　ボリュームの乏とぼしい胸のあたりで揺れる炎は、抱き寄せて自分のからだをぶつけて消した。そして背中をはたき……、躊躇ためらうなっ！　とばかりにパンツにもてのひらを押し当て、擦った。

　悠斗は、ひよりから素早くからだを離し、目を見開いたまま顔を真っ赤にしている彼女の薄い両肩をつかんで、その全身を上から下まで見回した。

　炎は……、ない。

　くりっ、とひよりを後ろむきにして、「きゃっ!?」という可愛かわいらしい悲鳴にも構わず、彼女の背や尻やふとももの裏側も確認した。

　炎は、もう、どこにもない。

　安あん堵どの息がもれ出てくる。

　すぐ隣で、クリスマスローズがやれやれといった表情で、

「みゃ～、いい感じになったから、このへんで終わりましょ。やりすぎると、桜っちがかわいそうになってくるわ」

　肩をすくめた。ヒマワリ柄の着物に燃え移った霊炎ほのおは、すでに消えている。

　間を置くことなく、平屋の陰から頭にナイフが刺さったすずめが歩み出てきた。後ろから、額に三角巾をつけ、白しろ装しよう束ぞくに着替えたルージュと亜あ夢むも姿を見せる。

　ひよりが、これでもかと両目を見開き、口をぱくぱくさせながら、ふるふると震える指で歩み寄ってくる三人を指差している。驚き、ここに極まれり、といった様子だ。

　もちろん、すずめの頭部に刺さったナイフはニセモノだ。ちゃんと生きている。純和風の幽霊に変装した亜夢とルージュも、中身はなにも変わっていない。

　みんな、ひよりを怖がらせようと張りきって準備していたのだ。出番はなかったけど……。

　悠ゆう斗ととひよりを追い立てていた少女たちの瞳は、薄い赤に戻っている。黒ずんだ赤い双そう眸ぼうになったのも、すべてワザとだ。瞳の赤みを濃くしたいときは、霊体からだ中の穢けがれを掻かき集めて両目に集中させればいいらしい。穢れを残している突然変異霊ミユーテストならではの技なんです、とタンポポが教えてくれた。

「じ、事情を説明しろっ！」

　ひよりが、悠斗の胸ぐらをつかんできた。声には怒りが滲にじんでいるものの、顔はいまにも泣きそうになっている。

　悠斗も、ついさっきタンポポに事情を聞いたばかりだ。

『一いちノの瀬せさん、死んでください』と言われたときはさすがに驚いたが、それがひよりを怖がらせるための〝死んだフリ〟をするという意味であることとそれをやる理由を説明してもらったあと、『クロ様の合図で〝刺傷による悶もん死し〟を演じていただきますので、役づくりのほうをしっかりとお願いしますね』と頼まれた。刃の部分が引っ込むオモチャのナイフを見せてもらいながら……。

　その後、ようやく亜夢たちと合流した。みんなの格好を見たときは、正直なところ驚き、そして呆あきれたが、なんの意見も口にせず、とにかくひよりのところへ連れてきてもらった。

　なにも知らない彼女が、【徒桜あだざくら】を経由せずに炎えん龍りゆうを解放するかも、と心配になったからだ。そして、心配は現実のものとなった。

　だから悠斗は、とっさに隠れていた場所から飛び出し、ひよりとクリスマスローズの戦いに割って入ったというわけだ。

「ひより、あのな……」

　悠斗は、タンポポから、そして亜夢、すずめ、ルージュの三人から聞いたことを、整理しながらひよりに伝えた。

　ひよりの魂に癒ゆ着ちやくした〈皇こう魔まの卵〉のカケラは、宿主の強い負の感情を喰くわせてやれば、急激に肥ひ大だいする。

　そのときこそが剥はく離りのチャンス！　ということで、ひよりを心底怖がらせるために、魔ま街がいの住霊じゆうにん総出で一芝居打った。亜あ夢む、すずめ、ルージュの三人も、それに参加する予定で、死んだフリをすることにした。

　話の途中で、ひよりがジロッとクリスマスローズに抗議の視線をむけた。

「さ、最初に教えてくれれば、わたしも、こんな……」

「教えたら、意味ないでしょ」

　すずめが、すかさずツッコミを入れる。

　ひよりが、今度は彼女へ尖とがった目をむけた。

「だ、だいたいなんだその安っぽい格好は。オモチャのナイフだとバレバレじゃないか。亜夢くんとサイレンも、ミューテストが和風霊の衣装だなんて、ブラックジョークにしかならないだろ」

「これ、クリスマスローズに借りた小道具よ」

　すずめが、頭にくっつけた刃先のないナイフをもぎとった。

「この衣装は、魔街のみなさんが、お楽しみ会でつかったモノだそうです」

　ルージュが、白しろ装しよう束ぞくの襟えりもとを寄せた。が、胸の谷間はしっかりと見えている。

「ミューテストがお化けのマネをするっていう、自じ虐ぎやくネタのコントでつかったそうです」

　亜夢が、白い袖そでをフリフリ振りながら、ニッコリと微笑ほほえんだ。

　ひよりが、ス──ッと目を細めた。不満がたっぷりと溶け込んだ表情だ。

「悠ゆう斗とも、最初から知っていたのか？」

　問いかけてくる口調が、どこかひんやりしている。

「オ、オレが知ったのは、ついさっきだよ」

「みゃ～、ここは、わたしが説明するわ」

　クリスマスローズが、ズイッと悠斗とひよりの前に足を踏み出してきた。

「まずは浄化力に酔ったルーちゃんと亜夢っちを休きゆう憩けいさせたあと、すずっちの霊れい具ぐをわたしの力で抑えて、ひよりんから引き離したの。あとは事情を説明するだけでしょ。ちょっと予定外だったのは、悠ちゃんがちょろちょろと動き回って、ひよりんを助けたことかしらね。みゃ～、結果オーライだったけど」

　亜夢が、騙だましてごめんなさいっ、といった顔でひよりに頭を下げた。

　すずめが、【鵺震ぬえなり】をつけた右腕をひょいひょいと踊るように左右へ動かしながら、もう重くないわよ、とアピールしている。

　ルージュが、よかったよかった、といった表情で微笑んでいる。

「ふん、そういうことだったのか……みんな一丸となってがんばってくれたというわけだ。なんだか釈しやく然ぜんとしないが、ここは感謝しないといけないんだろうな」

　ひよりの目から、不ふ機き嫌げん色がゆっくりと消えていく。

「みゃ～、ひよりんって、恐怖に耐性があるから、手こずったわほんと。みゅ～、結局、怒りの感情でコイツが肥ひ大だい化かしたから、よかったけどね」

　クリスマスローズが、ひよりのみぞおちに右手を伸ばした。

　ポゥゥゥ。

　小指の爪ほどの濁にごった光球が、ふわふわと出てきた。

　亜あ夢むが、まぶしそうに目を細めた。ルージュが、顔の前に手をかざした。周りの突然変異霊ミユーテストたちも、みんな光球をまともに見ることができないでいる。

　悠ゆう斗とにはどうということのない光だが、霊体である彼女たちの目では直視できないほどの輝きなのかもしれない。

　パッ、と羽虫を捕まえるような感じで、クリスマスローズが光球を握り込む。

　少し離れた場所にいたタンポポが、片手に収まるほどの小箱を両手に捧ささげもち、ひよりとクリスマスローズのもとへ駆け寄っていく。

　クリスマスローズが、差し出された小箱のフタを開け、右手の中身を少々乱暴に放ほうり込んだ。

　素早くフタを閉め、

「みゃ～、霊れい封ふう筺ばこに入れてしまえば、もう安心。あとは、じっくり浄化してやればいいわ」

　この瞬間、突然変異霊の少女たちが、ワッと歓声をあげた。拳を握っている子もいれば、抱き合っている子たちもいる。

　亜夢も、両手を空に突きあげて喜んでいる。

　すずめが、ニッと唇の端をあげている。

　ルージュは、豊かな胸の前で品よく手を叩たたいている。

　笑顔を寄せ合っている突然変異霊たちの中で、ミッシャだけが相変わらず眉根にシワを寄せたままムスッとしている。らしいといえば、とても彼女らしい反応だ。

　悠斗は、ふと気づいた。

〈皇こう魔まの卵〉のカケラを収めた霊封筺を手にしたタンポポが、なんだか浮かない顔をしている。浮かない顔……、いや、なにかを怖おそれているかのような顔、とでも言えばいいのだろうか。

　みんな喜んでいるのに、どうして？

　そんなタンポポの隣で、クリスマスローズが周りを見回した。

「みゃ～、これにて一件落着！」
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　桜さくらヶが丘おかひよりは、タンポポの動きに油断なく意識を配った。

　自らの魂内から、害になるモノをとり除いてもらったことは感謝している。しかし、その害になるモノは、つかい方次第では、巨大な力となる。力を欲する邪じや悪あくな輩やからは、残念ながら掃いて捨てるほどいるのだ。

　堕だ正せい経験のある突然変異霊ミユーテストが、いま、巨大な力の源を手にしている。筺はこのフタを開け、〈皇こう魔まの卵〉のカケラをいつでもとり出せる状態だから、魔が差す、ということも十分に考えられる。

　もし、フタに指をかけたら、そのときは……。

『パンパカパ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ン！』

　素すっ頓とん狂きような声を発した何者かに、ひよりは思わず目をむけてしまった。

　突然変異霊の少女たちが集まっているむこう側、一〇メートルも離れていない場所に、いつの間にか九く九く命みのアバターが立っていた。

　クリスマスローズが、ツッと目を細めた。

「みゃ～、いつの間に入ってきたのかしら？　みゅ～、生気や霊気がちっとも感じられないなんて、気持ち悪いわね」

「ケロみ、なにしにきたのよ？」

『ケロみって言うなっ！　このサンシタっ！　九九命は、九九命のヨージでやってきたに決まってんでしょ！』

　アバターが、キンキン響く声で叫んだ。

　九九命本人は、妖あやしく光る白い瞳と妖笑えみをもつ、どこか妖しい余裕をまとった子だ。しかし、ひとたびアバターの操作をはじめると、性格が微妙に変化する。口調と動きに元気が加味される、と言えばいいのだろうか。周りの迷惑を顧かえりみない、という点は変わらないけど……。

「ふん、どうせわたしの中から邪悪な力を引き出そうと追ってきたんだろう」

『わかってんじゃない。その通りよ！　桜さくらヶが丘おかさんにはヒツヨーないでしょ？　だから、九九命にチョーダイ』

「残念だったな。もう、わたしのところにはない。欲しければ、クリスマスローズと交渉してくれ」

『うふふふ。コーショーなら、もうすませてるわ』

　アバターの言葉を聞き、ひよりは思わずクリスマスローズに目をむけた。

　彼女が、してないわよ？　といった表情でぷるぷると首を振っている。編み込まれた左右の鬢びん髪ぱつも、ふりふりゆれる。

『コーショーしたのは、そっちじゃないわ。あっちよ』

　アバターが指差した先を見て、ひよりは舌打ちした。

　九九命のアバターに気をとられているうちに、タンポポが霊れい封ふう筺ばこをもったまま一〇歩ほどの距離を移動していた。

　いま、彼女の前に立っているのは……………………………………………、コメディだ。

　コメディが、霊れい封ふう筺ばこのフタに手をかけた。

「やめろっ！」

　ゴオッ！

　ひよりの声と同時に、クリスマスローズが跳んだ。と思ったときにはもう、コメディを弾はじき飛とばしていた。

　霊封筺も宙に舞う。

　コメディが、「ふあ[image: ][image: ][image: ]」と間の抜けた声をあげて通りのむこうへ吹っ飛んでいく。

　タンポポが、「す、すみませんでしたっ！」と身を縮めた。

　クリスマスローズは、そんな突然変異霊ミユーテストを無視して、霊封筺に視線を突き刺している。ジャンプしてつかむためだろう、彼女がわずかに膝を曲げた。そのとき、

　ドンッ！

　今度はクリスマスローズの華きや奢しやなからだが、アバターに弾き飛ばされた。

　すぐさま、落ちてきた霊封筺をキャッチしようとしたアバターだったが、直前で顔面にルージュの水弾を食らい、うけ損なってしまう。

　地面に転がった霊封筺を、すずめが【鵺震ぬえなり】を鞭むちにして狙うものの、からめとるよりも早くアバターに蹴けり飛ばされた。

『もうっ、ジャマしないでよねっ！　このウイスキーダブルをフツーのアバターだと思ってたら、イタいメにアうわよ！　このコは、対魔ま神じん戦用に特別セーサクしたスグレモノなんだからっ！』

　アバターが、金髪を振り乱して地団駄を踏む。が、いまは騒々しい人形に構ってなどいられない。

　地面の上を、霊封筺が勢いよく転がっていく。

　突然変異霊の少女たちは、どうすればいいのかわからない様子で、身を寄せ合っているだけだ。タンポポも、両手を口もとにくっつけたまま一歩も動かない。

　霊封筺にむき直ったクリスマスローズに、再びアバターが襲いかかっていく。〈皇こう魔まの卵〉のカケラを手に入れるためには、この場でもっとも手て強ごわい神仙格インモータルの上位精霊ヴアルゴを倒さなければならない、と考えたのだろう。

　このチャンスを逃すことなく、ひよりは筺はこにむかって走った。すずめとルージュも動いている。わずかに遅れて、亜あ夢むも走り出す。
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　クリスマスローズが、九く九く命みのアバターに手こずっている。それでも、きっとひよりたちが霊封筺をとり戻してくれる。

　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、そう考えた。だから、コメディにむかって走った。

　鬼き造ぞう少女はいま、転がっていく筺はこを鮮紅色スカーレツトの左目と灰色グレーの右目で追っている。どこかウキウキとした表情だ。

　一二、三歳くらいにしか見えない少女だが、「黄泉孔道ルート６６６」というとんでもない技をもっているため、霊にとっては怖おそろしい存在だ。ひよりからとり出した〈皇こう魔まの卵〉のカケラを手に入れれば、さらに強力な技を身につけるかもしれない。それは、とても危険なことだと思った。

　紅あかい左目が、悠斗にむけられた。

　そんな圧力を跳ね飛ばすため、

「うおおおおおりゃあああああっ！」

　悠斗は吼ほえた。吼えながら、コメディに突進する。が、

「あああああ、っ!?　どおおぉっ！」

　左足首がなにかにひっかかり、前のめりに倒れてしまう。

　いったいなにが？　と自分の足を見て、「んなっ!?」と思わず鼻と口から息の塊を吐き出してしまった。

　足首を、左手につかまれていたからだ。手首だけ。本来つながっているべき腕が見あたらない。手首の持ち主はどこだ？　透明人間？　それとも、手首だけの特殊霊か？

　足を振っても、女性のモノと思おぼしき細い五指が、悠斗の足首をガッチリとつかんで放さない。

「離れろっ！」

　右足で蹴けりつけると、

『ちょっと、ケらないでよっ！』

　後ろのほうから、耳にキンキン響く声が聞こえてきた。と、すぐに悠斗の足首を放した左手が、クリスマスローズと戦っているアバターのところへ飛んでいく。

　よく視みると、細い霊い糸とがアバターの左腕の先と左手首をつないでいた。

　そこで気づいた。

　右手首も、ない。

　右腕の先から出ている、霊糸の先は……？

　ひより、すずめ、ルージュが駆け寄っていく霊れい封ふう筺ばこに伸びていて……。
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　一ノ瀬亜あ夢むは、風のように駆けるひよりたちを追って、とにかく全力で走った。それでも、スタートが遅れたことに加えてスピードも違いすぎるため、どんどん距離をあけられていくばかりだ。

　生命のぬくもりがないアバターはいま、クリスマスローズが抑えてくれている。

　一方のコメディは、たとえ鬼につくられたとはいえ、人間であるはずだ。それなのに、人としての熱も気配も放出していない。第三魔ま街がいに入ってきても、クリスマスローズが気づかなかった理由がわかる。

　コメディは、極めて精密な、本来なら創造神の領域にしかない存在しえない技術でつくられた人形なのだ。

　そんな鬼き造ぞう人にん間げんをとり押さえようとしていた悠ゆう斗とが、見事に転んだ。助け起こしにいってあげたいけど、いまは霊れい封ふう筺ばこを守ることが大切だから……。

　亜あ夢むは走った。

　ひよりが筺はこを手にしたあと、自分はすかさず壁となり、アバターとコメディから彼女を守る。すずめやルージュと力を合わせ、遊撃隊スカツドの一員として、やれることをやる。

　そう気持ちを固めたとき、ひよりたちの頭上を越え、ぽ[image: ][image: ][image: ]んとなにかが自分のほうへ飛んでくるのが見えた。

　空飛ぶ手袋？　いや、女の人の右手だろうか？　と………、手につかまれた霊封筺!?

　バシュッ！　とルージュの水弾が、空飛ぶ右手と霊封筺に当たり炸さく裂れつした。

　右手はそのまま、アバターのほうへピュ───ンと飛んでゆき……、霊封筺は……、

「ぴっ!?」

　ガシャン！　と目の前に落ちてきた。衝撃でフタが開き、まぶしすぎるほどの黒い輝きを放つ玉が、ころころころりんと外に出てきて……。

　急いで筺の中に戻さなきゃ！

　強い光を片手で遮りながら、亜夢は〈皇こう魔まの卵〉のカケラに手を伸ばした。そのとき、

「亜夢さんっ、いけませんっ！」

　ルージュの声が聞こえた。まるで悲鳴のような……。

　カケラに指先が触れる数ミリ手前で、「ぴっ!?」と亜夢は動きをとめた。そろそろと腕を引き戻す。

「亜夢さんには、まだ抑えきれません！」

　じゃあ、どうすれば……。

　クリスマスローズは……、いまもアバターと戦っている。

　ゾクッ、と感じた気配に、亜夢はそろそろとふり返った。

　すぐ後ろに、コメディの明るい笑顔があった。

　いつの間に……。

　人の感覚を失っているはずの霊体からだに、まるで生者のような震えが走った。それでも亜夢は、コメディの前でとっさに両腕をひろげた。自分のすぐ後ろには、〈皇魔の卵〉のカケラがある。

　ここで少しでも時間を稼がなきゃ。

　本能が悲鳴をあげている。両足を踏ん張った。魂が竦すくみあがっている。歯を食いしばった。震えが暴力的なまでに大きくなった。両手を決しておろさなかった。

　お兄ちゃん、助けてっ！

　声にならない声で叫んだ。

　見ると、二〇メートルほど離れた場所で、悠ゆう斗とがタンポポに抱きつかれて足をとめられていた。すぐに彼女を放ほうり投げた兄へ、他にも数体の突然変異霊ミユーテストたちが群がっていく。

　どうして？

　肩越しに後ろを見た。

　ひよりたちも、数体の突然変異霊に襲われていた。

　なぜ？

　コメディに目を戻す。

　体熱を感じさせない明るい笑みが、目を刺し貫いてくる。

「コメディね、それほしいの」

　彼女の左目が、鮮やかな紅を放つ。

「ぁ」

　突然、コメディの背がビュンと伸びた。いや、違う、そうじゃない。自分の両膝から力が抜け落ちたのだ。

　亜あ夢むは、上位精霊ヴアルゴである我が身の異常に対処できないまま、すぐ横を通り抜けていくコメディを、震える目で追うことしかできなかった。
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　南なん條じようすずめは、いきなり襲いかかってきた突然変異霊たちをなぎ倒しながら、周囲の様子をさぐった。

　悠斗も、数体から攻撃をうけている。しつこくしがみついているだけの連中に手を焼いているようだが、助けにいく必要はなさそうだ。

【徒桜あだざくら】をもたないひよりは、ただの足手まといだから、少し下がってやきもきした顔で戦いを見ている。

　ルージュが、そんなひよりを背に守るようにして、水弾を放ち続けている。

　クリスマスローズは、九く九く命みのアバターと現在も交戦中。おそらく、あと数分でケリがつくだろう。九九命が『対魔ま神じん戦用』などと吹いていたけど、神仙格インモータルの上位精霊にはかなわない。それでも、こちら側の最高戦力が足どめされているのは確かだ。

　すずめは、ヌンチャクにした【鵺震ぬえなり】を操りながら、飛びかかってくる突然変異霊たちを相手に戦い続けた。

　ひよりを怖がらせるため追い立てるフリをしているうちに、浄化途中だった魂に邪火ひがついたのか？　あるいは、外からは見えなかった派閥間の争いが、偶然このようなかたちで表面化した？　それとも、他に理由が？

　周りで見ているだけで、攻撃してこない少女たちもいる。

　そんな子たちが、すずめたちを襲っている連中にむかって口々に叫んでいる。

「お、おい、なにしてんだよ？」「クロ様が仰おつしやってたでしょ。関係ない人間には手を出すなって……」「やめなよっ！」「パストの呪菌バチルスにやられたの？」「どうしたんだよっ!?」

　呼びかけるだけじゃなく、とり押さえてほしいけど……。

　九く九く命みが、タンポポと交渉したとか言ってたけど……、一部の突然変異霊ミユーテストたちがその手助けをしていると考えるのが、妥当かもしれない。

　すずめは、目の端で亜あ夢むとコメディがむかい合っている姿を捉えた。

　亜夢のすぐ後ろには、フタの開いた霊れい封ふう筺ばこが落ちている。黒豆のような玉も外に転がり出ている。よくない状況だ。

　敵の攻撃をかわしながら、【鵺震ぬえなり】を棒状に変化させた。

〈皇こう魔まの卵〉のような高濃度の霊塊に触れれば、上位精霊ヴアルゴになって日の浅い亜夢は、瞬またたく間まに邪気の侵食をうけるだろう。おそらく、ルージュであってもそれは同じだ。

　人間でも、手にするのは危険だから……、ここは……。

　棒を振り回し、直線的に突っ込んできた少女の袖そでをからめとって横に払ったあと、頭を低くして走った。

　亜夢が、地面に両膝をついた。

　なにをされた!?

　棒を右脇に挟み込み、左右の手でしっかりと固定する。

　亜夢の横を悠々と通り、黒豆を拾いあげようとしたコメディの脇腹を狙い、

「ほぁちゃぁっ！」

　すずめは、自らの全体重をのせて棒を突き入れた。が、まるで地面に根を張っているかのように動かない。少しばかり上体を仰のけ反ぞらせることができただけだ。こちらは、巨木に棒先を突き込んだかのような衝撃を感じているのに……。

　でも、それで十分だった。

　すかさず棒で地面を突き、その勢いで黒豆を宙に浮かせた。

　直後には【鵺震】を棒からバットに変化させ、黒豆をジャストミートする。

　彼にむかって。

「悠ゆう斗とくん、パ──スッ！」

　クリスマスローズの他に、〈皇魔の卵〉を素手でつかめるのは悠斗しかいない。
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　一いちノの瀬せ悠斗は、タンポポや他の少女たちを振ふり解ほどき、腰に抱きついてきた子を引き離し、足首をつかんできた手を払って、転びそうになりながらも懸けん命めいに走った。

　飛んできたモノにむかって、右手を目いっぱいに伸ばす。そして……。

　キャッチした。

　ジリッ、とてのひらに嫌な熱を感じた。が、それだけだ。あとはなにも起こらない。

　コレを再び霊れい封ふう筺ばこへ。その後、九く九く命みに見つからないよう魔ま街がいのどこかに隠さないと。

　悠ゆう斗とは、両膝を地面についたまま呆ぼう然ぜんとこちらを見ている亜あ夢むと視線を合わせた。

　妹が、ハッと瞳に光をとり戻したあと、慌てて自分の後ろに落ちていた霊封筺にむき直った。

　悠斗は、亜夢にむかって駆け出した。と、

『あんたたちには、それヒツヨーないでしょっ！』

　九九命の声が聞こえた。ほぼ同時に、飛んできた右手にビタ───ン、と横面を張り飛ばされた。

「おぶっ!?」

　視界が大きくゆれた。強烈なロケット・ビンタだ。

「お兄ちゃん!?」「悠斗っ!?」「悠斗くんっ!?」「悠斗さんっ!?」

　亜夢、ひより、すずめ、ルージュの声が重なった。

　フッ、と息を吐く程度のわずかな時間、視界がゆらいだ。足がもつれた。からだの軸がふにゃりと曲がった。

　あ……、と思ったときには、握っていたカケラが、てのひらから離れていた。

〈皇こう魔まの卵〉のカケラが、不吉な存在感を振りまきながら宙に舞う。

　もう一度、この手に、つかんで……、と悠斗は体勢を立て直しながら、カケラにむかって足を踏み出した。

『やらないわよっ』

　悠斗のすぐ目の前で、飛ぶ右手がカケラを張り飛ばした。

　直線的に飛んだカケラが、あまりにもあっさりと、

「あ[image: ][image: ][image: ]ん」

　大きく開いていたコメディの口内へ、スポッ。

　パクッ。小さな唇が閉じた。

　コクッ。細いノドが上下した。

　直後、悠斗の背後から、ゴリグシャベキッ、となんとも痛々しい音が聞こえてきた。

　振り返ると、クリスマスローズによってズタズタにされた九九命のアバターが、地面にくずおれる瞬間が目に飛び込んできた。

　すると、そばに浮かんでいた右手が、ぽとりと地面に落下した。目を凝らしても、アバターの右腕と右手首をつないでいた霊い糸とは、もう視みえない。

　そんなことよりも、と悠斗は再びコメディへ顔を戻した。両足が強こわ張ばって、うまく動かせない。

　亜あ夢むも、ひよりも、すずめも、ルージュも動けないでいる。

　タンポポをはじめ、悠ゆう斗とたちに襲いかかってきた突然変異霊ミユーテストたちも、動きをとめている。状況を黙って見ていたミッシャや他の少女たちも、声さえ出せない様子だ。

　コメディが、にんまりと笑った。

　鮮紅色スカーレツトの左目も、にんまり。

　灰色グレーだった彼女の右目は……。

　悠斗は、ベタついた手で心臓を鷲わしづかみにされたかのような、言いようのない怖おぞ気けを感じた。

　両膝を地面についていた亜夢が、瞳を震わせながらヨロヨロと立ちあがった。

　ひよりが、射抜くような目でコメディをにらみつけている。ところどころ破れたシャツと青いパンツしか身につけていない彼女から放出されている感情は、怒りだけだ。

　すずめが、【鵺震ぬえなり】を棒から槍やりへ変化させたあと、地面をすべるようにしてコメディの背後に移動した。決して臆することなく、淡々と戦いの準備をしているのだ。

　ルージュが、十指から水を滴らせながら、すずめとは反対方向へ歩を進めている。

　コメディが、にんまりを崩すことなく、まるで魔ま街がいの隅すみ々ずみまでなめ回すかのように首を巡らせた。

　鮮紅色の左目も、にんまり。

　翡翠色ジエードの右目も、にんまり。

「くふふふ。ごちそぅさま」

　コメディが、ちろっと舌先を見せた。

　途と端たん、突然変異霊の少女たちが、その場にくずおれた。ドサッ、バタッ、ペシャ、と何人も。何人も。

　倒れることを拒んでいるのは、ミッシャやタンポポ、そして他数名だけだ。そんな彼女たちも、地面に膝をつき、あるいはぺたんと座り込んだまま動けないでいる。

　亜夢が、握った両の拳を口もとに当て、怯おびえたようにからだを縮めた。

　コメディの右前方にいたルージュが、強風に逆らっているかのように前ぜん傾けい姿し勢せいで両足を踏ん張っている。

　ひよりとすずめが、あからさまに表情を強こわ張ばらせている。

　悠斗のそばにやってきたクリスマスローズの顔からは、余裕がなくなっているように見えた。





第七章　せんじゅ




　悠ゆう斗との周りにいるだれもが、身じろぎひとつしないまま数秒が経過した。

　息苦しいほどの沈黙を破ったのは、この場の空気を支配していた存在だった。

「コメディ、おねえちゃんのとこかえるね。バイバイ」

　鮮紅色スカーレツトの左目と翡翠色ジエードの右目をにんまりと笑みのかたちにしたまま、コメディが右手をゆらゆらとゆらした。

　それから、ゆっくりと歩き出す。

　すずめとルージュに挟まれていた場所から、警戒する素振りもなく離れ、悠斗の横を通り抜け、ひよりと亜あ夢むに目をむけることもなく、テクテクと確かな足どりで歩いていく。

　悠斗は、そばにいたクリスマスローズにそっと声をかけた。

「クリスマスローズさん、あのコメディって子が食べた〈皇こう魔まの卵〉のカケラ、もう一度抜き出すことって、できますか？」

　クリスマスローズが、琥こ珀はく色いろの瞳を細めた。

「みゃ～、あの子の霊障壁クロス、ちょっと厚すぎるわね。みゅ～、認めたくないけど、あれ、上位魔神ジエネラルなみの霊層あつみよ」

「無理なんですか？」

「霊障壁に隙すき間まをつくれたら、そこからなんとか抜きとれるかも……」

　どんどん遠ざかっていくコメディの背を見つめながら、悠斗は懸けん命めいに焦りを抑え、質問を続けた。

「隙間をつくるためには、どうすればいいんですか？」

「裂け目を入れるのが、いちばん簡単ね」

　悠斗は、ひよりへ目をむけた。〝裂け目〟から、〝切る〟へ、そこから〝斬きる〟に、そんな流れから【徒桜あだざくら】を連想した。

　ひよりが、除霊師クリーナーの顔で悠斗の視線をうけとめてくれた。彼女にも、いまの会話は聞こえていたはずだ。

　コメディが離れていったためだろうか、倒れていた突然変異霊ミユーテストたちが、ふらふらと立ちあがりはじめた。タンポポやミッシャも、どこか呆ほうけた顔で腰をあげている。眉根にシワを寄せていないミッシャが、こんなときなのにとても可愛かわいく見えた。

　そんな彼女たちへ、ひよりが叫んだ。

「わたしの霊れい具ぐを返せ！　いますぐっ！」

　ひよりの剣けん幕まくに気け圧おされるように、ミッシャが近くの少女へ目をむけた。その子が、あたふたといった様子で自分の着物の裾をまくりあげ、白い太ももに巻いていたホルダーを外しはじめた。

　そんな彼女に駆け寄ったひよりが、まだ相手の太ももから外れきっていないホルダーから、素早く愛用の霊れい具ぐを引き抜いた。間を置かず、

「いくぞっ！」

　コメディにむかって駆け出した。

　ボォウウゥッ！　と【徒桜あだざくら】が勢いよく紅ぐ蓮れんの炎ほのおを吐き出した。炎は瞬時に、燃えさかる刀身をかたちづくる。

　炎色の光が、シャツとパンツしか身につけていない彼女の全身を、赤々と照らし出す。

　悠ゆう斗とも走った。

　クリスマスローズは、すでに疾は走しっている。

　すずめとルージュも走った。

「ぁ、ぅ、えいっ！」

　ひと呼吸ほど遅れ、亜あ夢むも仲間の背を追いかける。

　ひよりが、地をすべるようにしてコメディとの距離を詰め、背後から斬きりつけた。躊躇ためらいなど微み塵じんも見せない。

　紅の炎せ線んが、コメディの右肩から左脇にかけて刻まれた。少なくとも、悠斗の目にはそう映った。それなのに、「なぁに？」と振りむいた鬼き造ぞう少女の表情は、痛みや苦しみを感じているようには見えなかった。

「くっ、やはり一撃では無理かっ！」

「援護するわっ！」

「斬り続けてくださいっ！」

　すずめとルージュが二手にわかれ、コメディを左右から挟み込む位置に移動した。

『ウイスキーダブル・動く死体アンデツドモード・発動！』

　いきなり、背後から『声』が聞こえてきた。

「キャ──ッ！　動いたぁ！」「イヤ──ッ！　気持ち悪いっ！」「なにコイツぅ──っ！」

　少女たちの悲鳴も、いくつか聞こえた。

　悠斗は顔をしかめた。以前、九く九く命みがつくり出したアバターを破壊したことがある。あのときも、『動く死体モード』と叫びながら、ゾンビのように復活したから……。

　キッチリとトドメを刺しておくべきだった……、と後悔しても、もう遅い。

　振り返ると、クリスマスローズによってボロボロに破壊されたはずのアバターが、ピョコ[image: ][image: ][image: ]ンと跳びあがる姿が見えた。

　アバターはそのまま、悠斗の頭上を楽々と飛び越え、ひよりに襲いかかっていく。

「ひよりっ、うしろっ！」
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「ひよりっ、うしろっ！」

　という悠ゆう斗との声が聞こえる前に、桜さくらヶが丘おかひよりは自らの圏内に九く九く命みのアバターが侵入してきたことに気づいていた。

　しつこい女だ。

　からだを反転させ、目線よりも高い位置から降ってきた奇々怪々な物体を斬きりつけた。

　コメディに背をむけるということは、下手をすれば致命的な隙すきをつくることとなるが、そこはすずめとルージュを信頼している。

　顔の左半分が砕け、首が折れ、左腕も背中のほうへ曲がり、胴体のあちこちが裂けたアバターが、空中で器用にからだを丸めて炎ほのおの切っ先をすり抜けた。いや、完全にはかわされていない。脇腹を斬っている。が、とまらない。

　直感に身をまかせ、ひよりは横に倒れ込むようにしてアバターの拳をかわした。

　そのまま地面の上を一回転し、再びアバターとむかい合う。

　立っているのも不思議なほどボロボロになったアバターが、それでもコメディを背にしてひよりに砕けた顔をむけてくる。

「おねえちゃん、コメディ、すぐにかえるからね」

『ええ、魔ま街がいのイリグチで待ってるわ』

「まっててねぇ～」

　コメディが、アバターを置いて再び歩き出した。

　上位魔神ジエネラルレベルの霊障壁クロスを身にまとっているというのなら、おそらく偽りの道に惑わされることなく、出口までの正しい道順を嗅ぎつけるだろう。

　問題はそのあとだ。

　穢けがれていない者ならば、クリスマスローズの拒きよ邪じや結界を難なく通過することができるだろう。しかし、もしもコメディが通れなかったそのときは、後先を考えることなく力任せに破壊していくはずだ。そうなったら、多くの突然変異霊ミユーテストたちに逃亡の機会を与えてしまうことになる。

　完全に浄化を終えていない突然変異霊が現世の穢れに身をさらせば、遠からず正気を失い、堕だ正せいする。

　強力な悪霊予備軍を人の世へ解とき放つわけにはいかない。

　魔街に入ってきたときとは違い、コメディはいま微量ながらも邪気に類する霊気を放っている。だから、結界を出られないと考えたほうがいい。これはつまり、結界を破壊して出ていく可能性が高いということだ。

　コメディから〈皇こう魔まの卵〉のカケラをとり出さなければ、大変なことになる。

　ひよりは、目の前のアバターに静かな視線を貼りつけた。

　まずはアバターの霊核しんぞうを破壊しなければ、コメディを追うこともできない。

　ルージュも、ひよりと同じ考えだったのだろう。すかさず指示を出してくれた。

「悠ゆう斗とさんは、鬼き造ぞう人にん間げんの足どめをお願いします！　うちらは、アバターを破壊することに全力を注ぎましょう！」

　彼女が、ひよりとすずめ、そして亜あ夢むにそれぞれ視線を投げたあと、アバター目がけて水弾を放った。

　ひよりの背後を、悠斗が駆け抜けていく。その確かな気配を希望にかえつつ、【徒桜あだざくら】を構えた。

『ウイスキーダブルをナめないでよねっ！』

　砕けた顔面に水弾を食らって仰のけ反ぞりながらも、アバターが全身から霧状の白いなにかを勢いよく放出した。それが、瞬またたく間まに周囲へひろがっていく。

　ひよりはすぐさま、霧の正体に気づいた。

　霊れい流りゆうを乱すことにより、悪霊の動きを鈍にぶらせたり、その知覚を奪うときに使用する霊波妨害兵器だ。

　人体には無害だが、上位精霊ヴアルゴであるルージュと亜夢にとっては厄介なシロモノだ。ふたりの視力は、霧が消えるまで役に立たなくなったと考えたほうがいい。

「サイレンと亜夢くんは退ひけ！　すずめっ！」

「ほいきたっ！」

　すずめも、霧の正体がわかってる。

　ひよりは、霧中のアバターに【徒桜】の切っ先をむけ、必滅の圏内に飛び込んだ。

　ほぼ同時に、鞭むち状となった【鵺震ぬえなり】がアバターの右手首に巻きつく。

「つぇぁっ！」

　鞭に引っ張られてバランスを崩したアバターのみぞおちに、ひよりは炎ほのおの刀身を深々と突き刺した。

　この一撃で、アバターを操る霊い糸とを完全に断ち切ることができるはずだ。霊糸を生み出す霊も核とを破壊すれば、操り人形が動かなくなるのは道理なのだから。

　だが、甘かった。

『あ──も──っ、ハラたつぅ──っ！』

　油断した。

『ドーリョーだから、ケガさせないようテカゲンしてたのにっ！』

【徒桜】で胸を貫かれても動くなんて……。霊核が埋うめ込まれているのは、胸部ではないのか？　たとえ腹部だったとしても、霊ね熱つで破壊できるはずなのに……。

　ひよりは、ギリッと歯は噛がみした。

　背中のほうに折れ曲がっていた左腕がギョリリィブチブチッとなにかをねじ切るような音を立てながら動き、ひよりの首をガシッとつかんだ。引き剥はがそうとしても、動脈の上に指がしっかりと食い込んで離れない。
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　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、コメディのほっそりとした腕をつかんだ。

「ちょっと待ってくれ」

「なんで？」

　チラッと悠斗に二色の瞳をむけただけで、鬼き造ぞう少女は足をとめようとしない。そのまま歩き続けようとする。

　腕にグッと力を入れ、少女の小さなからだを後ろに引いた。

　コメディの進む先には、道を塞ふさぐようにクリスマスローズが立っている。鬼造少女を観察するようにジッと見つめたまま、動かない。

　クリスマスローズと力を合わせれば、コメディをこの場にとどめておける……、はず。とにかく、なんとしてでも鬼造少女の霊障壁クロスを切り裂き、〈皇こう魔まの卵〉のカケラをとり出さなければならない。

「はなしてぇ」

　コメディが、悠斗の手に小さなトゲの混じった視線をむけながら、腕をブンブン振った。が、放すつもりはない。

「ここにいてくれ」

「いーやー」

「頼むから」

「いーやー、おねえちゃんのとこかえるぅ！」

「キミが呑のみ込こんだモノを返してほしいんだ」

「いぃーやぁ───っ！」

「っ!?」

　悠斗は、思わずコメディの腕を放してしまった。握っていた彼女の細腕が、二本になったからだ。

　間を置くことなく、三本に、さらには四本に、五本に、六本に、七本に、と厚い本のページをパラパラめくっているかのような勢いとリズムで、腕が増えていく。右腕も、左腕も。よく見ると、増えた腕のつけ根とコメディのからだには、隙すき間まがあった。新しく出てきた腕は、空間から生えているのだ。

「おい、ちょ、待って……」

「せんじゅ───っ！」

　せんじゅって……、千せん手じゆ？

　現れた腕は、数えることもできないほど増えている。悠斗は、ハリネズミを連想した。いまのコメディは、〝針〟の一本一本が〝腕〟というハリネズミだ。

　鬼造少女の瞳が、妖あやしく光る。左の鮮紅色スカーレツト。右の翡翠色ジエード。アンバランスなふたつの妖い気ろが糾あざなわれ、上質な奇怪さを生み出している。

「みゃっ！　悠ちゃん、下がってっ！」

　クリスマスローズが、コメディに波動のようなものを放った。しかし、鬼き造ぞう少女にぶつかる前に、波はあっさりと霧散した。

　言われるまま、反射的にコメディから離れようとした悠ゆう斗とだったが、下がる前に胸ぐらを一本の腕につかまれ、ひょいと放ほうり投げられた。

「ぉわっ！」

　そのまま平屋の壁にぶつかり、穴を開けて中に転がり込んだ。

　痛い。いや、痛くないっ！　と自らを奮い立たせ、壁に開いた穴から外へ飛び出した。その際、穴の縁に額をひどくぶつけたが、それでも構うことなくコメディにむかって突っ走った。
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　桜さくらヶが丘おかひよりは、歯は噛がみした。首を絞められているから苦しい、というよりも悔しいという気持ちのほうが強い。

『ウイスキーダブルがホンキ出したら、すっごく強いんだからねっ！　ニンゲンの首なんか、プチってヒっこヌけるのよっ！』

「ニョロりっ！」「トリプルっ！」

『ウゴかないでっ！』

　すずめとルージュの声を、アバターの『声』が押し潰す。

　つくりものの指が、ぎゅっと首筋に食い込んでくる。

　息ができない。視界が色を失っていく。敗北の足音が聞こえた。が、しかし、まだ負けてはいない。足あ掻がくだけの力は残ってる。

【徒桜あだざくら】にありったけの霊力を流し込んだ。

　それなのに……、

『ムダっ！　ムダムダよ桜ヶ丘さんっ！　ウイスキーダブルのレイカクは、チョー小型化にセイコーしてるの。だから、頭の中にナイゾーしてるわ。しかも、このコの外皮は霊デンドーをちらすトクベツ製なんだから。あなたの霊刀じゃ、このアバターをハカイすることはできないわよっ！』

「えっと、ここらへんかな？」

　霊波妨害兵器である霧の中を手さぐりで歩み寄ってきた亜あ夢むが、アバターの肩に手を当てた。

『なによあなた？　ヒっコんで……』

「あ、ここだ。えいっ！」

　亜夢が、両目の端からポワッと青白い炎ほのおを噴き出しながら、すかさずアバターの顔面に両手を押し当てた。

　アバターの顔、その砕けた左半分から、ボシュッという音と弱々しい霊光がこぼれ出てきた。直後、アンデッド人形は、あっけなくひよりの足もとにくずおれた。

　亜あ夢むの灯瞳サインによって、頭部の霊か核くを破壊されたのだ。クリスマスローズとの戦いで砕けた顔から霊力を流し込まれたため、ひとたまりもなかったのだろう。

　ひよりは、倒れたアバターから決して意識を外すことなく、大きく息を吸いこんだ。魔ま街がいの穢けがれなき空気が、速やかに肺の中へ流れ込んでいく。
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　クリスマスローズが、コメディにマシンガンのような打撃を放っている。が、幾本もの手によってすべて防がれていた。

　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、横からコメディ本人の腕をつかもうと何度も試みた。が、数多くの手に邪じや魔まをされてそれができない。

　一本一本の腕に目と意志があるかのように、悠斗の髪や襟えり首くびや肩をつかみ、頬ほおを平手で打ち、頭にチョップを入れ、指先で額を弾はじき、耳を引っ張り、鼻をつまみ、口に指を入れて横に引き伸ばし、ポスポスとボディブローをくり出してくる。

　そんな腕たちを振り払い、悠斗はその一本を力任せに引っ張った。

　なんの抵抗もなく、するりと抜けた。と思った途と端たん、キュィィィィィィィィィィィィィという奇妙な音を発して霧散した。

「ふみゃ─────っ！」

　すぐそばにいたクリスマスローズが、両耳を押さえて飛び離れたあと、足をもつれさせて地面に尻餅をついた。

「みゃ─っ、悠ちゃん、その腕は〝叫喚姫マンドラゴラ〟よ。引き抜かないでっ！」

　クリスマスローズの言葉に、悠斗は目だけでうなずいた。

　腕を引き抜いたとき、悲鳴のようなモノが聴こえた。

　悠斗はなにも感じなかったものの、クリスマスローズの様子を見たら、言われなくても危険なことだとわかる。だが、邪魔な腕を引き抜けないなんて……、どうすれば……。

　悠斗は、下唇を噛かんだ。目の前で、数えきれないほどの腕を背負ったコメディが、にんまりと笑みを浮かべ、再び歩き出した。そのとき、

「つえぁ！」

「あたたたたたぁっ！」

「え～い！」

　ひより、すずめ、亜夢の三人が、いっせいにコメディの背後から仕掛けた。

【徒桜あだざくら】で、乱打ならぬ乱斬するひより。

　ヌンチャクにした【鵺震ぬえなり】を目にもとまらぬ速さで操るすずめ。

　両の瞳を青白い炎ほのおの中に滲にじませながら、懸けん命めいに灯瞳サインを放つ亜あ夢む。

「悠ゆう斗とさん、鬼き造ぞう人にん間げんをとり押さえてくださいっ！」

　コメディの正面に回り込んだルージュが、座り込んでいたクリスマスローズに手を貸しながら叫んだ。

　コメディの前面には、腕が生えていない。だから、悠斗はすかさず正面に回り、鬼造少女に突っ込んだ。自分が押さえれば、後ろにいるルージュとクリスマスローズがなんとかしてくれるはずだ。

「とまってくれっ！」

　叫びは届かない。悠斗の手も届かない。いくつもの手につかまれ、コメディの細いからだに触れることさえかなわない。

　コメディの背でわしゃわしゃと動いてる細腕のむこうから、

「おい、斬きっても斬ってもきりがないぞ！」

「なにコレ、どうなってんのよっ!?」

「どんどん生えてきますぅ！　ぁう～、髪つかまれたぁ～」

　ひよりたちの声が聞こえてきた。苦戦しているようだ。

　悠斗は、あと少しで指先が届きそうな場所でにんまりと笑ってるコメディに、精いっぱいの強い目を叩たたきつけた。

「こんな力を身につけて、なにがしたいんだよっ!?」

「しらなぁい」

「〈皇こう魔まの卵〉のカケラ、返せよっ！」

「い～や～だ～よ～。おねえちゃんがレーカイいくときつかうんだもんねぇ」

　レーカイ、という言葉を聞いて、悠斗は首筋に冷たい汗が流れ落ちるのを感じた。

　レーカイって、霊界のことか？

「おいっ、霊界にいく方法、知ってんのか？」

「しらなぁい」

「九く十じゆう九く里り浜はま九く九く命みが、知ってるんだろ？」

「おねえちゃんは、なんでもしってるぅ。レーカイいって、あそんで、かえってくるほーほーしってるぅ。コメディのすきなものも、ぜぇんぶしってるんだよ」

「本当だな？　霊界にいって、帰ってくる方法、知ってるんだな？」

　悠斗は、噛かみつかんばかりにコメディへ顔を寄せた。何本もの腕に邪じや魔まをされているため、寄せることができたのはほんの数ミリだが。

　それでも、そんな気迫にコメディのにんまりが消え、ハッキリとした怯おびえの色が二色の瞳に宿った。

「おねえちゃんがね、まがいにバイバイするとき、やなことされたら、るぅとろっぴゃくろくじゅうろくつかえって、いってた」

　鬼き造ぞう少女が、どこか拗すねたような上目づかいを悠ゆう斗とにむける。

　るぅとろっぴゃくろくじゅうろくって、黄泉孔道ルート６６６のことか？　魔ま街がいであんなモノ出されたら、とんでもないことに……。

「みなさん、ひとまず退ひいてください！」

　ルージュの声で、悠斗はからだから力を抜いた。

「離れるから、手、放してくれないか？」

「いいよぉ」

　悠斗のからだを遠慮なくガシガシつかんでいた無数の手が、同時にすべての部位を解放してくれた。それでも、完全に距離をとるまで指を半開きにして、〝近づいてきたら、またつかむぞ〟という構えを崩さない。

　悠斗が数歩離れると、腕たちはようやくてのひらから警戒心を消してくれた。

　ひより、すずめ、亜あ夢むの三人も、コメディから数歩離れた。

　悠斗は、ゆっくりと後あと退ずさりながら、ルージュとクリスマスローズのそばに寄った。

　コメディが、にんまりしたまま再び歩き出す。悠斗にバイバイと手をふったあと、そのまま大通りの先へ歩いていく。

「みゃ～、ルージュ、どうして？」

　クリスマスローズが、ルージュにたずねた。

「クロ様、結界の出口を開けて、このまま彼女を外へ出してあげてください」

「理由にもよるけど……」

「事情が変わりました。九く九く命みさんが現世と霊界を往復する方法を知っているのであれば、下手にあの鬼き造ぞう人にん間げんを懲こらしめるのは得策ではないと判断しました」

「そっか、そういうことね」

　クリスマスローズの目が、亜夢にむけられた。

　ルージュが、言葉を続ける。

「そういうことです。なので、この場は九九命さんに勝ちを譲ります。貸しひとつ、という意味を込めて。貸し、ひとつ、という意味を、込めて。この貸しは必ず返してもらうつもりなので、繰り返しました」

　霊界にいき、そして現世に帰ってくる方法がわかれば、亜夢を人間に戻してやることができるかもしれない。

　ルージュも、悠斗と同じことを考えたのだ。だから、コメディを帰らせた。もちろん、このまま戦い続ければ、鬼造少女が黄泉孔道を開くかもしれない、という危険性も考慮してのことだろう。

　ひよりが、歩み寄ってくる。

「九く九く命みのヤツ、あとでたっぷり文句を……」

【徒桜あだざくら】から炎ほのおの刀身を消した彼女が、ふともものホルダーに柄つかを戻そうとしたところで動きをとめた。ここでようやく、自分がいまスカートもホルダーも身につけていなかったことを思い出したのだろう、悠ゆう斗とへチラッと目を投げたあと、ルージュとクリスマスローズの後ろにコソコソと隠れてしまった。頬ほおを真っ赤に染めて。

「ケロみの面つらに水よ。文句なんて言うだけムダに決まってるでしょ」

【鵺震ぬえなり】を腕輪に戻したすずめが、悠斗の前で足をとめ、「ったく、ケロみは、もぅ」と腰に手を当て疲れた息を吐いている。

「お兄ちゃん、投げ飛ばされてたけど、大丈夫？」

　亜あ夢むが、悠斗の腕に手を添えてきた。

「ああ、なんともない」

　意識して笑顔をつくり、妹の心配を吹き消してやる。

　そうしながら、悠斗は思った。

　妹のためなら、どこへだっていってやる。たとへそこが死者の国だったとしても。決意は、とっくの昔に決まっているのだ。

　見ると、コメディの背で蠢うごめいていた無数の腕が消えていた。

「みゃ～、どのみちアレとまともに戦やり合ってたら、お互い無事じゃすまなかったはずだから。大人しく魔こ街こから出ていってもらえるなら、みゅ～、助かるわ」

　クリスマスローズが、ちょんと肩をすくめた。




　数分たっても、コメディの姿は目に映っていた。大通りを、ただただ真まっ直すぐ進んでいるようにしか見えないのに、鬼き造ぞう少女の後ろ姿はなかなか小さくならない。

　あれ？　と悠斗は首を傾かしげた。コメディが立ちどまった。と思いきや、くるりと回れ右をしてこちらに駆け戻ってくる。

　気が変わって、黄泉孔道ルート６６６を開きにきた？　バトル再開か？　もしかしたら、道がわからなくなったとか？

　ひよりが、柄だけの【徒桜】を胸の前にあげた。

　すずめが、手を腕輪に添えた。

　亜夢が、悠斗に身を寄せてきた。

　ルージュの十指から、ぽたりぽたりと水滴がしたたり落ちはじめた。

　だが、クリスマスローズがひとりだけ、

「みゃ～、不思議な子ね」

　のんびりとした調子で言った。

　どっか──んっ、という音が聞こえてきそうなほどの勢いで戻ってきたコメディが、キキキィ──ッと急ブレーキをかけて悠ゆう斗とたちの前で足をとめた。

「やくそくだから、いっしょにいこ」

「は？」

　悠斗は、両眉をはねあげた。コメディとなにかを約束した覚えはない。

「やくそく、わすれてないよ」

　コメディが、にんまりと笑った。そのとき、タタッ。タタタッ。タタタタタッ、といくつもの足音が聞こえてきた。悠斗の両脇を、何人もの少女たちが駆け抜けていく。三〇人ほどだろうか。

「？」

　突然変異霊ミユーテストの少女たちが、まるで敵から身を隠すように、コメディの後ろに回って身を寄せ合った。その中にはタンポポの姿もある。

　ミッシャなど、数名の少女たちはまだ、悠斗たちの後ろにいるけど……。彼女たちも、仲間の行動を理解できないでいるようだ。目を見開き、ぽかんと口を開けたままだから。

　いったい、なにがどうなってる？

　クリスマスローズが、感情を懸けん命めいに抑えているかのような顔で、少女たちを見ている。抑え込んでいるのは、怒りだろうか、それとも……。

　ひよりたちもみんな、なにがどうなってる？　といった表情だ。

「おい、約束って……なんだ？」

　悠斗は、にんまりを崩さないコメディにたずねた。

「てつだってくれたら、まがいからね、だしてあげるってやくそくしたのぉ。だからコメディ、やくそくまもるのぉ。やくそくやぶったら、はりせんぼんなんだよ？」

「手伝ったら、魔ま街がいから出してやる？　そんな約束……」

　すぐに悠斗は、説明が不足しているコメディの言葉を理解した。

〈皇こう魔まの卵〉のカケラをひよりから奪う手伝いをすれば、監獄のような魔街から出してやる。おそらく、何人かの突然変異霊たちにそんな言葉を伝えたのだろう。

　悠斗は、コメディの後ろで身を硬くしているタンポポへ目をむけた。

　彼女は、霊れい封ふう筺ばこに入れたカケラをコメディに渡そうとして………、それが失敗したあとは、カケラをとり戻そうとした悠斗の邪じや魔まをした。

　どの段階で九く九く命みとコメディ側についたのかわからないけど……。

　このまま、浄化途中の突然変異霊を魔街の外へ出すわけにはいかないだろう。

　戦いは避けられない。

　クリスマスローズが、感情を押し殺した表情のまま口を開いた。

「みゃ～、みんな、そんなに外へ出たいの？」

　コメディの背で身を寄せ合っている少女たちは、だれも神仙格インモータルの上位精霊ヴアルゴと目を合わせようとしない。

「タンポポ、どうなの？」

　クリスマスローズの口調は、とても穏やかだ。責めているような響きはない。

　タンポポが、うつむいたまま言った。

「ふ、故郷ふるさとに、帰りたいんです。か、家族がいなくても、子孫が、もしかしたらいるかもしれません。家族の面影を残す、子孫に、会えるかもしれません」

「……………」

　クリスマスローズの瞳は、タンポポを見つめたまま動かない。

　タンポポが、意を決したように顔をあげた。赤みを帯びた瞳どう孔こうは、涙に沈んでいる。

「クロ様、すみません！　わたし、故郷の森に還かえりたいんです！　還りたくて、還りたくて、どうしようもないんです！　家族のところに、生まれ育った場所に、あの懐かしい故郷に、還りたいんですっ！」

「みゃ～、みんな、これだけは約束して。穢けがれがひどくなる前に、必ず近くの霊れい街がいに入って、きちんと自分の霊体からだを浄ケ化アするって。もう二度と、悪霊化しないって。いま、ここで約束して」

　クリスマスローズの目に、うっすらと涙が滲にじんだ。

「クロ様っ、ほ、ほんとうに、すみませんっ」

　タンポポが、深々と頭を下げた。

　彼女に倣ならうように、数人の少女たちも頭を下げる。何人かの子は黙ったまま動かない。

　コメディが、自分の後ろに集まった少女たちを見回し、

「あれぇ～、なんかいっぱいになってる。おねえちゃんとやくそくしたのは、だれだったかなぁ？　コメディわかんない」

　ちょこんと首を傾かしげたあと、〝ま、いっか〟といった感じでにんまりと笑いながら、再び歩き出した。

　突然変異霊ミユーテストの少女たちも、コメディから離れることなく、互いのからだを支え合うようにしてついていく。

「クロ様、よろしいのですか？」

　ルージュが、横目でクリスマスローズを見た。

「みゃ～、さっきも言ったでしょ。ここであの鬼き造ぞうっ子と本気でぶつかり合えば、お互い無事じゃすまないって。下手すると魔ま街がいが壊れちゃうわ。みゅ～、入口の結界も、壊される前に開けとくわ。あの子たちのことは心配だけど、残った子たちを守るのも大切だから」

　クリスマスローズが、肩越しに後ろを見た。

　ミッシャを先頭に、一〇数人の少女たちが歩み寄ってくる。

　ひよりが、近づいてきたミッシャにトゲ混じりの目をむけた。

「ふん、キミはついていかないのか？」

　ミッシャの眉み間けんに刻まれていたシワが、わずかに深くなった。

「ぼくは逃げないと決めてる」

「殊しゆ勝しような心がけだな」

　悠ゆう斗とは、ひよりとミッシャのやりとりを黙って聞いた。すずめや亜あ夢むも、こちらに顔をむけている。

　ルージュとクリスマスローズは、去りゆくコメディたちの姿を目で追いながら、悠斗たちから少し離れた場所でなにやら言葉を交わしている。

　ミッシャが、ひよりにジ──ッと不ふ機き嫌げん色の視線をむけたあと、言った。

「お前、ぼくらのようなミューテストは、いつまでも悪霊化の名な残ごりが消えないと思ってるだろう？　この際だから言っておく。確かにぼくは、自分の弱さのせいで、一度は悪霊に成り下がった。そこから、クロっちのお陰でようやくここまで這はいあがることができた。だから、もう、二度と逃げないと決めている。クロっちから逃げない。そして、彼女にできるだけ依存せず、可能な限り迷惑をかけず、そばにいる。穢けがれが完全に消えるまで、ぼくは逃げない」

「クリスマスローズが好きなんだな」

「バッ、バカを言うな。好きなわけあるか！　そ、そもそも、好きとか嫌いとか、そんな目で彼女を見たことはない！　いまの話をどう聞いたら、そんな感想が出てくるんだ!?」

　とうとつに声を大きくしたミッシャが、ぷいっとひよりから顔を背けた。

　なにをどう聞いても否定の言葉だったが、どこからどう見ても肯定の態度だった。

　悠斗は気づいた。

　ルージュと言葉を交わしていたクリスマスローズが、チラッとミッシャのほうを見て、心底嬉うれしそうな笑みを浮かべたことに。だが、なんの言葉もかけてこない。ただただ微笑ほほえんでいるだけだ。ルージュも、水色のロングウェーブヘアの隙すき間まからこちらの様子を窺うかがいつつ、唇をぽやぽやとした笑みのかたちにしている。




　しばらくして、コメディの姿が消えた。タンポポや他の少女たちの姿も。

　これで、悪霊化する確率の高い突然変異霊ミユーテストたちが、数多く現世へ解とき放たれたことになる。霊れい障しよう対たい策さく部ぶの仕事が忙しくなりそうだ。
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　九く十じゆう九く里り浜はま九く九く命みは、現世と魔ま街がいの狭はざ間まにある道で、コメディの帰りを待った。左右にひろがっている薄暗い〝永久とこしえの森〟には見むきもせず、巨大な石柱に挟まれた魔街の入口だけに意識をむけている。

　霊障対策部の働きアリ連中にウイスキーダブルを破壊されたため、状況の推移と現状がわからない。

　コメディは、〈皇こう魔まの卵〉のカケラを手に入れたあと、どれほどの力を得たのだろう？　黄泉孔道ルート６６６を開いたのだろうか？　もしかしたら、魔ま街がいの住霊たちを全滅させたかもしれない。そうなっていたら、霊れい対たい部員のルージュと亜あ夢むも無事ではすまないだろう。

　様々なケースを想定し、その対処法を頭の中で組み立てながら待つ。

　この場に立って五分もしないうちに、石柱の間からコメディが姿を現した。

　左の瞳が鮮紅色スカーレツト。右の瞳が翡翠色ジエード。霊髄が疼うずいてくるほどの禍すが々すがしさだ。

　これでまた一歩、前進した。この勢いのまま先へ。飛白かすりを抱きしめるまで、歩みをとめるつもりはない。どんな犠牲を払ってでも、妹をとり戻すと心に誓っている。

　休むことなく、次なる局面へ。

　九く九く命みは、高ぶる気持ちを意識的に抑えながら、コメディに笑みをむけた。いまはまだ、歓喜に身を震わせるときではない。その瞬間は、もう少し未さ来き。

　コメディが、スキップしながら近づいてくる。

「おねえちゃ～ん、かえったよぉ」

「よくやったわコメディ。ジョーデキよ」

「じょうできぃ！」

　コメディが、両手を空に突きあげてぴょんと跳ねた。玉虫色のミディアムヘアが、空気をはらんでふわりとひろがる。

　魔街の中での出来事にも、ほんの少しだけ興味はあったが、彼女にたずねるほどのことでもない。現時点においては、望んだ結果を得ることができた。

　元気いっぱいのコメディから、魔街の出入口に目を移す。

　完全に穢けがれが抜けきれていない少女たちが、ざっと数えて三〇体ほど。

　コメディの後ろからゾロゾロと現れた、ということは見ていたからわかってる。でも、取引したのは一体だけ。数が合わない。

　九九命は、声にたっぷりと冷気をのせた。

「あなたたち、どこへいこうとしてるの？」

　コメディが、「どこいくのかなぁ？」と首を傾かしげている。

　少女たちの中から、黄緑色の髪をもった子が歩み出てきた。取引したのは、この黄緑娘だけ。他の突然変異霊ミユーテストたちは、いらない。知らない。興味ない。

「あ、あの、みんなにも、手伝ってもらったんです。だから……」

「取引のこと、もらしたの？」

「え？　あ、その、みんなでやったほうが、成功する確率も高くなるから……」

「だれかがウラギって、クリスマスローズにツげ口するカノーセーを考慮しなかったの？」

「そ、それはそうですけど……結果的には、うまく、いったから……」

　黄緑娘が、うつむいた。押しの弱い女は嫌いだ。押しの強い女はもっと嫌い。

「どうでもいいから、早いとこ外に出してよ」

　黄緑娘の後ろから、品のない声が聞こえた。他の突然変異霊ミユーテストたちも、口々に「早く出せ」「約束だろ」「ぶっ殺すぞ」とわめきはじめた。

　コメディが、きょとんとした顔で騒ぎはじめた少女たちを見ている。

　幸せな霊たち。

　九く九く命みは、心の中で嘲わ笑らった。

　堕だ正せいしていた時期には数えきれないほどの不幸を運び、方々に捨てて回っていたくせに。そんな醜い過去を忘れ、現在に不満をもらし、なんの疑いももたずうまい話に飛びつく愚かしさ。彼女たちは、汚お濁だくにまみれた過去といっしょに、保証という言葉も記憶の奥底に埋うめてしまったのだろうか。

　何年も、あるいは何十年も、予防や用心といった言葉とは無縁の生活を送ってきたのだろう。

　本当に幸せな霊たち。

「そこのキミドリ色の髪、あなただけよ」

　九九命は、黄緑娘ひとりを指差した。

「他のレンチューとはヤクソクしてないわ。魔ま街がいを出してあげられるのは、あなただけ」

「おい、ふざけんなっ！」「ちょっと、話が違うじゃないっ！」「出してよっ！」

　泣きそうな顔になっている黄緑娘の後ろから、突然変異霊の少女たちが歯を剥むき出だし、ギャーギャー文句を言ってくる。

　幸せで、不用心で、想像力のない、痛々しい霊たち。

　九九命は、吐息に氷霧を混ぜ込んだ。

「九九命のウシろを真まっ直すぐススめば、迷うことなく現世に出られるわ。うふふふふふ。ここをトオり抜けることができたら、のハナシだけど」

　ここでようやく、置かれた状況に気づいたのだろう。少女たちの表情が、あからさまに強こわ張ばった。数体が身がまえ、数体が後あと退ずさり、数体が周囲へ散っていく。

　魔街の出入口は、もう結界を閉じている。

　道の左右には、霊にとっては魔街よりも怖おそろしい〝永久とこしえの森〟がひろがっている。

　彼女たちの目の前には、自分とコメディが立ち塞ふさがっている。

　九九命は笑みをひろげた。

　約束は守る。でも、それ以外のことに心を砕いてやるつもりはない。

　魔街を出たその瞬間から、少女たちは突然変異霊としての霊力をとり戻している。だからこそ、コメディとは〝戦っても勝てない〟ということがわかっているはずだ。

「コメディ、とおせんぼよ。ここからウシろにトオしていいのは、あの子だけ」

　九く九く命みはまた、黄緑娘を指差した。

「とおせんぼするの？　は[image: ][image: ][image: ]い」

　元気に返事をしたあと、「ん[image: ][image: ][image: ]、せんじゅ──っ！」とコメディが両手を空に突きあげた。途と端たん、彼女の背に幾本もの腕が生えてきた。一本一本は、きれいな肌と長い指をもった美しいものだが、それが集まると毛虫を連想してしまうから……、あまりいい眺めとは言えない。

「くそぉ──っ！」

　いきなり、一体の少女が突っ込んできた。それに引っ張られるように、一〇体ほどの突然変異霊ミユーテストたちが動く。

　九九命は、素早く後ろに下がった。入れ違いに、コメディが自然な歩みで前に出る。

　一瞬だった。悲鳴さえあげさせない。

　無数の腕が、攻撃を加えてきた少女たち全員のからだをつかみ、ずりゅりゅりゅっ、と空間の中へ引きずり込んでしまった。

　見ていた他の突然変異霊たちは、絶句したまま動かない。

　九九命は、その場に座り込んでしまった黄緑娘へ冷めきった笑みを放った。

「あなただけ、外に出してあげる。うふふふ、ヤクソクだから。でも、外に出たあとのことは知らないわ。だって、なにもヤクソクしてないもの」

　黄緑娘が、小さく唇を動かした。なにか言っているようだけど、声は聞こえない。聞く気もない。

　九九命は、嘲あざけり色をたっぷりと唇に塗りつけ、

「コメディはもう、あなたの霊に臭おいをオボえたわ。魔ま街がいから出たあと、どこにニげても、どこにカクれても、カナラず追いつめるから、そのつもりでね。あ、言いワスれてたけど、九九命、霊力保管部のブチョーなの。おシゴトは、霊力アツめよ」

　想像力の乏とぼしい霊にも伝わるよう、わかりやすく教えてあげた。





エピローグ




　ひよりの魂内から〈皇こう魔まの卵〉のカケラをとり除く、という目的は果たした。それなのに空気が重い。

　クリスマスローズをはじめ、ミッシャや他の突然変異霊ミユーテストの少女たちが、力なく顔を見合わせている。だれも口を開かない。みんな、なにを話せばいいのかわからないのだろう。

　一いちノの瀬せ悠ゆう斗とは、そばにいる亜あ夢むに目をむけた。

　妹はいま、どこかぼんやりとした表情で、コメディとタンポポたちが去っていった大通りの先へ目をむけている。

　間もなく兄の視線に気づき、顔をあげた。

「ちょっと思ったんだけど……霊保の部長さんって、どうして霊界にいきたいのかな？」

「ん～、霊保の部長だから？　霊界って、霊力がたくさん集められるんじゃないのか？」

「そうなのかなぁ？」と亜夢がちょこんと首を傾けた。ポニーテールも、ちょこん。

　ルージュが、会話に入ってきた。

「推測の域を出ませんが………もしかしたら、死者の受じゆ肉にくが目的かもしれません」

「受肉、だと？」ひよりも顔を寄せてきた。

「あ～、前に亜夢ちゃんから聞いたヤツね。たしか、〝娑しや婆ば化か〟とか〝来世拒否〟って呼び方もあったわね」すずめが、なかなかの記憶力を披ひ露ろうしてくれた。

　悠斗は、先日ルージュに聞いた話を思い出した。

　死者を甦よみがえらせる方法のひとつに、だれかが霊界に入って、死者の魂を現世に連れ戻してくる、という方法がある。

　霊界から現世への境界線を越えるとき、霊体が肉体に変換されるという。

　現世に魂が残っている亜夢の場合は、まず霊界に入ったあと、そこで霊体からだを慣らす必要があるらしい。その後、あらためて現世に戻れば、晴れて受肉ということになる。うまくいったらの話だけど。

　ルージュが、みんなの目が集まっていることを確認するかのように、ひとりひとりと視線を合わせたあと、話しを続けた。

「こういうことは、あまり言いふらすことではありませんが、いずれみなさんにも関係が出てくるやもしれませんので……」

　悠斗は、ぐっと身をのり出した。

　亜夢も、ひよりも、すずめも、口を引き結んで話の続きを待っている。

「九く九く命みさんには、双子の妹がいました」

　いました、という過去形の言い回しが、悠斗の心に刺さった。

　ルージュが、ひとつ短い息をついたあと、言葉を続けた。

「その妹さんは、二年前に悪霊事故で他界しています」

「悪霊事故……」ひよりが、苦しみを吐き出すようにつぶやいた。

「ケロみ、妹いたんだ」すずめが、なんらかの痛みを堪こらえるように顔をしかめた。

　亜あ夢むは、大きな瞳をぷるぷる震わせ、早くも泣きそうな顔になっている。

「みなさんもご存じの通り、悪霊に襲われれば、魂に大きな傷を負ってしまいます。そして、悪霊事故によって命を落とすようなことになれば、穢けがされた魂は理ことわりの流れには戻れません。霊となり現世を彷徨さまようか、あるいは転生もかなわず霊界で苦しみ続けるだけです」

　近くで聞いていたクリスマスローズが、ひょいと肩をすくめた。

「みゃ～、妹ちゃんの魂が、現世と霊界のどっちを彷徨ってんのか、ちゃんと見つけてんのかしらね。当てもなくさがしたって、絶対見つかりっこないから」

「そのあたりは、九く九く命みさんのことですから抜かりはないでしょう。あくまでも、妹さんの受じゆ肉にくを目的に霊界へ入ろうとしている、と仮定した場合ですが」

「みゃ～、もし人間の力で受肉が成功したら、世の中がひっくり返るわね」

　クリスマスローズの後ろにいたミッシャが、眉根に深々とシワを刻んだ。

「そうなったら、人間が死への畏おそれを失うだろうな。きっと、ゲーム感覚で死を弄もてあそぶ輩やからも出てくるぞ」

　すずめが、右の眉をひょいとあげた。

「ま、それはまだまだ先のことだけど……現時点で心配しなきゃなんないことは、いま頃、庁ちよう舎しや内にあふれている突然変異霊ミユーテストのことよ。きっと大混乱になってるわ」

「九九命は、ああ見えて霊保の部ボ長スだからな。それなりの対処はしてるはずだ。ちゃんと保護して浄化室に入れるなり、庁舎裏の第一〇霊れい街がいに連れていくなり、な」

「ケロみが、そんな気配りをするかしら？」

「してないのなら、すずめの言う通り、大混乱になってるだろうな」

　ひよりとすずめが顔を寄せ、「急いで追うか？」「もう一戦いく？」と囁ささやき合った。

　そんな彼女たちに、クリスマスローズが言う。

「みゃ～、出ていった子たちはみんな、もう悪霊じゃないわ。考え方は普通の人間と同じよ。みゅ～、生者を恨んだりしてないってことだけは、ちゃんと言っておくわね。そのうち何人か帰ってくるんじゃないかしら。やっぱり第三魔街わがやがイチバンって、ね」

　すかさず、ミッシャが毒を吐いた。

「少しくらい帰ってきてもらわないと、少人数でクロっちの相手をするのは疲れる」

「みゃっ!?　なにそれっ！　霊だから、疲れとは無縁でしょ？」

「気分的に、精神的に、霊的に、疲れるんだ。お前たちも、わかるだろ？」

　ミッシャが、悠ゆう斗とたちに顔をむけ、同意を求めてきた。うん、そうだね。なんて返せるはずもなく、ただただ笑っておくだけにする。

　クリスマスローズが、不意に大通りの先へ顔をむけた。清らかな日の出を眺めているかのように目を細め、顔をほころばせている。

「みゃ～、ミッシャ、あなたが気分的に、精神的に、霊的に疲れる心配は、みゅ～、なくなったみたいよ？」

　ミッシャの顔が、ブンッと勢いよく横に動いた。

「ん？」と悠ゆう斗とは、彼女の視線をたどって、近くの平屋へ目をむけた。

　横道に入ったすぐの場所に隠れ、建物の陰から顔の半分だけを覗のぞかせている子がいた。他にも、数人の少女たちが、こちらの様子を窺うかがっている。

「みゃ～、去る者は追わず、くる者は拒まず、がわたしの信条だから、ね。みゅ～、結界の外でウロウロしてたから、入口を開けてあげたわ」

　クリスマスローズが言い終わるよりも先に、ミッシャが走った。他の少女たちも、次々と走り出す。

　なにが起こっているのかわからず、悠斗たちは見ていることしかできない。

「タンポポっ！　お前っ！　どの面さげて戻ってきたっ！」

　ミッシャが叫んだ。どうやら、平屋の陰に隠れていたのは、コメディについていった少女たちらしい。戻ってきたようだ。

　でも、どうして？

「九く九く命みのヤツが約束を守るとは思えなかったが、こういう流れになるとはな」ひよりが、呆あきれたように肩をすくめた。

「ま、ケロみらしいわ、ほんと」すずめが、右の眉だけをあげた。

「嘘うそをついて騙だました、ってことですか？」亜あ夢むが、下唇をくりっと曲げた。

「九九命さんには、嘘をついたという自覚はないでしょう。彼女は、利用できるものはすべて利用する、という考え方の持ち主ですから」ルージュが、突き出た胸の下で腕を組む。

「お前らっ！　どうしてあんなことをしたんだっ！」

　怒気をたっぷりと含んだミッシャの大声が、悠斗たちのところまで聞こえてくる。

「ご、ごめんなさいぃ」というタンポポの声も。

　とめなくてもいいのだろうか？　と悠斗はクリスマスローズの様子を窺った。

　彼女は、感情の読みとれない表情で、黙って少女たちの様子を見ている。

「もう二度と、絶対にっ！　ぼくをっ！　みんなをっ！　心配させるなっ！」

　あ……、と悠斗は心が跳ねるのを感じた。

　何年も、何年も、何年もいっしょにいて、苦楽をともにして生きてきたのなら、その関係はもう家族と同じだ。いや、それ以上かもしれない。

　少女たちがひとり、またひとり、と手で顔を覆おおって泣きはじめた。

「ミッシャ、ごめんなさい。みんな、ごめんなさい。う、ぅぅ、ご、ごめんなさいぃ」

　タンポポが、涙声を絞り出すようにして謝り続けている。

　ミッシャが、顔をゴシゴシと手の甲で擦こすっている。

　そして、だれからともなくからだを寄せ合い、互いの肩を抱き、背に手を添え、腕をつかみ、嗚お咽えつの大合唱をはじめた。

「みゃ～、いま、遅れて一二人の子たちが戻ってきたわ。みゃ？　また九人が入ってきたけど………この子たち、もしかして鬼き造ぞうっ子につかまってたの？　みゅ～、どこかに隠れてるとばっかり思ってたけど………かくれんぼじゃなかったみたい………みょ～、とにかく第三魔街うちの子たちが全員無事で、よかったわ」

　クリスマスローズの言葉に、タンポポが顔をあげた。潤んだ瞳が、大きく見開かれている。だが、すぐにまたミッシャの胸にぐりぐりと額を押しつけ「ふぇ～ん、よかったぁ」と泣き出した。

　結局、魔ま街がいを出ていこうとした少女たちはみんな、九く九く命みとコメディに追い返されたようだ。遅れて戻ってきた一二人は、現世に出るためいろいろと粘っていたのか？　他にも九人が捕まっていたようだけど……。どのような経緯があったにせよ、九九命の気まぐれか、あるいは情けか、はたまた悠ゆう斗とには計り知れない理由によって、捕われていた少女たちが解放された。タンポポが事情を知っているようだが、訊きく必要はない。魔街の住霊はだれも欠けなかった。この結果があれば十分だ。

　ルージュが、クリスマスローズに顔を近づけた。

「クロ様、いい街になりましたね」

「みゃ～、魂は穢けがれやすく清め難がたきもの。みゅ～、なにごとも根気よくいくのがコツね」

　神仙格インモータルの上位精霊ヴアルゴが、心の底から気持ちよさそうに微笑ほほえんだ。

　亜あ夢むが、ぽろぽろと嬉うれし涙なみだをこぼしながらうなずいた。

　ひよりも、指先で目もとをぬぐっている。

　すずめが、そんな彼女の横腹を肘でつつき、からかうようにニッと笑っている。

　仲間って………、いいもんだな。

　一度は穢れてしまった少女たちの嗚咽を聞きながら、悠斗はそう思った。

　みんな仲よくからだをくっつけて、そろって地面に膝をつき、そして、そのまま折り重なるようにして倒れ……、て……、え？　なに？

　悠斗は、拳でトンッと鳩みぞ尾おちを突かれたような心地になった。呼吸が乱れる。

　どうして、みんないっせいに倒れたんだ？

「お、おい、サイレンっ!?　クリスマスローズも、どうした!?」

「亜夢ちゃん？　ちょ、なになに!?」

　ひよりとすずめの悲鳴にも似た声に、横面をひっぱたかれた。

　ルージュとクリスマスローズも、他の突然変異霊ミユーテストたちと同様に倒れていた。ひよりたちのそばでは、亜あ夢むも同様に。

　悠ゆう斗とは、とっさに妹へ駆け寄った。

　上体を抱き起こし、

「おい、亜夢っ!?」

　強い声で呼びかけた。が、長いまつげはぴくりとも動かない。先ほどの感かん涙るいが目の端からこぼれ、すべやかな頬ほおを伝って流れ落ちただけだ。

　浄化結界内で、霊体である突然変異霊ミユーテストたちが倒れるなんて……。しかも、上位精霊ヴアルゴである亜夢とルージュも。それどころか、神仙格インモータルであるクリスマスローズまで。

　悠斗は、助けを求めるような気持ちで、ひよりとすずめに目をむけた。

「まさか、九く九く命みが……」ひよりが、声を震わせた。

「ケロみのヤツ、なにしてくれたのよ」すずめが、通りの先をにらみつけた。

　悠斗は、そろそろと亜夢のからだを抱き寄せた。

　妹の小さな頭を、青みがかったポニーテールごと胸と両腕で包み込む。やさしく、壊れ物を扱うように。

　亜夢は動かない。なんの反応もない。ルージュも、クリスマスローズも、突然変異霊の少女たちも、だれひとり動かない。












あとがき




　先日、知人の陶芸家さん（64）が、こんなことをおっしゃっていました。

「ひとりで土を練ってると、ときどきだれかと話してるような気がするんですよ。どんな生きものでも、死んだら土と水になるでしょ。だからかなぁ。土には力があるんだね」

　現世での役目を終えたからだは、大いなる自然の中へ。

　それなら心は？　そして、魂はどこへいくのでしょう？　という質問に陶芸家さんはこうこたえてくださいました。

「土との対話は無言で進むから。心と魂どこいった？　って伝えるのは至難の業だね」

　からだを失った心と魂は、何処へ？　永くとり組んでいきたい課題です。




　最後になりましたが、謝辞を。

　武む藤とう此くり史ひと先生の可愛かわいいイラストは、ひとりのファンとして毎回楽しみにしています。

　笑顔を忘れない担当Ｋ様の人となりには、いつも助けられています。そして、編集部の皆々様にも。もちろん、支えてくださる読者の方々にも感謝感謝、もひとつ感謝です！

　本当に、ありがとうございました！
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